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第三次活動推進計画の基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「“共生・支え合い”による地域社会の実現」をめざし、個人の尊厳の

保持を旨とした福祉サービスの質の向上を図るとともに、住民一人ひと

りの自己実現に向けた自助努力と、「他人を思いやり、お互いを助け合お

うとする精神」を基礎とする「住民主体」を原則に、行政や多彩な主体

と協力して、福祉のまちづくりを推進します。 

 

基  本  理  念 

 

「 “共生・支え合い”による地域社会の実現 」

をめざし、福祉サービスの質の向上と住民主体の

福祉のまちづくりを推進します 
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第三次活動推進計画の基本目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第三次活動推進計画の推進期間 

平成２２年４月～平成２７年３月

  

 

 基本目標２  

地域福祉を支える仕組みづくり 

 

地域福祉は、住民を主体に行政や多彩な主

体が役割分担し、協働していくことが重要

です。本会は、自助、共助、公助があいま

って、地域に根ざして協働する「地域福祉

を支える仕組みづくり」を推進します。 

 基本目標１  

地域福祉を支える人づくり 

 

地域福祉の基礎となるのは、他人を思い

やり、お互いを支え、助け合おうとする

心です。本会は、住民の意識と主体的な

行動力を高めていくとともに、人と人を

つなぎ・支える「地域福祉を支える人づ

くり」を推進します。 

基本目標３ 

地域福祉を支える組織づくり 

 

地域福祉は、住民を主体に行政や多彩な主体がつ

ながり、その力を結集していくことが重要です。

本会は、県域の地域福祉推進のプラットフォーム

（多彩な主体をつなぐ中間支援組織）をめざし、

「地域福祉を支える組織づくり」を推進します。 
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【推 進 体 系】 

 

 

 

 

  

 め ざ す べ き 福 祉 社 会  

「“共生・支え合い”による地域社会の実現」 

 地 域 福 祉 の 推 進  

静 岡 県 社 会 福 祉 協 議 会 

 

福祉サービスの質の向上と住民主体の福祉のまちづくりの推進 

 

 県 社 協 の 機 能  

 

○ 広  域  機  能 

○ 行政等の補完機能 

○ 専  門  機  能 

○ 政策提言・連絡調整機能 

 

協 働 

地域住民 ボランティア N P O 

市町社協 民生委員・児童委員等 

社会福祉法人 社会福祉施設 

福祉サービス事業者 等 

行政や多彩な関係機関、団体 

 基本目標３  

地域福祉を支える組織づくり 

 

(1)市町社協を支援します 

(2)社会福祉事業者等を支援します 

(3)県社協の基盤強化を図ります 

 

 基本目標１ 

地域福祉を支える 

人づくり 

 

(1)住民の意識と主体的な行動

力を高めます 

 

(2)地域福祉活動の核となる人

材を育成します 

 

(3)福祉サービスの担い手を確

保、育成します 

 

 

 基本目標２ 

地域福祉を支える 

仕組みづくり 

 

(1)幅広い協働による地域福祉

活動を促進します 

 

(2)福祉サービスを必要とする

住民の地域生活を支援します 

 

(3)地域福祉の実践に役立つ情

報を収集・提供します 
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重 点 推 進 事 項 
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重点推進事項 

基本目標１ 地域福祉を支える人づくり 

実施目標１ 住民の意識と主体的な行動力を高めます 

重点推進事項 “暮らし・安心・支え合い”福祉のまちづくり県民運動の実施 

 県民福祉の日(10 月 20 日)を中心に、「心のふれあいや思いやりの気持ちで結ばれ

た“共生・支え合い”による地域社会の実現をめざす」県民運動を展開し、住民の

気づきや地域活動への参加機運の醸成を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事  業  内  容 

１ “暮らし・安心・支え合い”福祉のまちづく

り県民運動の実施 

・社会的孤立の防止に係る啓発事業の実施 

・福祉のまちづくり絵画コンクールの実施 

・福祉カレンダーの作成・配布 

・「県民福祉の日」啓発事業 ほか 

２ 静岡県健康福祉大会の開催 

（10 月 24 日、静岡市民文化会館） 

平成 26 年度静岡県健康福祉大会 

(平成 26 年 10 月 24日 静岡市民文化会館) 
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実施目標２ 地域福祉活動の核となる人材を育成します 

重点推進事項 住民主体の活動を進める人材養成 

複合的な課題を抱える人や家族に対して総合的な支援を行う地域福祉コーディ

ネーターや、地域住民が主体となる活動を促し継続的な支援や調整を行う人材を育

成した。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施目標３ 福祉サービスの担い手を確保、育成します 

重点推進事項 保育士・保育所支援センター開設による保育士確保の促進 

  今後見込まれる保育士需要の増加に向け、保育士・保育所支援センターを開設し、

潜在保育士等の就職を支援した。 

 事 業 内 容 

１ 就職支援コーディネーターの配置 

２ 保育士就職説明会の開催 

（西部、中部、東部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事 業 内 容 

１ 地域福祉コーディネーター（コミュニティ

ソーシャルワーカー）養成研修会の開催 

２ コミュニティワーク研修会の開催 

・市町地域福祉(活動)計画策定編 

３ 小地域福祉活動リーダーの育成 

・小地域福祉活動リーダー養成モデル地区

の指定 

・小地域福祉活動リーダー養成講座の開催 

『しずおか保育の仕事』説明会＜東部地区＞ 

（平成 26年 11 月 3日 富士市交流センター） 
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  福祉分野における人材確保が一層厳しくなる中、よりきめ細かなマッチングに努

めるとともに、福祉の仕事のイメージアップや未来を担う人材の参入促進に向けた

事業に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 事  業  内  容 

１ 福祉のしごと就職フェアの開催 

（春・秋・冬に開催） 

２ 福祉人材マッチング機能強化事業の実施 

・地域密着型福祉就職相談会の実施 

 （清水、藤枝、掛川で実施） 

・ハローワークにおける出張相談 

・伊豆半島就活キャラバン 

３ 福祉のお仕事魅力発見セミナー及び福祉の

しごと学び体験ツアーの実施 

４ 保護者向け啓発資料の作成 

福祉のしごと学び体験ツアー（中部） 

（平成 26 年 7 月 31日） 

（特別養護老人ホームなごみ） 

福祉のしごと就職フェア～秋の収穫祭～ 

（平成 26 年 10 月 16日） 

（静岡音楽館 AOI） 
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基本目標２ 地域福祉を支える仕組みづくり 

実施目標１ 幅広い協働による地域福祉活動を促進します 

重点推進事項 生活困難・社会的孤立防止に向けたモデル事業の実施 

地域での生活困難者の孤立防止を図るため、モデル地区を指定し、実態調査、ワ

ンストップサービスの実施及び成果報告等を行う「孤立防止に向けたモデル事業」

を実施した。 

 

 

 

 

 

実施目標２ 福祉サービスを必要とする住民の地域生活を支援します 

重点推進事項 福祉サービス利用者の権利擁護 

  日常生活自立支援事業の専門員及び生活支援員に対する研修等を通じて、きめ細

かな相談支援体制の充実強化を図った。 
  また、成年後見等実態把握調査を実施し 

権利擁護に関する課題を明らかにした。 

 

 

 

 事 業 内 容 

１ 静岡県生活困窮者自立促進支援モデル事業の受託 

（10/14～3/31） 

 12 町社会福祉協議会、NPO 法人青少年就労支援

ネットワーク静岡、県社会福祉協議会の 14 法人

で「ふじのくに生活困窮者自立支援コンソーシ

アム」を構成し事業受託 

２ 啓発事業 

・生活困窮者支援における伴走型支援シンポジウ

ムの実施（11/29） 

・生活困窮者支援のための冊子「緊急生活支援ガ

イド」10,000 部作成 

３ 伴走型支援士２級認定講座の開催支援（主催：特

定非営利活動法人ホームレス支援全国ネットワー

ク） 

 事 業 内 容 

１ 日常生活自立支援事業の執行体制の充実 

２ 成年後見制度取組状況・潜在的ニーズ把握調

査 

３ 社協の広域における法人後見等検討会 

４ 法人後見実施機関職員研修業務の受託 

５ ケースカンファレンス in 静岡（主催：全国

社会福祉協議会、共催：静岡県社会福祉協議

会）【日常生活自立支援事業】 
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実施目標３ 地域福祉の実践に役立つ情報を収集・提供します 

重点推進事項 地域福祉情報発信機能の強化 

 地域福祉に関する情報提供媒体としての機能を発揮するため、情報の収集・発信

の有効なツールであるホームページや機関紙等の内容を充実させることにより、地

域福祉活動の活性化を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事 業 内 容 

１ 地域の実践事例の収集・発信 

・研修申込機能及び電子会議室(掲示板)の開始 

２ 機関紙(毎月)、県民向け広報誌(10 月)の発行 

・10 月号は、主な読者を中学生に設定し、福祉

に関する情報提供や啓発を目的として発行 

・内容としては、福祉の仕事内容の紹介と現場

で働く従事者のインタビューを掲載するとと

もに、読者と同じ中学生の福祉活動等を紹介 
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基本目標３ 地域福祉を支える組織づくり 

実施目標１ 市町社協を支援します 

重点推進事項 市町社協経営基盤の強化 

 市町社協の経営基盤強化を図るため、経理事務の適正化や人材育成プログラムの

作成等の総合的な支援を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施目標２ 社会福祉事業者等を支援します 

重点推進事項 地域特性に合わせた事業者への支援 

 住民が安心して利用できる福祉サービスを地域の特性に合わせて展開できるよ

う、社会福祉事業者の経営基盤の強化や、公益的な活動の取組等を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事  業  内  容 

１ 市町社協における事業評価のあり方等の活用促進 

 平成 25 年度の提案事項(事業評価、職員研修

及び人事考課のあり方)について、事務局長会議

等を通じて活用を奨励した。 

２ 市町社協役職員向け研修等の実施 

・市町社協中核リーダー研修プログラムの開発

及び実施 

・公認会計士による経営分析・助言 

・市町社協新会計基準移行研修の実施 

 事  業  内  容 

１ 民間社会福祉施設運営基金助成事業の実施 

詳細は、巻末資料 P83 を参照 

助成実績：123 件 29,099 千円 

２ 福祉施設経営指導事業の実施 

３ 経営に関する研修会・セミナー等の開催 

市町社協中核リーダー研修 

(平成 26 年 11 月 17 日) 
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実施目標３ 県社協の基盤強化を図ります 

重点推進事項 県社協財政基盤の強化 

  限られた財源を有効活用するため、公的財源と自主財源確保に努め、経費の使用

状況を可視化して全職員で支出削減に取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事  業  内  容 

１ 今後の県社協財政状況の試算と検証 

・過去３年の決算書を比較した経営分析と自主財源推移を基に職員研修を実施 

２ 支出削減への積極的取組の推進 

・固定経費の使用状況を可視化し、職員の節約意識を浸透した 

・取引業者見直しによるコストの削減 

県社協業務理解研修 

（平成 26 年 11 月 26 日、28 日） 
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事 業 実 績 
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基本目標１ 地域福祉を支える人づくり 

実施目標１ 住民の意識と主体的な行動力を高めます 

推進事項１ “暮らし・安心・支え合い”福祉のまちづくり県民運動の実施 

(福祉企画部地域福祉課) 

  県民福祉の日(10 月 20 日)を中心に、「他者へのやさしさと思いやりの心を育み、

“共生・支え合い”による地域社会の実現をめざす」県民運動を推進した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) “暮らし・安心・支え合い”福祉のまちづくり県民

運動の実施(主に 9.10 月) 

ア 社会的孤立の防止に関する啓発事業の実施 

 (9/24、シンポジウム「希望のつくり方～地域のつ

ながりから希望を考える～」開催、プラサヴェル

デ、約 200人) 

(ア) 基調講演 

テーマ 「希望のつくり方 〜地域のつながり

から希望を考える〜」 

講 師 東京大学社会科学研究所  

教授 玄田 有史 氏 

(イ) シンポジウム 

「動き出そう！静岡に生きるつながりを 

つくりだすために」 

 【コーディネーター】 

東京大学 社会科学研究所教授  

玄田 有史 氏 

【シンポジスト】 

「居場所 七美クラブ」代表 大友 勇 氏 

（県営七尾団地 町内会長） 

社会福祉法人菊川市社会福祉協議会 

    地域福祉係 主査 堀川 直樹 氏 

社会福祉法人白翁会 千寿の園 

施設長 奈良 修三 氏 

静岡学習支援ネットワーク 小牧 千恵美 氏 

 

イ 福祉のまちづくり絵画コンクールの開催 

県内小学校等の１年生～６年生の児童を対象に、「や

さしさでつながる福祉のまち」をテーマとした絵画

作品を募集。応募総数 697 作品から優秀作品 15 点、

入選作品 54点を選定 

ウ 福祉カレンダーの作成・配布 

上記コンクールの優秀作品15点を使用してカレンダ

ーを作成、配布  

 

 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

福祉の諸問題に対する社

会的関心の喚起、理解の促

進が図られた。 

住民の気づきや、地域活

動への参加機運の醸成が図

られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学 1年生から 6年生の

児童を主体に福祉意識の啓

発が図られた。 

行政や学校、市町社協等

と連携するなどし、応募総

数が昨年の約 10 倍となっ

た。 
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※カレンダーには福祉に関する日（県民福祉の日や

介護の日等）を書き入れ、その周知と福祉教育等

に活用 

 エ 県民福祉の日啓発事業 

①ポスターの作成・配布 

  （3,500 枚、県内の社会福祉法人、行政、小学校、コ

ンビニエンスストア等に配布） 

②のぼり旗の作成・設置・配布 

 （大 6本、小 50 本、市町社協に配布、県庁・シズウ

エルに設置） 

③県庁前立て看板の設置（9/19～10/20） 

④静岡駅地下道にパネルの設置（9/16～10/20） 

⑤シズウエルに横断幕の掲揚（9/29～10/31） 

オ イベントへの参画 

 （8/23 フェスタシズウエル） 

カ 「社会福祉しずおか 10 月号（特別号）」の作成・ 

配布 

キ マスコミを活用した広報・啓発活動の実施 

(2) 静岡県健康福祉大会の開催(10/24、静岡市民文化会館) 

(3) 各福祉週間等啓発事業 

ア 児童福祉週間（5月） 

（ア）鯉のぼり・横断幕の掲揚（5/1〜11） 

県内の児童養護施設の子どもたちによって作成され

た鯉のぼりを、本会館東側に掲揚 

 （イ）ポスターの配布・提出 

イ 老人週間 

地域包括ケアシンポジウム開催 

(9/9 浜松市地域情報センター、190 人) 

講演①「誰もが住み慣れた地域で暮らすこと」を

支援する  

 講師 （一社）地域ケア総合研究所長  

竹重 俊文氏 

講演②「住みなれたまちですこやかに暮らしつづ

けるあなたを応援する“暮らしの保健

室”」 

講師 (株）ケアーズ 白十字訪問看護ステー

ション暮らしの保健室長  

秋山 正子氏 

パネルディスカッション 

 【ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ】 

（一社）地域ケア総合研究所長 竹重 俊文氏 

 【助言者】 暮らしの保健室長 秋山 正子氏 
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「県民福祉の日」など福

祉に関する日の周知と福祉

教育の推進に寄与した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域包括ケアシンポジウム 

(平成 26 年 9 月 9 日) 

鯉のぼり・横断幕の掲揚 

フェスタシズウエル 

(県民福祉の日PRコーナーの設置） 
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 【ﾊﾟﾈﾘｽﾄ】 

加藤 忠相氏（小規模多機能型居宅介護事業所 

「おたがいさん」） 

稲葉 修 氏（木工房「いつでもゆめを」代表）  

        

ウ 児童虐待防止月間(11 月)  

第 6 回児童虐待防止静岡の集い(11/15)  

（ア）講演会「私が歩んできた道」～施設でくらす子

どもたちのこと、一緒に考えてみませんか～ 

講師：東北福祉大学特任教授 草間 吉夫 氏 

（イ）該当パレード （参加者約 350人） 

 

エ 障害者週間（12/3〜9） 

（ア）検討会の実施 6/2、9/30 

（イ）災害時要援護者支援シンポジウム（12/9、グラ

ンシップ、 12/9、約 200 人) 

講演 

「ドキュメンタリー映画『逃げ遅れる人々 東日本

大震災と障害者』をとおして」 

講師  特定非営利活動法人さぽーとセンターぴあ 

（福島県南相馬市）代表理事 青田 由幸 氏  

 

シンポジウム 

「障がい当事者の立場から災害時の障がい者支援

を考える 」 

【ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ】 江原 勝幸 氏 

（静岡県立大学短期大学部准教授） 

【助言者】青田 由幸 氏 

【事例提供者】 

 及川 清隆 氏 

（（福）岩手県視覚障害者福祉協会 会長） 

 小泉 正壽 氏 

（（一社）宮城県聴覚障害者協会 会長） 

鈴木 清美 氏  

（宮城大学南三陸復興ステーション統括リーダー） 

（ウ）ポスターの掲出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

災害時要援護者支援シンポジウム 

(平成 26 年 12 月 9 日) 

第 6回児童虐待防止静岡の集い 

街頭パレード 
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推進事項２ 市町社協等と協働して住民の主体形成を図ります 

１ ボランティア活動推進事業（福祉企画部地域福祉課） 

市町社協ボランティアセンターの支援強化及び、ＮＰＯ法人やボランティアグ

ループ等の活動を支援した。 

また、東海地震等の大規模災害発生時に適切な対応を図るため、災害ボランテ

ィア本部運営体制の見直しや運営者の資質向上に努めた。  

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) ボランティア活動推進事業 

 ア ボランティアセンターあり方検討会の開催 

  (ｱ) 第 10 回検討委員会（7/7） 

    「地域に拓かれた社協ボランティアセンターづく

りに向けた提案」について協議 

  (ｲ) 第 11 回検討委員会(3/3) 

    「地域に拓かれた社協ボランティアセンターづく

りに向けた提案」で提案した取組みを委員自ら実践

したことを報告 

 

 イ 市町社協担当者会議の実施(1 回) 

   第 1回開催（7/7）参加者…27市町社協 35 人 

   基調説明：「社協を取り巻く現況について」 

（福祉企画部地域福祉課） 

講演：「地域に拓かれた社協ボランティアセンターづ

くりに向けた提案について」 

講師：静岡福祉大学教授 清水将一氏 

実践報告：「地域に拓かれた社協ボランティアセンタ

ーづくりについて」 

報告者：社協ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰあり方検討委員会委員 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：静岡福祉大学教授 清水将一氏 

   

ウ ふれあい・いきいきサロン実践研修会 

 【中・西部】（9/3）参加者…62 人 

 【東部】（9/5）参加者…41人 

基調講演「ふれあい・いきいきサロンの意義～参加と

主体化をすすめる活動と運営をめざして

～」 

（静岡福祉大学教授 西尾敦史氏） 

サロン実践事例報告 

（報告者：うちの実家 浜ちゃん家 代表 橋ヶ谷 里美氏） 

（報告者：中野団地桜会 代表 石川 陽子氏） 

（報告者：中今沢ゆうゆうクラブ 六車 郁子氏） 

（報告者：寄り合い処やまざくら 佐野 節子氏） 

ワークショップ（静岡福祉大学教授 西尾敦史氏） 
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市町社協ボランティア 

センターの機能強化及び担

当職員の資質向上、県内ボ

ランティアコーディネータ

ーの資質向上、災害発生時

に向けた体制強化、ボラン

ティア活動の活性化につな

がった。 

地域課題の解決に向けた 

活動の活性化など、社会的 

排除のない地域づくり・人 

間関係づくりに寄与した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「災害時における自動車の提供に 

関する協定」調印式（12/５） 



18 

 

エ ボランティアコーディネーター養成研修の実施 

(基礎編、応用編、ボランティア団体向け(各 1回)) 

(ｱ) 基礎編開催（6/8）参加者…40 人 

事前講義：「ボランティアの理解」 

「市民社会とコーディネーション」 

 

「ボランティアコーディネーションの理解」 

検定試験：「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝ力 3 級検定」  

講師：NPO 法人日本ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾈｰﾀｰ協会理事 

唐木恵理子氏 

  (ｲ) 応用編Ⅰ(社協、受入施設職員向け)(2/16) 

    参加者…36名 

講義｢ボランティア組織の運営～その特徴と傾向～｣ 

分科会Ⅰ「ボランティアプログラムとは」等（社協職員向け） 

分科会Ⅱ「ボランティア受入の視点」等（施設職員向け） 

講師：NPO 法人日本ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾈｰﾀｰ協会理事 

理事・運営委員 疋田 恵子氏 

理事・運営委員 小野 智明氏 

  (ｳ) 応用編Ⅱ(ボランティア団体向け)(2/11) 

    参加者…15名 

講義｢ボランティア組織の運営～その特徴と傾向～｣ 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ｢これからの組織運営を考える 

～自分達らしい組織、活動のために～｣等 

講師：NPO 法人日本ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾈｰﾀｰ協会理事 

副代表理事 小原 宗一 

 オ 広報・啓発推進事業の実施（CM作成） 

   県内のボランティア活動の活性化を図るため、実施。 

   放送期間：３月７日(土)から 13 日(金)の 1 週間 

放 映 局：ＳＢＳ、静岡朝日テレビ 

放映本数：29 本（SBS18 本、静岡朝日テレビ 11 本） 

対  象：団塊世代（現役を終え、社会（地域）貢

献へ意欲的で、活動時間が有すると見込まれるため） 

 カ 災害支援活動あり方検討会の開催 

   第 21回検討会(６/11)、第 22 回検討会(12/11) 

   災害における社会福祉協議会アクションプランの策定 

キ 県災害ボランティア本部・情報センター設置訓練の

実施（8/27） 

  南海トラフ沖巨大地震発生の５日後を想定し、本部

の設置訓練及び市町災害ボランティア本部との情報

伝達訓練を実施 

  併せて、情報共有システム(県本部及び市町支援チー

ムとの情報共有のためのツール)を試行的に活用 
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 ク 社協災害ボランティア本部運営研修の開催 

(２/10、山口駅前ビル D 会議室 参加者：41 名) 

「台風 18 号被害に対するボランティア活動の展開」  

静岡市社会福祉協議会 主任 大澤 佑介 氏 

「災害における社会福祉協議会アクションプラン」  

 浜松市社会福祉協議会 係長 鈴木光昭 氏 

「東日本大震災後の社会福祉協議会の事業展開と生

活支援相談員の取組」 

①岩手県宮古市社会福祉協議会 

田老福祉センター 主査 有原 領一 氏 

 ②岩手県山田町社会福祉協議会  

  山田町社協復興支え愛センター 所長 阿部 寛之 氏  

 ケ 災害ボランティア本部体制整備 

   ①県本部及び市町支援チームと市町災害ボランティ

ア本部との情報共有システム(静岡県災害ボランテ

ィア本部システム)の開発 

    学識者との打合せ（５/20 ほか 計：10 回） 

    社協、関係団体による検討会の開催（７/４） 

    ウエブベースのシステムを開発し、災害時図上訓

練にてシステム検証(３/７、８) 

   ②ニッポンレンタカー東海㈱との災害時における自

動車の提供に関する協定の締結(12/５) 

 

(2) 静岡県社会福祉協議会ふれあい基金事業の実施 

 ア 県ボランティア協会への助成 

   ①リフトバス運行事業 

   ②ボランティア研究集会事業 

   ③市民活動推進事業 

   ④「ケアする人のケア」事業 

 

 イ 地域福祉・ボランティア活動等推進助成事業 

活動奨励、活動推進事業（先駆的含）、セルフヘルプ

活動支援事業、東日本大震災に係る避難者交流活動助

成事業、子育て支援実践交流会助成事業 

①募集開始：市町社協、NPO、マスコミ等への周知（平

成 26 年 6 月～） 

県内 67 団体から申込 

②奨励・助成先の審議 

ふれあい基金運営委員会（5/19）審議 

52 団体の奨励・助成先を決定 

活動奨励賞（14 団体）、活動推進助成（22 団体：先

駆的助成 1団体含）、セルフヘルプグループ活動支援

助成（3団体）、東日本大震災に係る避難者交流活動
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各団体の活動意欲の向上及

び活動充実に寄与した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあい基金助成事業贈呈式

(6/25) 

「災害時における自動車の提供に 

関する協定」調印式（12/５） 
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助成事業（5団体）、子育て支援実践交流会助成事業

（8団体） 

③贈呈式（6/25）  

奨励・助成団体等 47団体、出席 

④奨励・助成総額 12,677 千円 

 

(3) ＡＢＣしあわせ基金車両贈呈事業の実施 

申込のあった 104 団体について「ABC しあわせ基金運

営委員会」（4/9）で審議し、6 団体に決定、車両贈呈式

（7/15）を開催した。 

  寄贈団体 

  ①社会福祉法人 悠雲寮 

   寄贈車両：ダイハツタント 

  ②一般社団法人 富士障がい者支援ネットワーク 

   夢の杜 

寄贈車両：日産キャラバン 

  ③特定非営利活動法人 インクルージョン志太 

   寄贈車両：日産モコ 

  ④社会福祉法人 葵寮 

   寄贈車両：トヨタアイシス 

  ⑤特定非営利活動法人 

外出支援センターガイドネット 

寄贈車両：ダイハツタント 

  ⑥特定非営利活動法人スマイルベリー 

   寄贈車両：日産キャラバン 

 

 

 

 

 

 

継 続 

 

 

 

ＡＢＣしあわせ基金車両贈呈事業 

贈呈式(7/15) 
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２ 地域福祉教育推進事業（福祉企画部地域福祉課） 

平成 23年度に策定した「静岡県における地域福祉教育推進に係る基本指針」に

基づき、住民主体の地域福祉を進める上での基盤である福祉教育を推進し、子ど

もからお年寄りまで全ての住民を対象に福祉に対する啓発・活性化を図ることに

より、地域住民自らが主人公となった草の根的な「福祉のまちづくり」を進めた。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 地域福祉教育推進事業 

 静岡県地域福祉教育推進計画の推進 

 ア 静岡県地域福祉教育推進委員会の開催 

   第 1回（6/30）、第 2回（8/18）、第 3 回（11/6） 

第 4 回（12/19）、第 5回（2/2）開催 

   福祉教育副読本の活用プログラム集の作成に向け

た協議を実施 

 イ  静岡県地域福祉教育推進セミナー(2/24) 

  参加者…50 名 

県社協報告｢地域福祉教育をめぐる動向について｣ 

静岡県社会福祉協議会 福祉企画部 

シンポジウム「地域ぐるみの福祉教育を考える」 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 愛知教育大学教授 増田 樹郎氏              

ｼﾝﾎﾟｼﾞｽﾄ 社会福祉法人和松会常務理事 板倉 幸夫氏他        

福祉教育副読本活用プログラム活用例の紹介 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 愛知教育大学教授 増田 樹郎氏 

活用例紹介者静岡市社会福祉協議会地域福祉推進課  主

事 池谷 雄介氏        他 

 ウ 市町社協担当者会議の実施（7/28） 

参加者…２１市町社協３３人 

報告「福祉教育をめぐる動向」 

（福祉企画部地域福祉課） 

講演「今、求められている福祉教育の視点」 

（講師：愛知教育大学教授 増田樹郎氏） 

模擬講義「福祉教育副読本の活用方法」 

（講師：袋井市社協地域福祉係 

主査 三品陽子氏） 

エ 福祉教育当事者講師研修会 

  【東部】（8/21）参加者…15 人 

【中・西部】（8/25）参加者…36 人 

報告｢福祉教育をめぐる動向｣ 

（福祉企画部地域福祉課） 

基調講演｢今、求められる福祉教育の視点｣ 

（講師：愛知教育大学教授 増田樹郎氏） 

実践報告｢福祉教育に係る講義にあたっての留

意・工夫している点｣ 
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住民の地域福祉への関心

及び地域活動への参加機運

の醸成、住民の地域活動へ

の参加拡大に寄与した。 

また、静岡県地域福祉教

育推進委員会において、福

祉教育を促進するため、ツ

ールである福祉教育副読本

の活用プログラム集を発刊

した。 
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（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：愛知教育大学教授 増田樹郎 氏） 

（報告者：富士宮市視覚障害者福祉会 

会長 若林毅氏） 

（報告者：元静岡県立沼津視覚特別支援学校 

教諭  芦川昌代氏） 

（報告者：NPO 法人障害者生活支援センターおのころ島 

理事長 井出一史氏） 

オ 静岡県地域福祉教育推進セミナー(2/24) 

  参加者…50 名 

県社協報告｢地域福祉教育をめぐる動向について｣ 

静岡県社会福祉協議会 福祉企画部 

シンポジウム「地域ぐるみの福祉教育を考える」 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 愛知教育大学教授 増田 樹郎氏              

ｼﾝﾎﾟｼﾞｽﾄ 社会福祉法人和松会常務理事 板倉 幸夫氏        

富士市立大淵第一小学校 井出 恵理子氏 

清水区袖師地区社協企画委員長 坪井 教子氏 

福祉教育副読本活用プログラム活用例の紹介 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 愛知教育大学教授 増田 樹郎氏 

活用例紹介者  静岡市社会福祉協議会地域福祉推進課 

主事 池谷 雄介氏 

富士市社会福祉協議会地域支援係 

上席主事 渡邊 義高氏 

菊川市社会福祉協議会地域福祉係 

主査 堀川 直樹氏 

           湖山リハビリテーション病院 

事務部 西村 治郎氏 

 

 

 

 

 

 

 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 教員免許取得のための介護等体験事業（福祉企画部経営支援課） 

小学校及び中学校教諭の普通免許証取得希望者に義務付けられている社会福

祉施設での介護等体験において、円滑に実習ができるように大学、施設との受

入調整業務を行った。 

 

事業の実績 区 分 効果・評価 

(1) 「社会福祉施設での介護等体験」の実施 

ア 体験申込者数 1,138 人（50 大学） 

    申込取消   1 人 

        決定者数 1,137 人（内、辞退 38 人） 

イ 介護等体験事前指導の実施 

静岡大学人文社会科学部・理学部 8/7（36 人） 

東海大学海洋学部 12/13 (20 人) 

継 続 学生の高齢者や障がい児

者に対する介護等の体験を

とおして、思いやりのある

職業人の育成に寄与すると

ともに、施設側にとっては、

学生の受入を通して、サー

ビスの向上につながった。 
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  教員免許取得希望学生の介護等体験 
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実施目標２ 地域福祉活動の核となる人材を育成します 

推進事項１ 小地域福祉活動リーダーの育成を支援します 

 (福祉企画部地域福祉課) 

小地域福祉活動の推進・まとめ役、実際に活動を担う人(自治会役員や地域活動

者等）を養成する指導者を育成した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1)「小地域リーダー養成モデル地区指定」 

  【みんなで支える地域福祉促進事業】 

  日時：平成 26年 12 月 13日（土）、20 日（土） 

2 日間 

  場所：焼津市東益津公民館 

  参加者：23 名（東益津地区の住民） 

  内容：居場所づくりに向けた地域リーダー養成

講座（講義、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ等） 

      講師 焼津市社会福祉協議会職員 

(2)「小地域福祉活動リーダー養成講座」 

  日時：平成 27年 3 月 20日（金） 

  場所：御殿場市民交流センター「ふじざくら」 

  参加者：サロン活動代表者、行政職員等 54 人 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

市町社協が主体となって

住民養成を行う力の育成と、

住民の地域活動の活性化、継

続化に寄与した。 

 

 

推進事項２ 地域福祉コーディネーター、社協職員を育成します  

（生活支援部権利擁護課・福祉企画部地域福祉課） 

複合的な課題を抱える人や家族に対して総合的な支援を行う地域福祉コーディ

ネーターや、地域住民が主体となる活動を促し継続的な支援や調整を行う人材を育

成した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 地域福祉コーディネーター（コミュニティソー

シャルワーク実践者）養成講座の実施 

ア コミュニティソーシャルワーカー養成講座 

   30 人養成 

step1 (8/25,26)  

講師：日本地域福祉研究所理事（日本社会事業

大学講師）菱沼幹男氏 

   内容 

①講義Ⅰ「新たな社会福祉システムとコミュニ

ティソーシャルワークの機能」  

②講義Ⅱ「コミュニティソーシャルワークのプ

ロセスと技法」 

③ワークショップⅠ「コミュニティソーシャル

ワーク視点による個別課題アセスメント」 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の生活課題を解決する

ための、住民主体の地域福祉

活動の活性化住民と様々な関

係者とのネットワークの構築 

、地域福祉推進の中核的役割

を果たすための社協の職員基

礎スキル向上に寄与した。 

地域の多様な生活課題を受

け止めるための社協の総合相

談機能の強化につながった。 
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④ワークショップⅡ「コミュニティソーシャル

ワーク視点による地域アセスメント」 

⑤ワークショップⅢ、Ⅳ「コミュニティソーシ

ャルワークの実践プランニング」 

step2（2/13,14） 

①コンサルテーション「グループコンサル～事

例を基に～」 

  ②事例報告（ＣＳＷ養成研修修了者からの活動

事例の報告） 

③ネットワーク会議のロールプレイ 

 

 イ コミュニティソーシャルワーカー養成研修受

講者連絡会 参加 28名 

  ①基調説明 

  「掛川地域健康医療支援センター“ふくしあ”

の取り組みと多職種連携」 

  ②ケース検討会議 

  “ふくしあ”コミュニティソーシャルワーカー

が対応している事例をもとに検討会議を実施 

  ③講義・振り返り 

  コミュニティソーシャルワーク展開におけるケ

ース検討会議の進め方 

  講師：菱沼幹男氏（日本社会事業大学 准教授） 

 

(2) 社会福祉協議会職員（コミュニティワーカー）

の資質向上のための講座の実施 

【みんなで支える地域福祉促進事業】 

 

ア 「地域福祉（活動）計画編」 

市町地域福祉(活動)計画策定研修会の開催 

  ８/５ 産学交流センター 参加者 39 名 

  講義「地域福祉(活動)計画策定における地域

アセスメントについて」 

    講師 駒澤大学 准教授 川上 富雄 氏 

事例報告 

   磐田市社会福祉協議会  

   静岡市社会福祉協議会  

牧之原市健康福祉部社会福祉課 

 

イ 市町社会福祉協議会中核リーダー研修の開催 

  参加者 23 名 

  第１回 11/17 

講義「チームリーダーの責務と役割」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新 規 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域社会に共通する生活ニー

ズや生活課題に基づき、地域

の人が主体となって解決に取

り組む力を発揮できるように

側面的に援助する能力等、社

協職員としての資質向上に寄

与した。 

コミュニティソーシャルワーカー養成研修

受講者連絡会 
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講師 合同会社 泉惠造研修企画工房 

 代表社員 泉 惠造 氏 

  第２回 1/20 

   講義「育成は Human Resource（人材）から      

Human Capital（人財）へ」 

   講師 合同会社 泉惠造研修企画工房 

      代表社員 泉 惠造 氏 

  第３回 3/3 

   講義「チームアプローチと多職種連携・ 

協働」 

    講師 駒澤大学文学部社会学科  

准教授 川上 富雄 氏 
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推進事項３ 民生委員・児童委員が活動しやすい環境づくりとリーダー層の研修を

実施します 

１ 民生委員活動支援事業（福祉企画部地域福祉課） 

民生委員・児童委員活動と社協活動の連携強化を図るため、活動の基盤である

法定地区民児協の活動を支援するとともに、民生委員・児童委員が住民の身近な

相談・支援者としての役割を担うための研修を開催した。 

 

    

 

 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 民生委員・児童委員のための相談技法に関する研

修会の開催 

演習・講義『傾聴技法』 

 講師：駒澤大学文学部社会学科社会福祉学 

准教授 川上 富雄 氏 

8/6 参加者 72 人（東部地区） 

8/7 参加者 35 人（中部地区） 

9/2 参加者 36 人（西部地区） 

 

(2) 法定地区民児協会長研修会の開催 

9/17～18 参加者152人 

（ホテルニューアカオ（熱海市）） 

① 行政説明 

「介護保険法の改正及び地域包括ケアシステムの

動向について」 

講師 県健康福祉部長寿政策課介護予防班長 

② 講演「生きていく。いのちの輝きを支えて」 

講師 山梨のちいさな緩和ケア診療所 

ふじ内科クリニック 

        院長 内藤 いずみ 氏 

③ 講演「講談で学ぶ成年後見制度」 

講師 講談師 神田 織音 氏 

 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談援助にあたる際の基

本的な知識・技術の習得、

向上につながった。 

 

 

 

 

 

 

今、求められる民生委

員・児童委員の役割等を確

認、共有し、委員活動の活

性化に寄与した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民生委員・児童委員のための相談技法に関する研修会 

（平成 26 年 8 月 6 日、7 日、9 月 2 日開催） 

平成 26 年度法定地区民児協会長研修会 

（平成 26 年 9 月 17 日～18 日開催） 
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(3) 主任児童委員研修会の開催(11/11 参加者 81 人) 

講義 セッション１： 

「わがまちの子育て支援のこれまで・これから」 

セッション２ ：「協働のメカニズム」 

セッション３ ：「地域と協働してわがまちならで

はの子育て支援活動をすすめるための主任児童

委員心得づくり」 

講師 ライフデザイン研究所ＦＬＡＰ 

 岩木 啓子 氏 

 

(4) 災害時要援護者シンポジウムの開催(12/9 参加者 43 人) 

講演・映画の一部上映 

「ドキュメンタリー映画『逃げ遅れる人々 

 東日本大震災と障害者』をとおして」 

講師 特定非営利活動法人さぽーとセンターぴあ

（福島県南相馬市） 

     代表理事 青田 由幸 氏 

  

シンポジウム 

「障がい当事者の立場から災害時の障がい者 

支援を考える」 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：江原 勝幸 氏 

（静岡県立大学短期大学部社会福祉学科） 

助言者： 特定非営利活動法人さぽーとセンター 

ぴあ  代表理事 青田 由幸 氏 

ｼﾝﾎﾟｼﾞｽﾄ：社会福祉法人岩手県視覚障害者福祉 

協会 会長  及川 清隆 氏 

        一般社団法人宮城県聴覚障害者協会 

 会長 小泉 正壽 氏 

        宮城大学南三陸復興ステーション統括 

リーダー 鈴木 清美 氏 

 

(5) 全国民生委員・児童委員大会等参加費助成事業の実

施 

ア 全国主任児童委員研修会（浜松市） 

8/27～28 6人 

イ 民生委員・児童委員のための相談技法研修会 

（横浜市）8/25～26 2 人 

ウ 民生委員・児童委員リーダー研修会（東京都） 

12/13～14 3 人 

 

 

 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国各地域の先駆的な活

動を学ぶことにより、民生

委員・児童委員の資質向上

と士気の高揚につながっ

た。 
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(6) 市町法定地区民生委員児童委員協議会への講師派

遣 

①焼津市和田地区民生委員児童委員協議会(6/12) 

②掛川市第一地区民生委員児童委員協議会(6/13) 

③御殿場市富士岡地区民生委員児童委員協議会(6/23) 

④吉田町民生委員児童委員協議会(7/10) 

⑤川根本町民生委員児童委員協議会(9/12) 

⑥静岡市民生委員児童委員協議会(9/18) 

⑦焼津市民生委員児童委員協議会（1/20） 

  ⑧清水町民生委員児童委員協議会（2/6） 

 

(7) 県民生委員児童委員協議会の事務受託 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〃 

社会福祉協議会との連携

の重要性について、再確認

の場につながった。 
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実施目標３ 福祉サービスの担い手を確保、育成します 

推進事項１ 福祉・介護現場の魅力ややりがいを発信し、より多くの就労につなげ

ます 

１ 福祉サービスの担い手の確保の推進（福祉人材部人材課） 

今後、益々拡大していくことが予想される福祉・介護ニーズに対応していくた

めには、必要な福祉・介護サービスを提供する人材の安定的確保が重要であるこ

とから、福祉・介護人材の求人・求職のマッチングが円滑に行えるように、事業

所、求職者を支援した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の計画及び概要 区 分 効果・評価 

(1) 無料職業紹介所の運営（本所・東部支所） 

年度 求人登録数 求職登録数 就職者数 

24 年度 6,199 件  2,444 件 739 人 

25 年度 7,604 件  2,911 件 632 人 

26 年度 9,392 件  3,251 件 643 人 

 

 

(2) 社会福祉人材センター運営委員会の開催 

平成26年６月４日(水) 

 ①平成25年度事業報告 ②平成26年度事業計画   

③県社会福祉協議会第四次活動推進計画について 

 

 

(3) 広報・啓発推進事業の実施 

ア 広報 

  テレビＣＭ作成 民放４局 計 238本 

イ リーフレットの発行 6,000 部 

 ウ 社会福祉アクセスガイドの発行 3,000 部 

  エ 人材センター利用の手引きの発行 2,500 部 

オ 求人の手引きの発行 1,000 部 

 カ 福祉人材センター年報の発行 150 部 

キ イメージアップ漫画「シアワセノレンサ」6,000部 

継 続 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

より良い福祉人材の確

保と定着を図るため、相

談員によるきめ細かい求

人・求職相談を行った。

静岡県全体の就職者数は

990 人に上った。 

 

福祉人材センターの円

滑かつ効果的な運営のた

め関係機関との連携や情

報の共有化を図ることが

できた。 

 

広く県民に福祉人材確

保に関する広報・啓発を

行い、福祉・介護の仕事

に対するイメージアップ

や福祉人材センターの周

知につなげた。 

 

 

 

福祉のお仕事魅力発見セミナーの様子 

（平成 26年 5月 21 日 磐田市立豊田中学校） 
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ク ホームページの公開サ－ビスの実施（随時） 

ケ 福祉の進路指導セミナーの実施 

静岡県ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｱｰﾂｾﾝﾀｰｸﾞﾗﾝｼｯﾌﾟ 10F(6/5 35 人) 

① 福祉の進路指導セミナー  

講師：社会福祉法人さくま理事長 武居 敏 氏 

② セミナー参加者と求人事業者との情報交換会 

コ 求人情報誌の発行（毎月） 

 

(4) 求人・求職者開拓事業 

 ア 福祉のミニ就職相談会の開催 

場所 
開催回数 

(回) 

参加法人 

(法人) 

求職者数 

(人) 

延相談数 

(件) 

採用人数 

(人) 

中部 12 128 280 425 23 

東部 11 200 414 694 60 

計 23 328 694 1,119 83 

 イ 地域密着型福祉就職相談会の開催 

  ①清水会場 清水テルサ(11/14 14 人) 

②藤枝会場 藤枝市文化センター(11/27 17 人) 

  ③掛川会場 掛川市生涯学習センター(12/8 ７人) 

 ウ 伊豆半島就活キャラバンの開催 

   伊豆地域で近隣事業者の就職相談会を開催 

  ①下田会場 道の駅開国下田みなと(9/17 ３人) 

②伊東会場 伊東市観光会館(9/18 ４人) 

  ③伊豆の国会場 長岡総合会館(9/18 ６人) 

 エ 要支援者等求職開拓連携訪問の実施 

  社会的課題を抱えた方の支援団体を訪問し、今後の

事業展開等について協議した。 

 

 

(5) 福祉の就職支援セミナーの開催 

12 月 19 日（金） 静岡県総合社会福祉会館シズウエル 

参加者 91 人 

第 1部「福祉の就職活動の心得」 

応募書類作成のポイント・面接の心構え 

 講師：コーチングアカデミー静岡校校長 酒井美保氏 

第 2部「福祉現場からのメッセージ」 

 福祉職に就いたきっかけや、福祉現場で求められる人

材についての事業所職員からのメッセージ 

第 3部「福祉のミニ就職相談会」 

 ＊事業所との個別相談会 

 ＊酒井美保氏による相談コーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継 続 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

新 規 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小規模かつ地域に根差

した相談会の開催により

マッチングの向上を図

り、93 人の採用につなげ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会的課題を抱えた方

の就職支援に向け、関係

団体との協力体制づくり

の端緒ができた。 

 

就職支援セミナーとミ

ニ就職相談会との連携に

より、参加者 91 人のう

ち、23 人が福祉職に就職

できた。 
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(6) 福祉のしごと就職フェアの開催 

 ア 福祉のしごと就職フェアinしずおか（春）の開催 

①西部 サーラシティ浜松（5/17 52人） 

②東部 キラメッセぬまづ（5/24 79人） 

③中部 グランシップ（6/1 93人） 

イ 福祉のしごと就職フェア～秋の収穫祭～の開催 

①東部 プラサヴェルデ（10/10 48 人 ） 

②中部 静岡音楽館ＡＯＩ（10/16 69 人）  

③西部 サーラシティ浜松（10/31 31 人） 

ウ 福祉のしごと就職フェア～自慢のしごと・自慢の職場～ 

①中部 グランシップ（1/18  62 人） 

②東部 プラサヴェルデ（1/31 63 人） 

③西部 サーラシティ浜松（2/7 27 人） 

 

(7) 福祉・介護人材確保実践セミナーの開催 

静岡音楽館ＡＯＩ(11/21 64 人) 

講義１「２時間のしあわせを」 

   ～思いをひとつに。ﾁｰﾑﾜﾝ･ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞの挑戦～ 

   講師：株式会社ワン・ダイニング 

      代表取締役社長 髙橋 淳 氏 

講義２「求職者に選ばれる事業所になるために」 

   講師：株式会社リクルートキャリア 

門野 友彦 氏 

 

(8) 福祉のお仕事魅力発見セミナーの開催 

（4月～3月 県内中学・高等学校） 

中学生・高校生を対象に学校を訪問し、福祉の 

仕事についての興味・関心、理解を深める出前 

講座を実施 

 〈実績〉 

 

 

 

校種別 種別 
申込数 実施数 

校数 回数 校数 回数 

中学校 

公立 32 80 32 79 

私立 3 8 3 8 

計 35 88 35 87 

高等 

学校 

公立 20 29 20 29 

私立 10 19 10 19 

計 30 48 30 48 

合  計 65 136 65 135 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉職への雇用に結び

付ける場として就職相談

会を開催し、100 人の採

用につながった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員を大切にする姿勢

や経営者の思いを伝える

ことの必要性を訴えるセ

ミナーを実施し、職場環

境の向上や経営者の意識

改革に寄与した。 

 

 

 

 

セミナー受講後のアン

ケート結果では、「福祉や

福祉職への興味・関心が

高まった」が中学 88％・

高校 85％と将来を担う

世代の福祉・介護への理

解促進に寄与できた。 
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(9) 福祉のしごと学び体験ツアー 

（７月～８月 県内３地区） 

中学生・高校生等を対象に福祉施設での見学や利

用者との交流を図るバスツアーを実施 

＜実績＞ 

地区 日程 法人名 参加人数 

東部 7/29(火) (福)誠信会 32 人 

中部 7/31(木) (福)静岡和洋福祉会 31 人 

西部 8/ 6(水) (福)明和会 21 人 

計 84 人 

 

(10) 保護者向け啓発資料の作成、配付 

  中学生・高校生の保護者に福祉の仕事に対する正し

い情報を提供し、イメージアップを図った 

 ア 保護者向け啓発資料作成検討委員会の開催 

 イ 資料作成 10,000 部 

ウ 配布方法「福祉のお仕事魅力発見セミナー」を受

講する中学生・高校生を通じて配布 

 

(11) 福祉人材マッチング機能強化事業の実施 

ア キャリア支援専門員の設置 ３人 

（平成 26 年４月１日～平成 27 年３月 31 日） 

①ハローワークへの出張相談 72 回、施設・事業所訪

問 54 か所、求職者・求人者への個別支援等を実施 

  ②大学等への福祉の仕事ガイダンスの実施 

   大学５回(４校) 短大１回 専門学校２回 

   高校３回(学生２回、教職員１回) 

  ③介護職員養成機関での就職ガイダンスの実施 

   介護職員初任者研修実施機関 １回 

   介護職員実務者研修実施機関 ２回 

   その他(就職相談会等でのガイダンス) ７回 

  ④他組織主催の就職フェア等への協力 12回 

イ 専門アドバイザーの設置 

(公認会計士、社会保険労務士に委嘱) 

① 人事管理や労務管理及び経理事務等に関する専

門的な相談会の実施 

相談件数              (単位：件) 

 

区 分 東部 中部 西部 計 

公認会計士 事業所 ― 146 ― 146 

社会保険 

労務士(3名) 

事業所 11 24 ４ 39 

従事者 ６ ７ ７ 20 

計 17 177 11 205 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉の仕事への理解が

深まり、福祉・介護分野

への進路選択の可能性が

高まった。 

 

教員及び保護者が参加

することにより、進路・

就職指導の参考になっ

た。 

 

 

福祉・介護の仕事に対

する保護者のイメージア

ップにつながった。 

 

 

 

 

 

キャリア支援専門員に

よる各種事業により、計

202 人の採用につながっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人事・労務、経理事務

の正しい理解と職場環境

改善に寄与した。 
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② 社会保険労務士による雇用・労務に関する講習

会の開催（県内３地区開催） 

a 東部 沼津労政会館(11/17 19 人) 

 b 中部 静岡県総合社会福祉会館(12/9 21 人) 

 c 西部 浜松市福祉交流センター(12/1 22 人) 

 

 (12) 福祉の職場体験事業の実施 

開催時期・場所 ４月～３月上旬 県内の福祉施設 

内  容 高校生以上を対象にした福祉施設での職

場体験 （1人 10 日間まで） 

 〈実績〉 

地  区 東部 中部 西部 合計 

延受入施設（箇所） 181 139 46 366  

体験実人数（人） 143 99 33 275  

延体験日数（日） 528 385 124 1,037  

福祉職就職者（人） 26 24 10 60  

 

(13) 保育士・保育所支援センターの開設と運営 

 ア 就職支援コーディネーターの配置 

① 事業所の保育士募集、求人に関する相談対応 

② 潜在保育士の就労に関する相談対応 

③ 求職者のニーズに合った就職先の紹介、斡旋 

④ 保育士資格の取得等に関する相談対応 

新規求人登録数 新規求職登録数 就職者数 

302 件 800 件 50 人 

 イ 就職説明会の開催（県内３地区） 

地区 開催日 開催場所 参加者 

西部 5/25（日） ｱｸﾄｼﾃｨ浜松 353 人 

東部 11/3（月・祝） 富士市交流ｾﾝﾀｰ 30 人 

中部 11/30（日） ﾂｲﾝﾒｯｾ静岡 94 人 

計 477 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新 規 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉・介護職(場)への

理解促進と人材の誘導に

寄与した。 

参加者のうち、60 人が

福祉職に就職した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

潜在保育士の掘り起し

及び求人・求職者への個

別支援による保育人材の

確保に寄与し、就職説明

会の開催により、7 人の

採用につながった。 
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(14) 静岡県福祉職合同入職式の開催 

ア 合同入職式  

地区 開催日 会   場 参加者(法人数) 

東部 3/6(金) 
沼津リバーサイ

ドホテル 
３１人(11) 

中部 3/12(木) 
グランディエー

ルブケトーカイ 
６０人(19) 

西部 3/11(水) 
ホテルクラウン

パレス浜松 
３８人(10) 

計 １２９人(40) 

  対象：県内福祉施設に平成27年４月採用の新規入職者 

  内容：式典 

     記念講演「“想い”と“仲間”これがあればどんな

ことでも実現できる！」 

      講師 「奇跡の連鎖」代表 紺野 大輝 氏 

     グループ交流会 

 

 

 

イ フォローアップセミナー  

 合同入職式参加者を対象としたセミナーと交流会の開催 

  開催日：12月３日(水)  会場：静岡音楽館AOI 

  参加者：60人 

  内容：グループワーク１「コミュニケーション力に磨き

をかけよう!！」 

     グループワーク２「私たちの職場環境を考える」

～楽しく夢のある職場をめざして～ 

     講師 社会福祉法人桂 カリタス21 

         主任介護支援専門員 飯塚 哲男 氏 

 

(15) 介護福祉士修学資金貸付事業 

介護福祉士養成施設に在学する者及び実務者研修受講

者への修学資金の貸付 

貸付者 111人（内、実務者研修受講者21人） 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

新入職員が福祉職場で

働くことの意義ややりが

い、誇りを自覚し、モチ

ベーションを高めた。ま

た、参加者同士の仲間作

りに寄与した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉職合同入職式の様子 

(平成 27 年３月 12 日グランディエールブケトーカイ) 
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２ インターンシップ制度の実施(福祉企画部地域福祉課) 

   学生が自己適性や自己発見を考えるうえでの機会を提供するため、インターン

シップの受け入れを行った。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) インターンシップの実施（8/18～8/28） 

３名（常葉大学 2名、静岡大学 1名）の受入 

（各課の事業説明、各研修会等に参加）を実施 

  

継 続 

 

学生に成長の機会を提供する

とともに、県社協及び福祉業

界のＰＲを図ることができ

た。 

 

 

推進事項２ 人材の育成と職場への定着のため、働きやすい職場環境をつくります 

１ 各種研修の実施（福祉人材部研修課・福祉企画経営支援課） 

  高い志を抱いて福祉・介護職場に就職しても、職場内の人材育成システムが

不十分なことや、将来を展望できないことで離職する事例も発生している。 

  そこで、階層別・テーマ別の研修会の開催により社会福祉施設・事業所の職

場外研修を支援するとともに、人材育成の基本である職場内研修を支援した。 

 

事 業 の 実 績  区 分 効果・評価 

(1) 福祉・介護職員を対象とした研修会の開催 

ア 研修計画に基づき 63 本の研修の実施 

 

 

 

 

イ「潜在保育士職場復帰支援研修」の実施 

（県・静岡市委託事業） 

就業支援研修(1/15,1/19,1/20,1/21,1/29) 29 人 

保育所実務研修 各３日間           9 人 

 

 

(2) 施設・事業所が行う職場内研修の支援 

ア 講師選定などに関する相談に対して、研修ニーズ

に応じた講師を紹介した。 

イ 職場内研修の実施に当たり参考となる情報（参考

図書）を、当会ホームページで紹介した。 

 ウ 電子メールのメーリングリストを利用する「職場

内研修・交流サロン」を９月に開設した。 

 

(3) 研修受講申込みのＷＥＢ化 

従来の郵便による申込みに加えて、本会ホームペー

ジ上からも申込みができる「ＷＥＢ申込みサービス」

を本会会員向けに導入した（一部研修を除く。）。 

継 続 

 

 

 

 

 

新 規 

 

 

 

 

 

 

継 続 

 

〃 

 

新 規 

 

 

継 続 

 

 

 

福祉・介護職員に必要と

される組織力・専門技術

力・人間力の習得を通じて、

サービスの質の向上や職員

の職場定着に寄与した。 

 

保育士の資格を有しなが

ら保育所等で就業していな

い者に必要な支援を行うこ

とで、保育所への復職の促

進に寄与した。 

 

 

職場内研修のニーズに応

じた講師の紹介や施設・事

業所間における職場内研修

の情報交換・情報共有の場

を提供することで、職場内

研修の充実に寄与した。 

 

会員施設・事業所の事務

の効率化や経費の削減に寄

与した。 
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(4) 県ホームヘルパー連絡協議会の事務受託 

 会員への研修会の実施 

 総会全体研修会 ６/19 

 一般・サービス提供責任者研修会 

  第１回 7/23・28 

  第２回 8/11・20・28 

  第３回 9/5・29  

  第４回 10/9・11/18・12/13 

 管理者等研修会 11/11 

 地区別交流会 2/17・3/6 

  代表者会議  3/16  参加者 計４４０人 

 

 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームヘルパー業務に必

要な知識の習得及び個人の

技術・資質の向上を図ると

ともに、ヘルパー同士の交

流につながった。 

 

 

 

 

２ 社会福祉事業等における福利厚生の推進（福祉企画部経営支援課） 

福祉従事者の福利厚生の充実を図り、社会福祉の現場を「魅力ある」職場とし

ていくために、「独立行政法人福祉医療機構」及び「一般財団法人社会福祉事業

共済会」の退職共済事業、「福利厚生センター」の福利厚生事業の事務を受託し

た。 

 

事 業 の 実 績  区 分 効果・評価 

(1) (独)福祉医療機構の退職共済事務受託 

(2) (一財)県社会福祉事業共済会の退職共済事務受

託 

(3) (福)福利厚生センター静岡県事務局の福利厚生

事業 

ア 業務推進委員会の開催（10/31、3/11） 

イ 会員交流事業の実施（50事業） 

ウ 地域開発メニュー充実事業の実施（3事業） 

継 続 

〃 

 

〃 

・施設職員の職務に対す 

る意欲向上及び施設職員の

定着率の向上につながっ

た。 

・福祉厚生事業の会員数が横

ばいであり、更なる普及啓

発を行っていく。 

  

会員交流事業「ディズニー・ファン・パーク・パーティー」 

（平成 27 年１月 18日） 
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基本目標２ 地域福祉を支える仕組みづくり 

実施目標１ 幅広い協働による地域福祉活動を促進します 

推進事項１ 小地域福祉活動の推進や基盤整備を市町社協と協働して取り組みます 

１ 生活困窮・社会的孤立防止に向けた取組（生活支援部権利擁護課） 

静岡県生活困窮者自立促進支援モデル事業の受託を始め、県内社協等の取組を

支援に資する事業を展開した。 

 

事 業 の 実 績  区 分 効果・評価 

(1) 生活困窮者支援のための冊子作成事業 

  6 団体 9人による編集委員会を設置 

  ①第 1回編集委員会（6/17） 

  ②第２回編集委員会（12/２） 

  冊子１万部作成し関係機関に配布した。 

  冊子内容を本会ホームページにて掲載した。 

 

(2)生活困窮者自立支援法に関する事業受託社協連

絡会の開催 

  ①第 1回（7/30）18 市社協 24 人参加 

   ＜実践報告＞ 

   静岡市社会福祉協議会 

   御殿場市社会福祉協議会 

   掛川市社会福祉協議会 

  ＜協議＞ 

   各社協の対応状況について 

  ②第 2回（1/23）18 市社協 26 人参加 

  ＜関連制度説明＞ 

  静岡労働局 職業安定部 地方訓練受講者支援室 

  静岡県社会福祉人材センター 

  ＜基調報告＞ 

  ふじのくに生活困窮者自立支援コンソーシアム 

  富士宮市のモデル事業実践 

  ＜協議＞ 

  制度受託にあたっての疑問点等 

 

(3) 静岡県生活困窮者自立促進支援モデル事業の 

受託 

 12 町社協、NPO 法人青少年就労支援ネットワー

ク静岡、県社協の 14団体で「ふじのくに生活困

窮者自立支援コンソーシアム」を結成し、モデ

ル事業を受託（10/14～3/31）相談事業開始 12/1 

・延べ相談件数    256 件 

・利用申込件数    32 件 

新 規 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

「生活困窮・社会的孤立防

止」への対応を、身近な地域

で実践できる地域基盤づくり

に寄与した。 
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・プラン策定件数   17 件 

・プラン決定/確認数 11 件 

 

(4) 生活困窮者支援における伴走型支援シンポジウ

ムの開催（11/29） 

   行政、社協、包括、NPO 等 141人参加 

  〇基調講演：「27 年度施行の生活困窮者自立支

援法が目指すもの」 

  【講師】厚生労働省社会・援護局地域福祉課 

     生活困窮者自立支援室長 熊木 正人 氏 

〇基調報告：「富士宮市の取り組み～25 年度か

らのモデル事業展開～」 

  【講師】富士宮市福祉総合相談課 

参事  土屋 幸己 氏 

〇シンポジウム:「生活困窮者支援における伴走

型支援をどのように展開するか」 

 

   【コーディネーター】 

 静岡県立大学 国際関係学部 

 教授 津富 宏 氏 

   【実践報告者】 

    NPO 法人 抱樸（旧 北九州ホームレス支援機構） 

理事長 奥田 知志 氏 

   【現場報告】 

① NPO 法人 ＰＯＰＯＬＯ 事務局長 

 鈴木 和樹 氏 

② 社会福祉法人長泉町社会福祉協議会 

副主幹 石川  康治 氏 

③ NPO 法人青少年就労支援ネットワーク静岡 

東部支部 米山 世紀  氏 

 

(5) 社協職員向けファイナンシャル・プランニング

研修会の開催 

  社協職員の家計相談支援力を高めるために、フ

ァイナンシャル・プランニング手法を学び、「Ｆ

Ｐ３級技能士」の取得を目的とした研修会を開

催した。 

  東部 受講者 22人：三島市民文化会館 

4 日間（6/6、6/20、7/4、7/18） 

  西部 受講者 21人：菊川市総合保健福祉センター 

4 日間（6/11、6/25、7/9、7/23） 

 

 

 

 

 

新 規 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 
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(6) 生活困窮者自立促進支援モデル事業に係る自立

相談支援業務従事者研修の開催 

  市町社協職員が自立相談支援業務に従事するた

めの相談援助技術の向上を目的とした研修を実

施した。 

  11/7 沼津市立図書館会議室 

  県内市町社協職員 54 名、青少年就労支援ネット

ワーク静岡２名 

  ○基調報告「ふじのくに生活支援コンソーシア

ムの基本的な方向性」 

  【報告者】静岡県社会福祉協議会 

  ○講義「生活困窮者支援に対する基本理解」 

  【講師】静岡県立大学 国際関係学部 教授  

津富 宏 氏 

  ○講義・演習「相談事業の基本的な実務」 

  【講師】富士宮市福祉総合相談課 参事 土屋

幸己 氏 

  ○実践報告「就労支援の実施方法について」 

  【講師】NPO 法人青少年就労支援ネットワーク

静岡 東部支部 米山世紀 氏 

 

新 規 

 

  



41 

 

２ みんなで支える地域福祉促進事業（福祉企画部地域福祉課） 

市町社協から提案のあった事業を支援するとともに、小地域福祉活動を推進す

る担い手づくりの研修を実施した。 

 

事 業 の 実 績  区 分 効果・評価 

(1) 地域福祉の担い手づくり(県社協実施事業) 

 ア 小地域住民リーダー等養成研修事業【再褐】 

 イ 社協職員養成研修事業【再褐】 

 ウ 地域福祉コーディネーター養成研修事業【再褐】 

 

(2) 市町社協活動支援事業 

市町社協が実施する小地域福祉活動の推進や基盤整

備を支援 

 

継 続 

 

 

 

 

〃 

 地域特性に応じた小地域福

祉活動の活性化につながっ

た。 

 

 

 先進的な事例収集及びノウ

ハウの蓄積につながった。 

 

３ 居場所づくり推進事業(福祉企画部地域福祉課) 

  孤立予防や子育て支援にとどまらず、安心・安全のまちづくりや街の活性化

等への広がりが期待される「居場所づくり」について、関係者のさらなる意識

の向上とネットワークの構築を図った。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 居場所づくり実践者養成研修 

（1日目 9/25、2 日目 10 月～12 月、3日目 1/19、受講

者 47 人、シズウエル） 

 【１日目】 

講義①：地域の“居場所”づくりに向けて居場所の意義

と役割、県内の状況、運営状況（課題） 

講師：静岡県立大学大学院経営情報イノベーション研

究科 准教授 藤本 健太郎 氏 

講義②：しずおかの“居場所”づくり ～“居場所”の

実際と実習時の留意点～ 

・活き生きサロン「よってっ亭」（静岡市清水区）  

・そらいろ（賀茂郡東伊豆町） 

・オープンカフェ きじの杜（浜松市北区） 

・コミュニティカフェ悠々（三島市） 

 意見交換（グループ協議） 受講のきっかけ・展望等 

コーディネーター兼アドバイザー 

○静岡県立大学大学院経営情報イノベーション研究

科 准教授 藤本 健太郎 氏 

○静岡県立大学大学院経営情報イノベーション研究

科  講師   東野 定律 氏 

 【２日目】実習（運営体験） 

 

継 続 

 

引きこもりや孤立予

防、子育て支援・障がい

者支援などに効果が期待

される「居場所」づくり

の担い手の養成やさらな

る意識の向上、ネットワ

ーク構築に寄与すること

ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居場所づくり養成研修 

(平成 26 年 9 月 25 日) 



42 

 

 【３日目】居場所づくり交流会（全体会） 

  参加者 養成研修受講者他、行政、社協職員、実践者 

等 180人 

①特別講演 

「たかしま流、見守りネットワークの進め方」 

講師：社会福祉法人高島市社会福祉協議会(滋賀県) 

       地域福祉課 係長 杉本 学士 氏 

     浜分区福祉推進委員会「ヤナちゃんカフェ」 

 古川 富子 氏    

②ランチセッション （ワンコインランチ） 

③県内居場所実践者リレー発表会  

・うちの実家浜ちゃん家（焼津市） 橋ヶ谷里美 氏 

・楽笑クラブ東鷹（静岡市葵区） 中村 翹 氏 

・NPO法人ｱｲあい塾（磐田市）山本 小夜子 氏 

  ④グループ討論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ふじのくに型福祉サービス推進事業(福祉企画部地域福祉課) 

  県内に数多くある高齢者の介護サービス基盤を活用し、高齢者に加え、障害

者、児童など、年齢や障害の有無に関わらず、垣根なく福祉サービスを提供で

きる「ふじのくに型福祉サービス」を推進した。 

 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 専門家派遣事業の実施 

  専門家派遣 21件 

(2) プレゼンテーション(マッチング支援)の開催 

 ア 検討会の実施 

 イ 【焼津会場】 

(12/5、ウェルシップ焼津、参加者90人) 

   ・講演：「ケアラーズカフェを通じた介護者支援の取

り組み」～ケアラーズカフェ&ダイニング「アラ

ジン」の実践を通じて～  

講師：NPO 法人介護者サポートネットワークセン

ター・アラジン 理事長 牧野 史子 氏   

   ・プレゼン発表会 

    コミュニティホーム長者の森(焼津市)  

 

 ウ 【伊豆の国会場】 

（1/15、韮山時代劇場、参加者約400人） 

   ・講演①「富山型デイサービス このゆびとーまれ

の実践」（富山県富山市） 

    講師：NPO法人デイサービス「このゆびとーまれ」 

継 続 

 

〃 

新たな地域活動の創

出及び活性化、また安心

安全なまちづくりや街の

活性化につながった。 

居場所づくり交流会（全体会） 

(平成 27 年１月 19 日 シズウエル) 

プレゼン発表会（平成 26 年 12

月 5 日、ウェルシップ焼津）） 
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理事長 / 富山ケアネットワーク会長 

惣万 佳代子 氏 

・講演②「富山型デイサービス にぎやかの実

践」（富山県富山市） 

  講師：NPO 法人にぎやか  

理事長 阪井 由佳子 氏 

   ・プレゼン発表会 

ラポールあい株式会社(伊豆の国市) 

 

 

 

推進事項２ 地域における災害時要援護者の支援体制づくりを関係機関・団体と連

携・協働して取り組みます（福祉企画部地域福祉課） 

県民の最大の関心事である「防災・防犯」をキーワードに、地域における「声掛け・

見守り活動」を通じて、地域のつながりを再構築するとともに、災害時における要援護

者の支援体制のあり方を検討した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 災害時要援護者支援研修の開催(12/9【再掲】)  

(2) 災害時要援護者支援に係る実践事例の収集・提供 

(3) 県災害ボランティア本部・情報センターの運営訓

練の実施（8/27） 

・南海トラフ沖巨大地震発生の５日後を想定し、本

部の設置訓練及び市町災害ボランティア本部と

の情報伝達訓練を実施 

 ・情報共有システム（県本部及び市町支援チームと

の情報共有のためのツール）の開発【再掲】 

(4) 社協災害ボランティア本部運営研修の開催【再

掲】 

(２/10、山口駅前ビル D会議室 参加者：41 名) 

「台風 18 号被害に対するボランティア活動の展開」  

静岡市社会福祉協議会 主任 大澤 佑介 氏 

「災害における社会福祉協議会アクションプラン」  

浜松市社会福祉協議会 係長 鈴木光昭 氏 

「東日本大震災後の社会福祉協議会の事業展開

と生活支援相談員の取組」 

①岩手県宮古市社会福祉協議会 

田老福祉センター 主査 有原 領一 氏 

②岩手県山田町社会福祉協議会  

 山田町社協復興支え愛センター 所長 阿部 寛之 氏  

(5) 災害時における「生活福祉資金の貸付けの特例措

置に関する協定」実施要領に基づく連絡会開催 

継 続 

〃 

〃 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

災害時における支援活動の

円滑化につながった。 
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実施目標２ 福祉サービスを必要とする住民の地域生活を支援します 

推進事項１ 広域的な見地から、地域包括ケアシステムの構築を支援します 

１ 日常生活自立支援事業（生活支援部権利擁護課） 

認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者など判断能力が不十分な方々が、

地域において自立した生活を安心して送ることができるよう、福祉サービスの利

用支援や日常的金銭管理の支援等を市町社協と協働して実施した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 契約締結審査会の開催（毎月 1回 12 回実施） 

(2) 関係機関連絡会議の開催（3/6） 

  成年後見制度の活用促進策の検討 

(3) 金融関係機関連絡会議の開催（3/10） 

(4) 専門員連絡会の開催（6/27） 

   生活福祉資金担当者との合同会議 

   課題の洗い出し等グループワークを実施 

(5) 生活支援員研修会の開催  

新任研修 5/16 10 人（第 2回：2 月） 

現任研修 (東部)11/21 (中部・西部)1/30 

(6) 事業に関する広報啓発活動の実施 

ア センターニュースの発行・配布 

（年 2回 6月・1月発行） 

(7) 専門員新任研修会（4/25 26 人参加） 

(8) ケースカンファレンス in静岡（9/2 24 人参加） 

   全社協と共催 

   専門員 2人の事例報告からグループスーパービ

ジョンを実施 

 

継 続 

〃 

 

〃 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

新 規 

〃 

 

 

 

 

判断能力の不十分な方の

自立生活と潜在対象者の掘

り起こし、権利侵害や財産

侵害の未然防止など利用者

の権利擁護に寄与した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

  

ケースカンファレンス in 静岡 

（9/2 開催） 

（実利用者数） 

年度 

区分 

平成 26 年 

３月末 

平成 27 年 

３月末 
増減 

認知症高齢者 177 170 △7 

知的障がい者 169 178 9 

精神障がい者 144 169 25 

その他 148 146 △2 

合計 638 663 25 
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２ 成年後見制度に関する取組（生活支援部権利擁護課） 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 成年後見制度取組状況・潜在的ニーズ把

握調査 

 ①社会福祉施設・事業所等における成年後見制度に

関する実態把握調査（県内高齢者及び障害者施

設・事業所 3,459 か所へ調査） 

 ②日常生活自立支援事業利用者における成年後見

制度への要移行状況調査（県内 35 市町社協へ調

査） 

 ③社会福祉協議会における法人後見実施状況調査

（県内 35 市町社協へ調査） 

 ④専門職後見人団体の活動状況に関するアンケー

ト調査（弁護士会、司法書士会、社会福祉士会へ

依頼） 

 ⑤成年後見事件に関する実態把握調査（家裁へ依

頼） 

 

(2) 社協の広域における法人後見等検討会 

  焼津市・藤枝市・島田市社協と弁護士、司法書士、

社会福祉士で構成する検討会を設置 

  ①第 1回（6/2） 

   法人後見・市民後見の推進、検討会の進め方 

  ②第 2回（6/26） 

   3 市社協での整理事項 

  ③第 3回（8/11） 

   広域拠点の持ち方 

  ④第 4回（3/17） 

   広域展開のための要綱検討 

(3) 法人後見実施機関職員研修業務の受託 

  市民後見人の育成・支援組織としての受け皿とな

る市町社会福祉協議会の法人後見業務推進をはか

ることを目的とした研修事業を静岡県より受託 

①法人後見のための体制整備研修（10/8） 

 市町社協職員 28 人参加 

  ②市町社協役職員向け研修（11 月に 5か所実施） 

   市町社協役職員 75 名（５か所計） 

  ③法人後見事業従事者職員向けの研修（1/7.8、

1/8.9 県内２か所で２日間実施） 

   市町社協職員 25 名（２か所計） 

新 規 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

成年後見制度へのニーズ

を把握し、行政、福祉事業

者、市民それぞれの立場で

の具体的な取組方策の検討

に繋げた。 

また、社協が法人後見を

担うための検討を進め、日

常生活自立支援事業を含め

た総合的な権利擁護事業に

向けた関係者との定期的な

協議の場を設けている。 
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３ 福祉サービス運営適正化委員会事業（福祉企画部地域福祉課） 

福祉サービス利用援助事業の適切な運営の確保と福祉サービス利用者からの

苦情解決の支援及び事業者段階における適切な苦情解決の仕組みづくりに向け

た支援に取り組んだ。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 運営適正化委員会（全体会）の開催（12月 25日） 

委員長・副委員長の選任、合議体委員の指名 

(2) 運営監視合議体の開催 

   第 1回(6/3)、第 2回（7/29）、第 3 回(12/25) 

   第 4回（3/9） 

(3) 苦情解決合議体の開催 

第 1回(6/3)、第 2回（7/29）、第 3 回(10/2) 

第４回(12/25)、第５回（3/9） 

(4) 巡回支援活動の実施（６事業所） 

(5) 苦情解決研修会の開催 （参加者 181 名） 

第 1回  8/19(参加者 57 名） 

第 2回  8/26(参加者 54 名） 

第 3回 10/22(参加者 70 名） 

(6) 啓発活動の実施 

パンフレット作成 2,000 部、 

ポスター等無料配布(随時) 

(7) 関東甲信越静ブロック運営適正化委員会委員長等連

絡会及び相談員連絡会（10/3） 

継 続 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

〃 

福祉サービス利用援助

事業の適正な運営の確保

とともに、福祉サービス

に関する利用者の苦情解

決に努め、利用者の福祉

サービスの適切な利用に

寄与した。 

また、研修会及び啓発

活動等を実施し、事業者

の苦情解決体制づくりを

支援することで、福祉サ

ービスの質の向上に寄与

した。 

 

苦情件数（平成 26 年度末現在）        （単位：件） 

区分 平成 26 年度 平成 25 年度 前年度対比 

苦情 ５３ ２８ 189.3% 

相談 ２８ ２７ 103.7% 

計 ８１ ５５ 147.3% 

 

４ 福祉サービス第三者評価事業（福祉企画部地域福祉課） 

福祉サービス提供事業者の提供するサービスの質を公正・中立な第三者評価機

関(平成 17 年１月 17 日静岡県から認証)として、専門的かつ客観的な立場から評

価し、その結果をホームページで公表した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 福祉サービス第三者評価の実施 

契約件数：10 か所 

(2) 事前説明の実施 

契約事業所に対し、事業の内容、評価の実施方法等

の説明を行った。（10 か所） 

(3) 評価委員会の開催（4/25、8/12、2/9、3/4） 

継 続 

 

〃 

 

 

〃 

 契約事業所が事業経営

における具体的な問題点

を把握して「サービスの質

の向上」に繋げられるよう

支援した。 
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５ 社会的養護関係施設第三者評価事業（福祉企画部地域福祉課） 

社会的養護関係施設の施設運営の質を公正・中立な第三者評価機関(平成 25 年

１月４日全国社会福祉協議会から認証)として、専門的かつ客観的な立場から評価

し、その結果をホームページで公表した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 社会的養護関係施設第三者評価の実施 

契約件数：２か所 

(2) 事前説明の実施 

契約事業所に対し、事業の内容、評価の実施方法等

の説明を行った。（２か所） 

(3) 評価委員会の開催（11/26） 

継 続 

 

〃 

 

 

〃 

契約施設が経営におけ

る具体的な問題点を把握

して「施設運営の質の向

上」に繋げられるよう支援

した。 

 

６ 静岡県健康福祉推進ネットワーク会議（福祉企画部地域福祉課） 

医療・保健・福祉分野の関係団体・機関が一堂に会し、それぞれの現状・課題

等を共有するとともに、本会議のような機能を市町域で設置していくことを目指

して、その展開方法を検討した。 

事業の実績 区 分 効果・評価 

静岡県健康福祉推進ネットワーク会議の開催(1/27) 

・行政説明「地域包括ケアシステムに係る動向」 

・実践報告「静岡市における在宅医療・介護連携推進の

取組」 

・意見交換「地域における多職種連携の現状と課題」   

継 続 広域での医療・保健・

福祉の各職能団体のネッ

トワーク構築に寄与し

た。 

 

７ 保育所における保護者意識調査（福祉企画部経営支援課） 

保育園の保護者に利用に関する意識調査を行い、実践内容の見直し等を行うこ

とにより、保育の質の向上に寄与することを目的に実施した。 

 

事業の実績 区 分 効果・評価 

(1) 保護者意識調査の実施 

  保育所連合会の総会、各地区園長会にて説明会

を実施。 

  調査受任件数：１件 

継 続 保護者のニーズを把握する

ことで、園の運営の改善に繋が

った。 
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８ 障がい者等の自立支援の推進（福祉企画部経営支援課） 

地域活動支援センターを利用している方の就職やアパート等への入居に際して、

身元保証人や連帯保証人になっている施設長等に対し、補償義務が発生した場合

の損失補填を行う事業を実施するとともに、県肢体不自由児協会の事務局を受託

し、肢体不自由児の福祉増進を図った。 

 

事業の実績 区 分 効果・評価 

(1) 施設利用精神障害者自立促進事業の実施 

7/14 第１回審査委員会 ２件の加入を承認 

（※３件が損失補填の支援継続中） 

(2) 県肢体不自由児協会の事務受託 

ア あり方検討委員会の開催（4/17） 

イ 理事会の開催（6/10、10/9、3/12） 

ウ 肢体不自由児療育指導者講習会の開催 

   第１回 6/27～6/28 

   第２回 7/25～7/26 

   第３回 8/22～8/23 （受講者計 208 人） 

エ 第 9回意見交換会の開催（12/6） 

オ 手足の不自由な子どもを育てる運動の実施 

    （11/10～2/15） 

カ 第31回静岡県手足の不自由な子どもの絵画展

の開催（1/20～2/13）表彰式(1/22) 

継 続 

 

 

〃 

・保証人の経済的負担の軽減 

 に寄与した。 

・障がい者の地域生活移行の

推進につながった。 

・肢体不自由児に対する理解

促進に寄与した。 

 

 

９ 児童等の自立支援の促進（福祉企画部経営支援課） 

施設に入所している児童及びＤＶ被害者等とその同伴家族の就職、進学又はア

パート等への入居に際して、身元保証人となっている施設長等に対し、補償義務

が発生した場合の損失補填を行い、施設入所児童及びその同伴家族の社会的自立

の促進を図るとともに、県里親連合会の事務局を受託し、社会的養護の必要な児

童の自立を支援した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 施設入所児童等自立促進事業の推進 

4/21 第１回審査委員会 ２件の加入を承認 

（※５件が損失補填の支援継続） 

(2) 県里親連合会の事務受託 

ア 総会・研修会の開催 

(6/20・参加者 71 人)  

イ 理事会の開催（5/22、9/9、3/18） 

ウ 第60回関東甲信越静里親研究協議会静岡大会

準備委員会の開催 

（5/22、6/24） 

 

継 続 

 

 

 

〃 

 

・保証人の経済的負担軽減

に寄与した。 

・施設入所児童等の自立の

推進につながった。 

・社会的養護の必要な児童

の自立に寄与した。 

・里親制度の普及発展につ

ながった。 

・里親の増加と子どもの里

親への委託率が向上し

た。 
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エ 第60回関東甲信越静里親研究協議会静岡大会

（7/6） 

オ 正副会長会議の開催（8/27） 

カ 里親月間記念講演会（10/4） 

キ 里親賠償責任保険への加入 

（延べ 115組） 

ク 里親里子夏のふれあい交流事業 

（共同募金会助成事業） 

県内 5 か所で開催 

ケ 自動車運転免許取得助成事業 

（共同募金会助成事業） 

平成26年度に就職を希望する高校3年生の里

子を対象に取得費用の一部を助成（5名） 

コ ショート・ルフラン里親事業 

（県委託事業） 

サ 里子の専門相談サポート事業 

シ 里子の祝い金 中学・高校卒業のお祝い金と

して里子 13名に贈呈 

  

 

 

 

 

 

１０ 障がい者の就労支援（福祉企画部経営支援課） 

障がい者の就労意欲の高揚を図るため、創意工夫して、自主製品等の製作・製

造を行っている事業所に対し、必要な設備・機器の購入経費を助成した。 

 

事業の実績 区 分 効果・評価 

(1) 障害者工賃アップ促進事業の実施 

選考委員会(10/2) 

申請数:13 事業所（申請総額 4,085,672 円） 

助成額:10 事業所（助成総額 2,895,000 円） 

 

 

継 続 

 

 

・機器導入により、作業効

率及び質が向上し、授産

製品開発の活性化や授産

製品の販売促進につなが

った。 

 

  

第 60 回関東甲信越静里親研究協議会 

静岡大会 
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推進事項２ 低所得者世帯等の自立支援を関係機関・団体と連携して推進します  

 １ 生活福祉資金貸付事業（生活支援部生活支援課） 

セーフティネット施策の一つである生活福祉資金貸付事業を、市町社協をはじ

め、民生委員・児童委員及び行政等関係機関と連携して推進した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 生活福祉資金貸付事業の実施 

ア 総合支援資金 

 (生活支援費、住宅入居費、一時生活再建費) 

イ 福祉資金(福祉費、緊急小口資金) 

ウ 教育支援資金(教育支援費、就学支度費) 

エ 不動産担保型生活資金 

 (不動産担保型生活資金、要保護世帯向け不動産

担保型生活資金) 

継 続 

 

 

低所得世帯等の経済的自

立及び生活意欲の助長促進、

在宅福祉及び社会参加に寄

与した。 

 

(2) 臨時特例つなぎ資金貸付事業の実施 

(住居のない離職者等が公的給付又は公的貸付

の交付を受けるまでの生活費の貸付)  

 

(3) 生活福祉資金貸付審査等運営委員会の開催 

 (7/3、3/5) 

 

(4) 生活福祉資金貸付審査等運営委員会 

不動産担保型生活資金小委員会の開催 

（5/20、8/4、9/30) 

 

(5) 市町社協新任担当職員研修会の開催  (4/16) 

 

(6) 市町社協担当職員研修会の開催(6/27、3/11) 

  ※6/27は日常生活自立支援事業担当者研修と同 

時開催 

 

(7) 利用促進のための広報の実施 

 ア パンフレットの作成、配布 

 イ チラシ（制度のしおり）の作成、配布 

 ウ 民生委員児童委員へ生活福祉資金の制度説明 

 

(8) 債権管理強化推進事業の実施 

ア 滞納者に対する督促状の送付 

(8 月、12 月、3月)  

イ 滞納者への訪問調査の実施(5 月から随時) 

ウ 所在不明者の調査(住民票調査)の実施 

(4 月から随時) 

継 続 

 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

住居のない離職者等の一時

的な生計を維持した。 

 

 

貸付原資の有効活用ととも

に、事業の円滑化に寄与した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パンフレット(制度の説明) 
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(9) 債権管理・償還相談の実施 

ア 納付呼びかけセンターによる償還案内 

（毎月） 

イ 滞納者の生活状況把握と償還指導の実施 

   償還相談員２人配置 

ウ 法的措置の対応 

民亊訴訟、財産差押え等の実施 

 

(10)「生活福祉資金の貸付けの特例措置に関する協

定」に基づく連絡会の開催 

    県、県内地銀 3 行及び本会で災害時対応に

向けて協議を実施 

 

(11)その他 

  貸付申込相談件数（平成 26 年 4 月～平成 27 年 3

月） 計 36,494 件 

  貸付申込に繋がる割合 0.03％ 

  ＊貸付に至らないケースは、生活保護制度等の他制

度 に繋げている。 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

〃 

 

 

２ 貸付決定の実績（年度、資金種類別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位：件）

計 月平均 計 月平均 計 月平均 計 月平均 計 月平均

総合支援資金計 1,833 153 828 69 444 37 100 8 37 3

　（生活支援費） (1,171) (98) (524) (44) (288) (24) (68) (6) (26) (2)

　（住宅入居費） (410) (34) (173) (14) (91) (8) (15) (1) (7) (1)

　（一時生活再建費） (252) (21) (131) (11) (65) (5) (17) (1) (4) (0)

福祉費 157 13 99 8 61 5 38 3 33 3

緊急小口資金 1,430 119 632 53 445 37 357 30 336 28

(緊急小口資金（特例）) (7) (1) (33) (3) - - - - - -

教育支援費 102 9 72 6 18 2 27 2 30 3

就学支度費 112 9 68 6 27 2 32 3 31 3

8 1 2 0 1 0 2 0 3 0

2 0 3 0 2 0 4 0 2 0

3,644 304 1,704 142 998 83 560 47 472 39

453 38 216 18 141 12 88 7 67 6

  (1)　件　数

※緊急小口資金（特例）は、23年度末で廃止

26年度25年度

総合支援資金

臨時特例つなぎ資金

制度
22年度 23年度 24年度

福祉資金

教育支援資金

不動産担保型生活資金

要保護世帯向け不動産担保型生活資金

計
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３ 償還の実績（資金種類別） 

平成 27年３月末現在（単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位：千円）

計 月平均 計 月平均 計 月平均 計 月平均 計 月平均

総合支援資金計 1,029,371 85,781 423,228 35,269 158,240 13,187 30,767 2,564 7,034 586

　（生活支援費） (905,180) 75,432 (373,165) 31,097 (135,660) 11,305 (26,927) 2,244 (5,899) 492

　（住宅入居費） (88,727) 7,394 (36,681) 3,057 (16,632) 1,386 (2,435) 203 (990) 83

　（一時生活再建費） (35,464) 2,955 (13,382) 1,115 (5,948) 496 (1,405) 117 (145) 12

福祉費 95,443 7,954 57,436 4,786 22,853 1,904 10,029 836 13,949 1,162

緊急小口資金 123,104 10,259 45,544 3,795 28,204 2,350 20,099 1,675 17,960 1,497
【再掲】緊急

小口資金（特 (900) 75 (3,880) 323 - - - - - -

教育支援費 89,231 7,436 39,221 3,268 4,997 416 19,330 1,611 20,248 1,687

就学支度費 34,794 2,900 20,113 1,676 7,314 610 8,581 715 26,951 2,246

141,105 11,759 24,695 2,058 11,739 978 31,647 2,637 47,388 3,949

16,030 1,336 36,883 3,074 24,528 2,044 19,264 1,605 14,910 1,243

1,529,078 127,423 647,120 53,927 257,875 21,490 139,717 11,643 148,440 12,370

39,926 3,327 10,390 866 7,662 639 2,817 235 2,050 171

※緊急小口資金（特例）は、23年度末で廃止

  (2)　金　額

26年度25年度

福祉資金

教育支援資金

不動産担保型生活資金

要保護世帯向け
不動産担保型生活資金

計

臨時特例つなぎ資金

総合支援資金

現制度
22年度 23年度 24年度

償還計画額 償還額 滞納額 償還率

(a) (b) (a-b) (b/a)

1,284,581,180 201,442,479 1,083,138,701 15.7%
償還期限内 843,104,541 173,162,086 669,942,455 20.5%
償還期限後 441,476,639 28,280,393 413,196,246 6.4%

1,284,581,180 201,442,479 1,083,138,701 15.7%
償還期限内 843,104,541 173,162,086 669,942,455 20.5%
償還期限後 441,476,639 28,280,393 413,196,246 6.4%

765,242,333 74,865,052 690,377,281 9.8%
償還期限内 630,211,924 69,987,097 560,224,827 11.1%
償還期限後 135,030,409 4,877,955 130,152,454 3.6%

264,540,644 51,585,927 212,954,717 19.5%
償還期限内 78,186,220 36,083,208 42,103,012 46.2%
償還期限後 186,354,424 15,502,719 170,851,705 8.3%

190,436,207 62,628,375 127,807,832 32.9%
償還期限内 119,516,122 56,249,756 63,266,366 47.1%
償還期限後 70,920,085 6,378,619 64,541,466 9.0%

10,091,675 10,091,675 0 100.0%
償還期限内 10,091,675 10,091,675 0 100.0%
償還期限後 0 0 0 0.0%

54,270,321 2,271,450 51,998,871 4.2%
償還期限内 5,098,600 750,350 4,348,250 14.7%
償還期限後 49,171,721 1,521,100 47,650,621 3.1%

0 0 0 0.0%
償還期限内 0 0 0 0.0%
償還期限後 0 0 0 0.0%

31,190,612 2,667,170 28,523,442 8.6%
償還期限内 1,566,000 1,566,000 0 100.0%
償還期限後 29,624,612 1,101,170 28,523,442 3.7%

計

教育支援資金

生活福祉資金

生活福祉資金特別会計

計

臨時特例つなぎ資金

（旧）離職者支援資金

計

計

計

計

区分

計

要保護世帯向け
不動産担保型生活資金

総合支援資金

福祉資金

計

計

不動産担保型生活資金
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 (4)貸付金償還免除決定の状況 

  借受人世帯や連帯借受人、連帯保証人等の死亡等で、償還が見込めない貸付金について、

生活福祉資金貸付審査等運営委員会の審議等を経て償還免除を行った。 

資金名 件数 免除額(元金分) 

生活福祉資金 30 件 12,728,769 円 

臨時特例つなぎ資金 42 件 3,155,047 円 

計 72 件 15,883,816 円 

 

(5)貸付原資の状況 

ア 生活福祉資金(要保護分は除く)                            （単位：千円） 

項 目 24年度 25 年度 26 年度 

年度当初の貸付原資額  (A) 6,622,697 6,622,697 6,622,697 

年度当初の貸付中の金額 (B) 3,038,727 3,065,393 2,918,611 

年度当初の貸付可能額  (C=A-B) 3,583,970 3,557,304 3,704,086 

収支 

内容 

補助金収入(貸付原資追加) (a) 0 0 63,071 

償還金収入 (b) 263,873 232,238 201,442 

その他の収入(欠損補填積立金取崩収入)  (c) 13,774 37,540 12,728 

貸付金支出 (d) 304,313 122,997 101,649 

翌年度への繰越金 (Ｄ=Ｃ+a+b+c-d) 3,557,304 3,704,085 3,879,678 

 

 イ 要保護世帯向け不動産担保型生活資金                        （単位：千円） 

項 目 24 年度 25 年度 26 年度 

年度当初の貸付原資額 (A) 535,252 547,369 547,369 

年度当初の貸付中の金額 (B) 12,145 20,383 26,241 

年度当初の貸付可能額 (C=A-B) 523,107 526,986 521,128 

収支 

内容 

政令市補助金収入 (a) 12,117 7,581 0 

償還金収入 (b) 0 4,158 0 

貸付金支出 (c) 8,238 10,017 12,167 

翌年度への繰越金 (Ｄ=Ｃ+a+b-c) 526,986 528,708 508,961 
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実施目標３ 地域福祉の実践に役立つ情報を収集・提供します 

推進事項１ 現場主義に立って多彩な情報の収集と福祉に関する情報の発信拠点

を目指します 

１ 地域福祉情報発信事業（福祉企画部地域福祉課・経営支援課） 

地域福祉に関する情報提供媒体として、現場主義に立って多彩な情報を収集す

るとともに、機関紙等を活用して福祉に関する情報を発信した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 機関紙「社会福祉しずおか」の発行 

 10 月を除く毎月、11,300 部発行 

 

(2) 県民向け広報紙の発行 

「社会福祉しずおか」10 月号は特別号として、

主な読者を中学生に設定し、福祉に関する情報

提供や啓発を目的として発行。約 120,000 部を

作成し、県内の各学校を中心に配布 

 

(3) 県社協パンフレットの発行(４月、1,000 部) 

 

(4) メールマガジンの配信(月２回発行) 

 

(5) 福祉情報センターの運営、資料管理 

 

(6) 各福祉週間等啓発事業【再掲】 

 

(7) 広報担当者研修会の開催 

ア 基礎編(５/30) 

 内容 講義「広報紙作成における基礎知識」 

     演習「グループで広報紙の特集記事を 

作成してみよう」 

  講師 静岡大学人文社会科学部 

客員教授 平野雅彦氏 

  参加者 57 人 

 

イ 応用編(７/30) 

  内容 講義等「伝わる写真を撮るために」 

  講師 静岡大学人文社会科学部 

客員教授 平野雅彦氏 

          常葉大学造形学部  

      非常勤講師 望月昭彦氏 

  参加者 32 人 

 

 

継 続 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民の地域福祉活動への参

加促進、地域の実情に応じた

地域福祉活動の活性化及び社

会福祉協議会の認知度の向上

に寄与した。 
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(8) 広報紙コンクールの実施 

ア 募集(７月～９月末)  

応募総数 51 事業所（団体） 

・福祉サービス事業所部門 29 事業所（団体） 

・市民活動団体部門 22 事業所（団体） 

イ 審査会(12/25) 

  審査員 

・前田ミネオ氏（有限会社アドクック代表取締役） 

  ・平野雅彦氏（静岡大学人文社会科学部 客員教授） 

  入賞 12事業所（団体） 

・福祉サービス事業所部門 6 事業所（団体） 

・市民活動団体部門 6 事業所（団体） 

ウ 表彰式(1/23) 

   

(9) 社会福祉施設・事業所・団体要覧の発行（６月） 

3,500 部発行し、会員配布及び希望者に有償頒布 

 

(10) 静岡新聞社記者との情報交換会の開催 

  第１回（６/23） 第２回（８/21） 

  第３回（９/26） 第４回（10/29） 

  第５回（11/25） 第６回（２/19）   

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

〃 

 

２ 電子オフィスシステム整備事業（福祉企画部地域福祉課） 

ホームページの運営等による情報の収集及び発信のほか、情報(電子データ、紙)

の漏洩事故の防止等のため、情報セキュリティ対策を行った。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) ホームページの運営 

 ホームページアクセス件数年間実績：108,669 件 

(３月末現在) 

 

(2) 情報(電子データ、紙媒体)漏洩等の防止対策 

 

 

継 続 

 

 

 

〃 

 

情報の適切な管理に努める

とともに、管理・運用状況を

外部専門家に確認していただ

くことにより、情報漏洩対策

強化につながった。 

 

 

 

広報紙コンクール 表彰式 
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基本目標３ 地域福祉を支える組織づくり 

実施目標１ 市町社協を支援します 

 推進事項１ 市町社協の経営を支援します（福祉企画部地域福祉課） 

市町社協の体制強化、基盤整備を図るとともに、地域福祉を協働して進めるため

の基礎調査及び訪問支援等を実施した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 市町社会福祉協議会連絡協議会の開催 

ア 幹事会の開催(7/2) 

イ 市町社協事務局長会議の開催(4/30、12/3) 

ウ 市町社協経営基盤強化検討委員会の開催(7/30) 

エ 介護保険部会幹事会の開催（4/14、10/28） 

オ 介護保険部会全体会の開催(7/14） 

・講義「介護保険法の改正や地域包括ケアシステムの

動向について」 

講師 静岡県健康福祉部長寿政策課介護予防班長  

加藤 克寿 氏 

・生活支援サービスに係る実践報告 

住民参加型福祉サービス「オンリー・ユー♪」 

～小山町社協の法人内起業が、産業型福祉へ～ 

報告者 小山町社協 常務理事兼事務局長  

原 秀人 氏 

・コミュニティソーシャルワークに係る実践報告 

報告者 掛川市社協地域福祉係長 児玉恭子 氏 

 ・グループ協議 

カ 生活支援サービス推進シンポジウムの開催  

 （11/6、清水マリナート 2階小ホール、参加者 社協・

行政・社会福祉事業所・関係団体職員、一般県民、民

生委員・児童委員等 約１８０人） 

  ・講演「生活支援サービス推進シンポジウム  

 ～住民主体の助け合い活動のあり方を考える～」 

講師 同志社大学大学院 社会学研究科  

教授 上野谷 加代子 氏 

・シンポジウム「住民主体の助け合い活動のあり方を

考える」 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 小山町社協 常務理事 原 秀人 氏 

助言者  同志社大学大学院 社会学研究科  

教授 上野谷 加代子 氏 

実践報告者 

①ＮＰＯ法人 ねっとわあくアミダス  

代表 脊古 光子 氏 

   ②ＮＰＯ法人 駒越地区社会福祉協議会  

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市町社協の効果的、効率

的な経営と会計の透明性

の確保及び社協活動の「見

える化」に寄与した。 

 

介護保険部会全体会 

(平成 26 年 7 月 14 日) 

生活支援サービス推進シンポ

ジウム(平成 26 年 11 月 6 日) 
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代表 深澤 俊彦 氏 

   ③ＮＰＯ法人 ワーカーズコープ夢コープ   

理事長 深井 孝子 氏 

キ しずおか社協全体会議の開催 

実行委員会(第１回：7/22、第２回：9/2) 

１/31 グランシップ 1001-2 ほか 参加者 84人 

対談 

「滋賀県大津市社協における地域福祉実践に学ぶ」 

大津市社会福祉協議会 課長 山口 浩次 氏  

駒澤大学 文学部 社会学科 社会福祉学専攻 

准教授 川上 富雄 氏 

分科会 

(1) 住民主体の地域包括ケアを目指して  

   ～サレントプア 社協はその手を離さない～ 

(2) let IT Go コミュニティワーク実践 

   ～社協職員の悩み、一緒に考えませんか？～ 

(3) 「人材」から「人財へ」 

   ～求められ、デキる社協マンへの道～ 

(2) 市町社協総務担当者会議の開催 

  ８/19 山口駅前ビル 参加者 50人 

  内容：協議題報告・意見交換 

  講義①「新社会福祉法人会計基準の基本的理解」 

  講師：ﾕﾆﾋﾞｽﾀｼｽﾃﾑｽﾞ㈱  増淵良昭 氏 

講義②「社協法人運営に必要な労務管理と知識」 

  講師：社会保険労務士 小山 圭子 氏 

(3) 市町社協活動実態調査の実施 (４/１時点) 

(4) 市町社協役職員便覧の作成 (250部、４月) 

(5) 市町社協研修会等への講師派遣等 

ア 浜松市社協ボランティアコーディネーター研修(5/24)  

イ 島田市社協役員研修会（7/9） 

ウ 掛川市社協経営強化委員会(7/23、1/30) 

エ 御前崎市社協あり方検討委員会 

(5/2、6/6、7/18、9/5、10/3、12/12) 

オ 静岡市地域福祉活動計画策定作業委員会 

(11/12、12/9、1/22、2/27) 

カ 西部ブロック社会福祉協議会介護保険事業担当者連

絡会(11/14) 

キ 浜松市ボランティア交流集会(11/29) 

ク 島田市地域福祉（活動）計画策定委員会(2/13) 

ケ 島田市生活支援・介護予防事業推進のための研究会

(2/23) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継 続 

 

 

 

 

 

 

〃 

〃 

〃 
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推進事項２ 市町社協役職員の研修を体系的に実施します（福祉企画部地域福祉課） 

 地域福祉の担い手となる市町社協役職員の資質向上を目的とした体系的な研修

を実施した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 市町社協新任事務局長研修会(4/30) 

(2) 市町社協新任職員研修の実施(5/8～9、11/6) 

  （5/8,9） 

参加者…46名（18 市町社協） 

講義「社会福祉協議会の基本理解」 

（県社協福祉企画部地域福祉課） 

講義「社協組織での業務の進め方」 

（県社協福祉企画部地域福祉課） 

鼎談「社会福祉協議会に期待すること 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

 県社協福祉企画部地域福祉課課長 西村 慎言  

 鼎談者 

前静岡県民生委員児童委員協議会副会長 安間 邦子氏 

 静岡市社会福祉協議会城東地域包括支援センター所長 安藤 千晶氏 

 静岡市賤機北地区社協企画運営委員長 望月 鐘雄氏 

演習「社協職員としての自己レベル診断をして

みよう」「上司と部下の関係から組織の強み

や弱みを知る」「社協を取り巻く社会資源

は無限大」 

小山町社会福祉協議会常務理事兼事務局長 原秀人氏  

（11/6） 

参加者…40名（16 市町社協） 

演習「プレゼンテーション力を高め合う」 

小山町社会福祉協議会常務理事兼事務局長 原秀人氏 

(3) 市町社協監事研修会の開催 

  ４/18 県総合社会福祉会館 参加者44名 

  ゼミナール①「地域福祉推進の視点からの社協業

務監査のポイント」 

講師：駒澤大学 准教授 川上富雄 氏 

ゼミナール②「社協監事のための社協会計（決算

書）の見方」 

講師：公認会計士 杉山 明喜雄 氏 

講義「社会福祉協議会における監事の役割・必要

とされる知識について」 

講師：公認会計士 杉山 明喜雄 氏 

(4) 地域福祉コーディネーター（コミュニティソー

シャルワーク実践者）研修の実施 【再掲】 

 

継 続 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

社協の果たすべき役割等を

共有・確認するとともに、社

協における業務、職種を超え

て、社協職員として求められ

る意識や視点、知識、技術の

習得により、社協活動の活性

化に寄与した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市町社協新任職員研修(5/8,9) 
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(5) 社会福祉協議会職員(コミュニティワーク実践

者)研修の実施【再掲】 

(6) 市町社協新会計基準移行研修会の開催 

  ９/12 産学交流センター 参加者 60 名 

  講義「新会計基準の会計実務と移行実務」  

  講師 公認会計士 杉山明喜雄 氏 

(7) 市町社協決算実務研修会の開催 

  ２/17 シズウエル 101 参加者 28 名 

  講義「社会福祉協議会の決算実務」 

  講師 公認会計士 杉山明喜雄 氏 

(8) 新会計基準対応版 市町社協決算実務講座の開

催 

  ３/16 プラサヴェルデ沼津 201 参加者 14 名 

  講義「新会計基準における社協決算実務」 

  講師 ﾕﾆﾋﾞｽﾀｼｽﾃﾑｽﾞ㈱  増淵良昭 氏 

(9) コミュニティソーシャルワーク実践者研修受講

者継続研修の実施【再掲】 

(10) 地域福祉(活動)計画策定研修会の開催(8/5)

【再掲】 

(11)市町社協総務担当者会議の開催 

  ８/19 山口駅前ビル 参加者 50名 

  内容：協議題報告・意見交換 

  講義①「新社会福祉法人会計基準の基本的理解」 

  講師：ﾕﾆﾋﾞｽﾀｼｽﾃﾑｽﾞ㈱  増淵良昭 氏 

講義②「社協法人運営に必要な労務管理と知識」 

  講師：社会保険労務士 小山 圭子 氏 

 

継続 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

〃 

 

〃 

 

〃 
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推進事項３ 市町社協相互の連絡調整、市町行政や民生委員・児童委員等との連携

強化に主体的に取り組みます。（福祉企画部地域福祉課） 

各市町の地域福祉推進における現状や課題、今後の取組について、近隣の市町の

関係機関による、意見交換の場を設定し、連携強化に取り組んだ。 

 

事 業 の 実 績  区 分 効果・評価 

(1) 地域福祉推進ブロック会議の開催 

 賀茂地区 9/19（下田市、東伊豆町、河津町、南伊

豆町、松崎町、西伊豆町） 

 熱海・東部地区 9/11（熱海市、三島市、伊東市、

伊豆市、伊豆の国市、函南町） 

 東部・御殿場・富士地区 9/11（沼津市、富士宮市、

富士市、御殿場市、裾野市、清水町、長泉町、

小山町） 

 中部地区 9/10（静岡市、島田市、焼津市、藤枝市、

牧之原市、吉田町、川根本町） 

 西部地区 9/8（浜松市、磐田市、掛川市、袋井市、

湖西市、御前崎市、菊川市、森町） 

 

(2) 市町社会福祉協議会連絡協議会の運営【再掲】 

 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

県及び市町行政、社協が協

働した地域福祉実践、各市町

の先駆的取組の情報交換、先

進的な事例収集及び行政と社

協との連携強化に寄与した。 
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実施目標２ 社会福祉事業者等を支援します 

推進事項１ 社会福祉事業者の地域福祉推進に係る環境づくりを促進します 

１ 社会福祉関係機関・団体との連携・協働（福祉企画部経営支援課） 

社会福祉施設種別協議会及び民間社会福祉団体のより一層の基盤強化を図るた

めの支援や、全体を統括した福祉に関する提言・要望活動を実施した。 

 

事業の実績 区 分 効果・評価 

(1) 民間社会福祉施設運営費助成基金助成事業の実施 

   平成 26 年５月～募集開始 

   詳細は、巻末資料 P83を参照 

(2) 県健康福祉部長と県社協連絡協議会との懇談会 

(社会福祉団体等連絡協議会)の開催(クーポール 

会館 ８月 27 日) 

(3) 民間社会福祉団体運営費助成事業の実施 

   詳細は、巻末資料 P84を参照 

     第１回助成（6/30） 第 2 回助成 (1/30) 

(4) 民間社会福祉活動促進事業費助成事業の実施 

詳細は、巻末資料 P85～を参照 

      第１回助成（8/29）  第 2 回助成  (11/28) 

      第３回助成（精算払い）平成 27年 5 月予定 

継 続 

 

〃 

 

 

〃 

 

 

〃 

・民間社会福祉団体の

運営基盤の強化や地

域福祉活動の促進を

図った。 

・先駆的な研究事例や

地域との連携方策の

波及につながった。 

・民間社会福祉活動の

充実発展に寄与し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進事項２ 社会福祉事業者等の経営を支援します 

１ 福祉施設等への経営指導の実施（福祉企画部経営支援課） 

社会福祉施設の適正かつ安定的な経営と利用者の処遇向上等のため、社会福祉

法人及び社会福祉施設が行う運営の取組に対し、福祉施設経営指導員等の専門相

談員による助言、指導、支援を行った。 

 

事業の実績 区 分 効果・評価 

(1) 経営相談の実施（613 件） 

(2) 福祉施設経営指導連絡協議会の開催(1 月 27 日) 

(3) 静岡県社会福祉法人経営者協議会の事務受託 

ア 総会・経営セミナーの開催(6/12・83 人)  

イ 経営戦略セミナーの開催（10/28・47 人） 

ウ 経営セミナー（臨時）の開催（12/11・154人） 

継 続 

〃 

〃 

 

 

・施設の経営全般にわ 

たる質の向上に寄与

した。 

・客観的視点からの事 

業所経営及びその安

定化につながった。 

社会福祉団体等連絡協議会 

（平成 26 年 8 月 27日） 
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２ 社会福祉法人等に対する支援事業（福祉企画部経営支援課） 

   社会福祉法人や社会福祉施設の経営基盤の強化と施設サービスの質の向上な

ど、社会福祉事業所の様々な課題に対し、研修会やセミナーを開催した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 社会福祉法人監事監査研修会の開催 

(4/14、4/15、753 人) 

(2) 社会福祉法人簿記入門講座の開催 

(6/17、130人) 

(3) 社会福祉法人施設事務職員経理基礎講座の開催

(7/4･16、416 人) 

(4) 社会福祉法人・施設事務職員経理応用講座の開催

(8/6、8/11、8/12、8/13、404 人) 

(5) 社会福祉法人新会計基準移行実務研修会の開催 

(9/22、213人) 

(6) 社会福祉法人人事・労務管理研修会の開催 

(6/26、162 人) 

(7) 社会福祉法人・施設職員税務実務講座(消費税)  

の開催(10/27、96 人) 

(8) 社会福祉法人財務管理講座の開催(12/16、193

人) 

(9）社会福祉法人決算実務講座(新会計基準)の開催

(2/13、419人)  

(10)新設社会福祉法人運営管理説明会の開催 

(2/27、13 人)  

(11)社会福祉法人・社会福祉施設運営管理研修会の

開催(10/3 104 人) 

継 続 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

利用者へのサービスの高度

化とコスト意識を含む効率的

な経営や施設のより質の高い

サービスの提供に寄与した。 

 また、新会計基準への移行

を円滑に推進するため研修の

充実を図ることで法人会計事

務の円滑化に寄与した。 

 

 

３ 社会福祉施設の整備促進事業（福祉企画部経営支援課） 

民間社会福祉事業の振興を図るため、社会福祉施設の整備に必要な資金(福祉医

療機構から借入れた元金・利子)の一部補助や施設の運営・設備等に必要な資金を

融資した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 施設借入金元金・利子助成事業の実施 

  元金助成 279件 966,669,670 円 

  利子助成 310件 113,008,000 円 

(2) 社会福祉振興資金貸付事業の実施 

振興資金 ア 施設運営・設備資金 

イ 特別整備貸付資金 

ウ 施設整備資金 

エ 耐震化整備資金 

継 続 

〃 

 

法人財政の安定と社会福祉

施設の整備促進に寄与した。 
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実施目標３ 県社会福祉協議会の基盤強化を図ります 

 推進事項１ 会員参画の場の充実 

１ 会員参画の場の充実（福祉企画部地域支援課） 

県社協への多様な意見集約と県社協の有するネットワーク機能を高めるため、 

納付された会費の利用内容を明確にするとともに、県社協の基盤強化を図った。 

  

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 会員数 (３月末現在) 

 普通会員 8,646団体 

賛助会員 190団体  計8,836団体 

（前年度同時期比：99団体の増） 

 

(2) 平成26年度会費請求(3/31)  

会費収入額34,603,112円(３月末現在) 

 

(3) 会費利用内容の明確化 

  会費請求時や新規会員加入時等にチラシを配付

して、県社協事業への協力体制の強化を図った。 

  また、特に賛助会員の獲得についても、広告版

下を利用し、強化を図った。 

 

継 続 

 

 

 

 

〃 

 

 

〃 

県社協会員制度の意義の理

解促進及び、県社協の基盤強

化につながった。 

 

 

 

 

 

推進事項２ 組織体制の強化を図ります 

１ 理事会・評議員会機能の強化（総務部総務課） 

予算、決算、事業計画等の定例的な議題提案にとどまらず、各種事業の進捗状

況や、地域が抱える課題等を積極的に報告し、理事・評議員の意見を県社協の事

業運営に反映した。 

    

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 理事会及び評議員会の開催（３回） 

第１回 平成 26 年５月 27 日（火） 

① 人事案件（監事、評議員の補充・選任） 

② 平成 25 年度事業報告 

③ 平成 25 年度一般会計及び特別会計収支決算 

(監事監査及び外部監査報告を含む) 

④ 平成 26 年度５月一般会計資金収支補正予算 

報告事項 

「第四次活動推進計画策定方針について」 

第２回 平成 26 年 10 月 29 日（水） 

① 人事案件（理事、評議員の補充・選任） 

② 平成26年度10月一般会計及び生活福祉資金

会計資金収支補正予算 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県社協及び地域が抱える課

題や重要事項等を審議するこ

とにより、県社協事業の円滑

な遂行と的確な地域福祉施策

を推進することができた。 

 



64 

 

報告事項 

  「平成 26 年度上半期事業執行状況」 

  「第四次活動推進計画骨子(案)について」 

「静岡県生活困窮者自立促進支援モデル事業の受

託実施」 

  「保育士・保育所支援センター事業の実施状況」 

  「平成 27 年度理事会・評議員会開催日程」 

第３回 平成 27 年 3月 24 日（火） 

  ①人事案件（任期満了に伴う理事、監事及び 

正副会長の選任、評議員の改選） 

  ②平成26年度3月一般会計及び生活福祉資金 

会計資金収支補正予算 

   ③静岡県社会福祉協議会第四次活動推進計画 

   ④平成 27 年度事業計画 

   報告事項 

   「静岡県社会福祉協議会諸規程の一部改正」 

   「生活福祉資金の貸付・償還状況」 

   「平成 27 年度静岡県社会福祉協議会理事会・

評議員会開催日程」 

 

(2) 監事による監査（１回）  

平成 26 年５月９日（金）、12日(月) 

指摘事項なし 

 

(3) 正副会長会議の開催（３回） 

  理事会及び評議員会への上程議案を協議 

   第１回 平成 26 年５月 13 日（火） 

   第２回 平成 26 年 10月７日（火） 

第３回 平成 27 年３月５日（木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継 続 

 

 

 

〃 

 

 

 

２ 職員研修体系の確立（総務部総務課） 

    職員に対する研修として、業務や職務遂行に必要な基本的事項を習得させる基

本研修と業務上必要な専門的な知識・能力等を習得させる専門研修を、適宜受講

させた。 

    なお、市町社協･各種団体・教育機関等外部からの講師等派遣依頼を積極的に

受け入れた。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 役員の福祉現場視察の実施  

 第１回（７/９）会長、常務理事 

  視察現場：掛川市西部地域健康医療支援センタ

ー「西部ふくしあ」 

継 続 

 

 

 

福祉現場における現状や課

題について役員の理解が深ま

り、本会の事業運営の参考と

なった。 
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  医療、保健、福祉、介護など住民の生活を総合 

的に支援する施設「ふくしあ」の活動状況把握 

 第２回（９/４）会長、常務理事 

  視察現場：富士宮市福祉総合相談課（地域包括

支援センター） 

  福祉総合相談体制の実施状況把握 

 第３回（２/２６）会長、常務理事 

  視察現場：島田市社会福祉協議会「はーとちゃ

ん家」、NPO 法人たすけあい遠州「も

うひとつの家」 

  居場所の運営状況把握 

 

 

(2) 職員に対する基本研修 

  第四次活動推進計画策定に係る職員研修 

(４/23,28  49 人) 

新規採用職員研修(５/29,30 ９人) 

 

(3) 職員に対する専門研修(開催時期に応じて随時) 

 ア 福祉全般、基礎 

  ・介護保険制度改正解説セミナー（4/18 1 人） 

  ・中長期事業計画を踏まえた人事制度の在り方

セミナー（4/25 1 人） 

  ・社会保険基礎講座（6/24 1 人） 

 イ 業務専門研修 

  ・福祉人材情報システム研修会（4/16～18 4 人） 

  ・職業紹介責任者講習（5/27 2 人） 

  ・社会福祉協議会活動全国会議（6/12～13 3 人） 

  ・赤い羽根全国ミーティング in たかしま 

                                （6/26～27 1 人） 

  ・関東ブロック社協合同研究協議会 

（7/17～18 4 人） 

  ・マッチング機能強化研修（7/24～25 1 人） 

  ・日常生活自立支援事業専門員実践力強化研修 

                （7/24～25 2 人） 

  ・全国福祉教育推進セミナー（8/4,5 1 人） 

  ・生活支援サービス推進セミナー（9/18 1 人） 

  ・生活困窮者支援就労支援員研修 

（12/8～10 1 人） 

  ・県社協業務理解研修   （11/26,28  45 人） 

  ・認知症サポーター養成講座（12/18,24 44 人） 

  ・都道府県、指定都市社協中堅職員研修 

（2/1～3 1人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継 続 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員に基礎的実務を習得さ

せることにより職員の資質向

上や事務・事業の円滑な遂行

につながった。 

また、各事業の専門分野に

関する知識を掘り下げて習得

させることにより職員の業務

処理能力の向上にもつながっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年度役員福祉現場視察 

（ふれあいの居場所「はーとちゃん家」 

（平成 27 年 2 月 26 日） 

認知症サポーター養成講座 

（平成 26 年 12 月 18 日、24 日） 
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  ・伴走型支援士 2級認定講座（2/20～22 5 人） 

  ・災害ＶＣ運営者研修   （2/23～24 1 人） 

 

(4) 外部からの依頼による講師の派遣 

  ・浜松市社協災害ＶＣ養成講座講義（5/24） 

  ・常葉学園大学キャリアデザイン論（6/12） 

    ・市町新規採用職員広域研修（5/16,23,30） 

  ・日本競輪選手会特別訓練等（9/18,10/15） 

 

(5) 主任・主事会議（毎月 1回開催） 

  会議議題等 

  ・「社協職員行動原則」の浸透 

  ・各部課、事業計画の情報共有 

  ・外部研修等の伝達講習 

 

(6) 市町社協との人事交流（１人） 

  交流先：島田市社会福祉協議会 

 

 

 

 

継 続 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

外部から依頼のあった講

師を経験することで、社協業

務の再確認と、プレゼン力を

向上することができた。 

 

 

部署間での情報共有を図

り、活発な意見交換を交わす

ことができた。 

 

 

 

県社協と市町社協の職員双

方が互いの業務を経験するこ

とで、今後の事業における連

携強化につながった。 

 

 

 

３ 地域福祉調査研究事業（福祉企画部地域福祉課） 

    第三次活動推進計画の進捗状況や数値目標について評価・分析するとともに、

第四次活動推進計画の策定を通して、県社協のあるべき姿の実現に向けた取組を

進めた。 

     

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 企画調査委員会の開催 

 ア 第１回（8/1） 

   第四次活動推進計画策定方針等について 

 イ 第２回（9/29） 

   第四次活動推進計画骨子（案）について 

 ウ 第３回（1/26） 

   第四次活動推進計画（案）について 

 

(2) 社会福祉に関する県等への提言 

ア 県健康福祉部長に対する「地域福祉の推進に

向けて」の提出(８/26) 

イ 県知事に対する「地域福祉の推進に向けて」

の提出、懇談(10/28) 

ウ 自由民主党静岡県連厚生問題対策連絡協議会

への要望(11/18) 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

第四次活動推進計画の策定

を通して、県社協が取り組む

べき課題の明確化とともに、

今後５年間で重点的に取り組

む推進事項を明らかにでき

た。 
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(4) 県社協活動推進計画(第四次、仮称)策定 

 ア 作業部会の開催（7/1、8/8、10/30、12/4、1/6） 

 イ ワーキンググループの開催 適宜実施 

 ウ 市町社会福祉協議会からの意見聴取 

  （ア）第四次活動推進計画策定に係る意見 

  （イ）第四次活動推進計画（案）について 

継 続 

 

 

 

 

 

 

 

４ 県総合社会福祉会館（シズウエル）の運営（総務部総務課） 

     平成 21 年度に指定管理者の指定（5年間）を受けた県総合社会福祉会館の管理

運営について、静岡県と締結した協定書を遵守し、入居団体や利用者の安心と満

足を確保する管理と運営に努めた。 

   

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 県総合社会福祉会館の指定管理運営 

指定期間 平成26年 4月 1日～平成 31年 3月 31 日 

ア 指定管理業務 

① 会議室等の使用承認等 

② 利用料金の設定及び収受 

③ 会館の維持管理 

④ 会館入居団体、利用者の調整 

⑤ 来館者への食事提供に関する業務 

 

イ 利用実績（３月末現在） 

 有料会議室（10 室 うち１室は、展示ギャラ

リー兼用） 

2,825 件利用、利用料金収入 13,401,300 円             

 その他の施設（７施設、33 入居団体） 

累計 7,956 件、265,023 人利用 

 

ウ マナー研修（6/3,4  26 人） 

来館者に対する接遇、電話の応対、お客様へ

の言葉遣い 等 

 

エ 普通救命講習Ⅰの開催（6/25,26  31 人） 

心肺蘇生法、自動体外式除細動器（AED）の取

扱等 

 

オ フェスタシズウエル 2014（8/23 開催） 

 行事内容 

 授産製品販売、参加団体活動展示、ステージイ

ベント、親子で楽しめる企画、サウンドテーブル

テニス、盲導犬との触れ合い 等 

来館者総数 714 人  参加団体 16 

継 続 

 

3 回目の指定管理者の指定

を受け、前回までと同様に、

会館の管理運営業務を着実

に遂行し、入居団体や利用者

が安心し、満足が得られる運

営を確保できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会館入居団体職員を対象と

したマナー研修や普通救命講

習に多くの職員が参加し、会

館職員の資質向上を図ること

ができた。 

 

フェスタシズウエルには、

多数の来館者があり、会館及

び入居団体の活動を広くＰＲ

することができた。 
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５ 防災訓練の実施（総務部総務課） 

県総合社会福祉会館の指定管理者として、災害等の非常事態の際に人命の安全

と火災等の被害防止のため、防災設備の操作訓練も含めた総合的な防災訓練を実

施した。 

 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 情報伝達訓練の実施 

（4/24 県社協職員、6/5 会館入居団体職員） 

(2) 総合社会福祉会館防災訓練の実施 

第１回：9/1、参加人員 141 人 

    避難誘導訓練、救助袋降下訓練、水消 

火器操作訓練、救急手当法訓練、エレ 

ベーター閉じ込め救出訓練 

第２回：2/20 参加人員 139人 

      避難誘導訓練、AED操作訓練、担架搬送  

訓練、消火栓取扱訓練、初期消火法ビ

デオ研修、エレベーター閉じ込め救出

訓練、炊き出し訓練 

(3) 階段避難器具（EVAC+CHAIR）の操作訓練の実施 

（8/27,28 参加人員 53 名） 

継 続 

 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〃 

 

情報伝達が円滑に行われる

か検証できた。 

入居団体職員の防災意識の

高揚と防災設備操作の熟知に

努めた。また、階段避難器具

(EVAC+CHAIR)の操作訓練で

は、今までと違い講師を県社

協職員により実施し、避難誘

導班以外の職員も多数参加

し、操作法の習得に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進事項３ 中長期的な財政基盤の強化を図ります 

静岡県総合社会福祉会館  

(愛称：シズウエル) 

普通救命講習Ⅰ  

(平成 26 年 6 月 25、26 日) 

総合社会福祉会館防災訓練 

(避難訓練・EVAC+CHAIR 操作訓練) 

(平成 26 年９月１日) 
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１ 財政基盤の強化（総務部総務課） 

限られた財源を有効活用するため、公的財源と自主財源確保に努め、経費の 

使用状況を可視化して全職員で支出削減に取り組んだ。 

事 業 の 実 績 区 分 効果・評価 

(1) 県社協財政状況の検証 

  ・県社協業務理解研修の実施 

平成25年度決算分析及び過去3年との決算数値

の比較について説明し、財政状況及び新規事業

の検討を行った。（11/26,28 45 人）【再掲】 

(2) 支出削減への積極的取組の推進 

 ・固定経費使用状況の可視化（電話代、印刷代等） 

 ・コスト削減（事務用品単価の見直し、印刷方法

の見直し、郵送物の集中発送等） 

(3) 自主財源の確保 

 ・資料図書頒布収入の増 

 ・書籍広告料収入の増 

継 続 

 

 

 

 

〃 

 

 

 

〃 

 

職員が自主財源確保の重要

性を理解し、自主財源の一部

については、収入増につなが

った。固定経費の執行状況を

可視化し、職員の支出に係る

コスト意識の醸成を図ること

ができた。 

 

 

 

 

２ 外部監査による組織運営の透明性の確保（総務部総務課） 

    公認会計士による外部監査を実施し、会計経理の適正な手続きと事業運営の透

明性を確保している。 

事業の実績 区 分 効果・評価 

(1) 決算書類に関する外部監査の実施(５/７～８)  

  指摘事項なし  

(2) 出納業務に関する外部監査 

(11/14、17) 指摘事項なし  

(3) 会計業務及び予算執行に関する外部監査の実施 

  (2/18～19)  指摘事項なし 

継 続 

 

〃 

 

〃 

社会福祉会計基準に基づく

会計経理の指導を受け、適正

な手続きと事業運営の透明性

を確保できた。 
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平成 26年度社会福祉事業区分 活動収入予算（自主財源）の概要 

＜単位：千円＞ 

収入区分 26収入実績 

26 自主財源 

26 収入予算 

（自主財源分） 

26 収入実績 

（自主財源分） 

自主財源の内容 

会費収入 34,603 32,500 34,603 会費 

寄附金収入 6,741 6,070 6,741 一般寄附、ＡＢＣ寄附金 

経常経費補助金収入 1,342,164 －  －  

受託金収入 138,105 26,216 26,908 団体事務受託金等 

貸付事業収入 52,375 －  －  

事業収入 73,221 74,192 73,221 資料図書頒布、広告料、

手数料、参加費収入 

負担金収入 3,850 50 50 保育園保護者調査事業

負担金 

受取利息配当金等収入 34,144 34,116 34,144 基金等利息 

その他の収入 11,984 6,635 5,640  

事業活動収入計 1,697,187 179,779 181,307 自主財源比率 10.7％ 
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巻 末 資 料 
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役員・評議員・事務局職員の状況 

 平成 27 年 4月 1日現在 

 

 １ 役員、評議員                       （単位：人） 

区  分 

前年度(H25 年度) 本年度(H26 年度) 

平成 25 年 

度 末 現 在 

平成 25 年 

度末退任等 
就 任 中途退任 

平成 26 年

度末現在 

平成26年度

末 退 任 等 

理事 ２２ ２ ４ ２ ２２ ２ 

うち常務 １ １ １ ０ １ ０ 

監事 ３ ０ ０ ０ ３ ０ 

評議員 ５２ ３ ６ ３ ５２ ３ 

   

 

 ２ 職員                           （単位：人） 

区  分 

前年度(H25 年度) 本年度(H26 年度) 

平成 25 年

度末現在 

平成 25 年

度末退任等 
就 任 中途退職 

平成 26 年

度末現在 

平成 26 年

度末退任等 

職   員 

(内育休) 

２４

(０) 

３ 

(０) 

３ 

 (０) 

０ 

(０) 

２４

(０) 

３ 

(０) 

再 雇 用 

(内育休) 

１ 

(０) 

１ 

(０) 

１ 

(０) 

０ 

(０) 

１ 

(０) 

１ 

(０) 

嘱 託 員 

(内育休) 

３４ 

(０) 

７ 

(０) 

１２ 

(０) 

７ 

(０) 

３２ 

(１) 

１ 

(０) 

臨時事務員 

(内育休) 

２ 

(０) 

１ 

(０) 

０ 

(０) 

１ 

(０) 

０ 

(０) 

０ 

(０) 

非常勤臨時 

(内育休) 

０ 

(０) 

０ 

(０) 

０ 

(０) 

０ 

(０) 

０ 

(０) 

０ 

(０) 

計 

(内育休) 

６１ 

(０) 

１２ 

(０) 

１６ 

 (０) 

８ 

(０) 

５７ 

(１) 

５ 

(０) 
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種　別　名 分　類　名 会員数 種　別　名 分　類　名 会員数

救護施設 8 障害福祉サービス事業所 180

宿所提供施設 1 障害者支援施設 12

医療保護施設 1 身体障害者更生援護施設 16

計 10 知的障害者援護施設 45

乳児院 4 地域活動支援センター 4

母子生活支援施設 3 福祉ホーム 2

児童養護施設 12 身体障害者福祉センター 2

知的障害児施設 8 計 261

知的障害児通園施設 10 婦人保護施設 婦人保護施設 1

児童デイサービス事業所 11 地域福祉センター 0

肢体不自由児施設 1 無料宿泊所 1

肢体不自由児療護施設 1 無料低額診療施設 3

重症心身障害児施設（入所） 3 計 4

情緒障害児短期治療施設 1 市町社会福祉協議会 35

児童自立支援施設 1 保護司会 24

保育所　へき地保育所 464 県域の福祉団体 46

児童館 1 その他の団体 27

児童一時保護所 2 計 132

重症心身障害児施設（通園） 1 市町・議長 45

計 523 団体 9

養護老人ホーム 26 企業 80

特別養護老人ホーム 206 個人 56

軽費老人ホーム（A型） 7 計 190

軽費老人ホーム（ケアハウス） 28 個人会員 民生委員児童委員・個人 6,854

有料老人ホーム 33

老人福祉センター 19

老人休養ホーム 0 介護老人保健施設 60

老人憩の家 2 介護療養型医療施設 13

デイサービスセンター 226 計 73

グループホーム 69

老人短期入所施設 11

在宅介護支援センター 6

地域包括支援センター 7

小規模多機能型居宅介護 11

計 651

老人福祉
施設

会　員　状　況　一　覧　（平成２７年３月３１日現在）

生活保護
施設

児童福祉
施設

社会福祉
一般施設

障害者福
祉施設

合　　　　　計

社会福祉
協議会・団
体

賛助会員

介護保険関
係事業所

8,836

介護保険事業所 137

介護老人保
健施設等



 

74 

 

事務受託団体一覧 

団体名 担当課 

静岡県社会福祉法人経営者協議会 経営支援課 

一般財団法人静岡県社会福祉事業共済会(一部事務) 経営支援課 

福利厚生センター静岡事務局 経営支援課 

静岡県里親連合会 経営支援課 

静岡県肢体不自由児協会 経営支援課 

静岡県ホームヘルパー連絡協議会 経営支援課 

静岡県児童養護施設協議会(一部事務) 経営支援課 

静岡県民生委員児童委員協議会 地域福祉課 
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平成２６年度静岡県社会福祉協議会ふれあい基金 

地域福祉・ボランティア活動等推進助成事業 

 

＜NPO・ボランティアグループ等活動奨励事業＞ 

NO． 市町名 グループ名 贈呈額 

1 富士宮市 富士宮市民楽友会コールエーコン 100,000 

2 富士宮市 災害ボランティアコーディネーター富士宮連絡会 100,000 

3 富士宮市 民謡友の会 100,000 

4 富士宮市 杉流ニュー銭太鼓 チャッキリ夢恋人 100,000 

5 富士宮市 要約筆記サークルふじざくら 100,000 

6 富士宮市 NPO 法人あしたば富士 100,000 

7 焼津市 焼津市災害時ボランティアコーディネーター 100,000 

8 
静岡市清水

区 
ＮＰＯ法人泉の会 100,000 

9 浜松市 里山の会ほそえ 100,000 

10 袋井市 袋井市災害ボランティアの会 100,000 

11 藤枝市 子育て学習会  スマイル・カフェ 100,000 

12 伊豆市湯ヶ島 廃食油リサイクル粉せっけんボランティア しろばんば 100,000 

13 御前崎市 ビューティフルビーチ  ＦＯＲ アクショングループ 100,000 

14 御前崎市 ＮＰＯ法人  御前崎災害支援ネットワーク 100,000 

計 1,400,000 
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＜地域福祉・ボランティア活動等推進助成事業＞ 

 

ＮＯ． 市町名 グループ名 助成額 事業内容 

1 清水区 サポートしずおか・凛 266,000 「凛の部屋」「ＤＶ講座」 

2 
葵区 Ｔａｌｋ ｓｐａｃｅ 239,000 

がん患者の為のおじゃべりサロ

ン 

3 
島田市 しろやま読み聞かせクラブ 300,000 

地域に根付け「3 世代交流・読み

聞かせふれあい事業」 

4 
磐田市 みどり会 205,000 

子どもわくわく自然体験・障害者

自立支援 

5 榛原郡    

吉田町 
吉田町ボランティアを考える会 300,000 傾聴ボランティア養成講座 

6 賀茂郡   

河津町 

河津町災害ボランティアコーデ

ィネーター連絡会 
110,000 

Ｈ26 河津町ボランティア本部立ち

上げ訓練 

7 
駿河区 

NPO 法人ｐｌａｃｅ ｏｆ ｐｅａｃｅ                 

(ﾌﾟﾚｲｽｵﾌﾞﾋﾟｰｽ) 
300,000 

妊娠期からの親支援（孤立防止・

虐待防止）事業 

8 
島田市 

静岡県中部難病ケア市民ネット

ワーク 
180,000 

「バリアフリーてけてけ隊」は障害

者・高齢者を地域とつなげたい 

9 
清水区 

清水大学生ボランティアグルー

プさぼとぴあ 
47,000 

温心知新！（学生と支援学校の

生徒達との交流事業） 

10 
焼津市 グループ ほうたる 300,000 

障害者、ひきこもりの外出させる

支援 

11 
葵区 ＮＰＯ法人リボングラフィックス 300,000 

外国籍児童への日本語教育と学

習支援 

12 浜松市    

中区 
龍の会 300,000 クリスマス会 

13 藤枝市 ほのぼのお話会 67,000 ホッと親子サロン 

14 
駿河区 静岡学習支援ネットワーク 32,700 

カウンセリングマインド普及・啓発

事業 

15 
沼津市 

ＮＰＯ法人静岡こころのサポー

トセンター 
300,000 

子育て中親子の心身の健康促進

および交流事業 

16 
御前崎市 御前崎子育てサークルｔａｏ 270,000 

社会的養護の当事者自立支援

交流会 

17 
三島市 

社会的養護の当事者推進団体 

ひ・まわり 
300,000 

めだかの会福祉施設ふれあい交

流事業 

18 湖西市   

新居町 
めだかの会 107,000 

清水ジュニア防災士養成講座の

実施 

19 駿東郡   

清水町 

災害ボランティアコーディネータ

―清水町連絡会 
130,000 

先輩ママサポーターふたご・みつ

ご訪問相談事業 
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20 浜松市   

西区 
（N)ころころねっと浜松 150,000 

無償学習支援教室まなびのひろ

ば五和 

21 
島田市 無償学習支援プロジェクト 300,000 

障害者、ひきこもりの外出させる

支援 

合計 4,503,700  

 

 

＜【先駆的（モデル的）】地域福祉・ボランティア活動等活動推進助成事業＞ 

ＮＯ． 市町名 グループ名 助成額 事業 

1 
駿東郡

長泉町 

（N)静岡司法福祉ネット明日の空

設立準備室 
1,000,000 

福祉的な支援を必要とする被疑

者・被告人に対し、釈放後直ちに

福祉サービス等につなげる事業 

計 1,000,000   

 

 

＜セルフヘルプ活動支援事業＞ 

ＮＯ． 市町名 グループ名 助成額 事業 

1 富士宮

市 
ＳＦＣデルティーズ 215,000 

第２４会中部ブロック電動車いすサ

ッカー定期大会 

2 
富士市 静岡ボッチャ協会 300,000 第１４回静岡ボッチャ大会 

3 富士宮

市 

ＨＵＧ×ＨＵＧ ～様々な困難を持

つ家族の会～ 
300,000  ピアメンター育成事業 

計 815,000  

 

＜東日本大震災に係る避難者交流活動助成事業＞ 

ＮＯ． 市町名 グループ名 助成額 事業 

1 伊東市 
とみおか子ども未来ネットワーク

静岡支部 
300,000 避難者交流支援活動 

2 
賀茂郡    

松崎町 
子どもの未来プロジェクト・伊豆 289,000 

福島の子供たちを放射能から守る

ための保養ステイ受け入れ事業 

3 
浜松市  

中区 
はままつ東北交流館 300,000 

避 難 者 交 流  静 岡 満 喫 ！             

富士山に登ろう！ 

4 
浜松市  

中区 
浜松ちーむ麻の葉 110,000 

東日本大震災復興支援活動助成

事業 

5 
静岡市     

葵区 

ＮＰＯ法人地域づくりサポートネッ

ト 
300,000 避難者ふじのくに体験交流ツアー 

計 1,299,000  
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＜子育て支援活動支援事業＞ 

ＮＯ． 市町名 グループ名 助成額 事業内容 

1 
島田市 （N）クロスメディアしまだ 500,000 

KOLABOⅡ・子育て情報誌シン

ポジウム（仮） 

2 浜 松 市

中区 

（N）はままつ子育てネットワーク

ぴっぴ 
500,000 

子育ての未来を考える“ココ研勉

強会” 

3 湖西市 （N）ポレポレ 500,000 つながってる La！西部の子育て 

4 
沼津市 

静岡県子育て支援実践交流実行

委員会 
500,000 子育て支援実践交流会助成事業 

5 
沼津市 

（N）日本沼津災害救援ボランティ

アの会 
370,000 

災害に備えつながる、子育て支

援団体交流会 

6 静 岡 市

葵区 

（N）子育てサークルネットしずお

か 
500,000 

学童期・思春期の子ども支援者

ネットワーク事業 

7 
磐田市 

(Ｎ)色彩心理診断士協会ＣＯＭＰ

ＡＳ 
500,000 

みんなで子育て「カラフル・ブリッ

ジ」 

8 
下田市 「遊・ＶＩＶＡ！」ネットワーク 289,000 

加茂地区子育て支援ネットワー

ク実践交流会 

合計 3,659,000  
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№ 大学・学部名 人数 № 大学・学部名 人数

1 杏林大学 2 26 静岡大学　人文社会科学部 11

2 鎌倉女子大学 10 27 静岡大学　理学部 25

3 鎌倉女子大学短期大学部 2 28 静岡文化芸術大学 16

4 京都外国語大学 7 29 創価大学　通信教育部 5

5 京都女子大学 7 30 相模女子大学 2

6 京都造形芸術大学 6 31 大谷大学 3

7 京都大学　教育学部 2 32 津田塾大学 4

8 京都府立大学 1 33 東海大学　海洋学部 21

9 共立女子大学 2 34 東海大学短期大学部　児童教育学科 102

10 玉川大学　 6 35 東京造形大学 1

11 桐朋学園大学 3 36 東京未来大学 4

12 近大姫路大学 1 37 東京藝術大学 1

13 高千穂大学 1 38 東洋大学　通信教育部 1

14 女子栄養大学 1 39 同志社大学 6

15 女子美術大学 1 40 日本大学　国際関係学部 71

16 尚美学園大学 2 41 日本大学　通信教育部 6

17 昭和音楽大学 2 42 日本大学　理工学部 3

18 上越教育大学 1 43 浜松学院大学 30

19 上智大学 1 44 浜松大学 15

20 常葉大学 324 45 富士常葉大学 1

21 常葉大学短期大学部 12 46 武蔵野音楽大学 4

22 星槎大学 1 47 明星大学　通信教育部 11

23 静岡英和学院大学 10 48 立正大学 4

24 静岡産業大学　経営学部 35 49 佛教大学 2

25 静岡大学　教育学部 346 50 國學院大學 2

1137合計
 

 

 

平成２６年度教員免許取得のための介護等体験事業(学校別修了者数一覧) 

（単位：人）  



 

80 

 

平成２６年度みんなで支える地域福祉促進事業一覧 

円 円

小地域福祉活動等の担い手養成研修事業 2,198,000 1,099,000

地域福祉促進事業 302,000 151,000

2,500,000 1,250,000

伊豆の国市 地域福祉ネットワーク会議 1,500,000 750,000

伊東市 地域生活支援事業 951,200 400,000

熱海市 小地域福祉活動推進事業 1,500,000 750,000

御殿場市 小地域のつながり強化事業 1,500,000 750,000

焼津市 ウェルネットワーク“み～んなで野良菜園” 1,500,000 750,000

藤枝市 みんなで支えるための福祉体験推進事業 1,500,000 750,000

島田市 地域福祉活動推進事業 380,000 190,000

牧之原市 安心で支え合う地域づくり事業 1,500,000 750,000

菊川市 市民福祉教育推進事業 1,500,000 750,000

袋井市 地域福祉推進事業 459,000 200,000

磐田市 地域福祉力向上促進事業 550,000 275,000

長泉町 地域福祉活動強化推進事業 1,500,000 750,000

小山町 住民参加型サービス立上げ事業 870,000 435,000

15,210,200 7,500,000

17,710,200 8,750,000合　　　計

事業費 県費補助額

県
社
協
実
施

事
業

小計（県社協分）

市
町
社
協
実
施
事
業

小計（市町社協分）

事業
区分

社協名 事　　業　　名

県社協
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平成２６年度運営適正化委員会苦情受付合計、解決結果 

(単位:件) 

①
相
談
助
言

②
紹
介
伝
達

③
あ

っ
せ
ん

④
通
知

Ⅰ
改
善
申
入
れ

Ⅱ
申
出
人
取
下
げ

Ⅲ
事
情
調
査
不
可

Ⅳ
Ⅰ
～

Ⅲ
以
外

⑥
継
続
中

⑦
意
見
・
要
望

①職員の接遇 5 5

②サービスの質や量 1 1
③説明・情報提供 2 2

④利用料 2 1 1
⑤被害・損害 5 5

⑥権利侵害
⑦その他 3 2 1

小　計 18 15 1 2

①(職員の接遇 10 9 1

②サービスの質や量 4 4

③説明・情報提供 2 2

④利用料 1 1
⑤被害・損害 1 1
⑥権利侵害
⑦その他 1 1

小　計 19 18 1

①(職員の接遇 4 3 1
②サービスの質や量 1 1
③説明・情報提供 
④利用料
⑤被害・損害 1 1
⑥権利侵害 1 1
⑦その他 0 0

小　計 7 6 1

①(職員の接遇 1 1
②サービスの質や量 3 3
③説明・情報提供 1 1
④利用料
⑤被害・損害 0 0
⑥権利侵害
⑦その他 4 4

小　計 9 9

①(職員の接遇 20 18 0 0 0 2
②サービスの質や量 9 8 0 0 0 1
③説明・情報提供 5 5 0 0 0 0
④利用料 3 2 0 0 1 0
⑤被害・損害 7 7 0 0 0 0
⑥権利侵害 1 1 0 0 0 0
⑦その他 8 7 0 0 0 1

合　計 53 48 0 0 1 4

児
童
福
祉

そ
の
他

合
　
　
計

⑤その他
サ
ー

ビ
ス
種
別

区       分

苦
情
受
付
件
数

苦　情　解　決　結　果

高
齢
者
福
祉

障
害
者
福
祉
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平成２６年度障害者工賃アップ促進事業 

 

ＮＯ． 市町 事業所名称 申請機器 助成額：円

1 下田市 すぎのこ作業所 小型自動かんな盤 228,000

2 伊豆市 中豆授産所 ブラザー6針1頭刺繍ミシン 500,000

3 熱海市 熱海ふれあい作業所 かき氷器、替え刃 66,000

4 三島市 みはらしの丘 冷凍庫 194,000

5 富士宮市 朝霧みどりの家 ダイニングセット 399,000

6 静岡市 ラポール川原 イズミ技研送り機 274,000

7 島田市 りなむ 冷蔵平型ショーケース 245,000

8 磐田市 太陽の家 菌床しいたけ栽培用棚一式 500,000

9 浜松市 はまかぜ
バッジマシーンＥ－Ｋセット、基
本バッジパーツ

94,000

10 浜松市 聖隷厚生園ナルド工房 ミキサー、専用架台 395,000

2,895,000合計
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平成２６年度静岡県社会福祉施設運営費助成基金助成事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

(区分1)
第三者評価受審によるサービス
の質の向上に向けた取組

良質かつ安心・安全なサービス提供実現の
ために推進する事業に対して助成

21 3,980

2-1

(区分2-1)
地域との連携・協働推進事業

住民の福祉の理解の向上に向けた取組や、
地域に視点をあてた事業展開に関する公益
的な取組

18 3,197

2-2

(区分2-2)
地域のセーフティネットを支え
る社会貢献事業

制度の狭間にある生活困難者への支援を行
うため、総合相談活動及び経済支援を担う
ソーシャルワーカーの配置及び支援活動に
対しての助成

6 1,200

3-1
(区分3-1)
研修受講による資質向上に向け
た取組

職場外研修を受講させることにより、職員
の定着及び資質向上を図る取組に対して助
成

11 248

3-2

(区分3-2)
ジョブコーチ養成促進事業

厚生労働大臣指定研修機関による第1号職
場適応援助者養成研修を受講させることに
より、職員の定着と利用者の就労支援を図
る取組に対して助成

1 25

3-3
(区分3-3)
法人間連携による福祉人材の確
保及び資質向上に向けた取組

複数の事業所が合同研修を行い、事業所間
連携による人材の育成・定着を図る事業に
対して助成

15 3,721

3-4
(区分3-4)
職場内研修による資質向上に向
けた取組

職場内研修を実施することにより、職員の
定着及び資質向上を図る取組に対して助成

7 670

4
(区分4)
職員のメンタルヘルス対策に向
けた取組

職員の心の不調を未然に防ぎ、働きやすい
職場づくりを行うため、組織的かつ計画的
なメンタルヘルス対策への取組に対して助
成

16 3,736

5
(区分5)
法人経営の適正化に向けた取組

外部の専門家の指導による法人経営の適正
化に向けた取組に対して助成

8 1,253

6

(区分6)
実践的な研究及び取組

社会福祉法人等において、施設運営や業務
改善、地域福祉の向上等を目的とした先駆
的な取組や研究に対して助成

7 2,565

7
(区分7)
福祉避難所設置促進事業

福祉避難所に指定された事業所において、
避難情報・災害情報提供機器や可搬型発電
器の整備費用に対して助成する。

9 1,100

8-1
当事者の支援のため、レスパイトケアや当
事者同士の集まりを企画・実施する取組に
対して助成

1 200

8-2

地域の保健・医療・福祉に関するネット
ワーク構築を図り、それぞれが抱える課題
の共通理解を深め、協働で地域の課題に対
応する取組に対して助成

0 0

特
社会福祉事
業振興の
ための助成

（特別助成)
継続的な実践研究事業

社会福祉法人等（法人による合同研究を含
む）において、先駆的・研究事業であり、
プレゼンテーションによってその成果・効
果が他の模範となるようなすぐれた事業で
あると認められるものに助成

3 5,160

経
経営協への
助成

2,040

総額 123 29,095

区分 助成事業名 概　　　　　要 件数

各種別協への運営費、研修費助成

助成額
（千円）

市町社会福
祉協議会へ
の助成

(区分8)
地域福祉の向上に向けた取組
※助成条件
地域の社会福祉事業者と連携・
協働して事業を実施すること

社会福祉事
業振興の

ための助成

＊助成対象
　原則とし
て、株式会
社、有限会
社等の営利
法人を除く
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平成２６年度民間社会福祉団体運営費の助成 

№ 団　　体　　名 団体決算額 補助決算額 補助事業の内容

円 円

1 （福）静岡県社会福祉協議会 1,644,058 810,000 運営に要する経費

2 （福）静岡県身体障害者福祉会 3,840,000 3,735,000 　　　　〃

3 静岡県民生委員児童委員協議会 1,619,503 560,000 　　　　〃

4 静岡県社会福祉施設経営者協議会 4,231,989 3,160,000 　　　　〃

5 静岡県保育所連合会 8,242,320 610,000 　　　　〃

6 静岡県里親連合会 2,123,219 2,070,000 　　　　〃

7 静岡県知的障害者福祉協会 546,794 410,000 　　　　〃

8 静岡県保育士会 4,557,112 290,000 　　　　〃

9 静岡県肢体不自由児協会 274,570 130,000 　　　　〃

10 （一社）静岡県肢体不自由児者父母の会連合会 2,877,500 500,000 　　　　〃

11 （公社）静岡県母子寡婦福祉連合会 3,273,965 390,000 　　　　〃

12 静岡県筋ジストロフィー協会 459,094 360,000 　　　　〃

13 静岡県手をつなぐ育成会 9,641,136 7,400,000 　　　　〃

14 静岡県自閉症協会 597,188 250,000 　　　　〃

15 （一社）静岡県子ども会連合会 6,423,316 3,340,000 　　　　〃

16 静岡県聴覚障害者親の会 397,801 110,000 　　　　〃

17 （一財）静岡県老人クラブ連合会 14,009,981 4,380,000 　　　　〃

18 静岡県ホームヘルパー連絡協議会 986,128 540,000 　　　　〃

19 (Ｎ)静岡県作業所連合会・わ 740,003 410,000 　　　　〃

計 66,485,677 29,455,000
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平成２６年度民間社会福祉活動促進事業（地域福祉促進事業） 

  (単位：円） 

団体名 № 期間 事業名 事業実績報告 補助率 補助額

1 継 市町社会福祉協議会地域福祉活動等支援事業 2,564,088 8/10 1,745,000

2 継 健康福祉推進ネットワーク事業 683,573 8/10 545,000

計 3,247 ,661 2 ,290 ,000

1 継 身体障害者スポーツ活動等健康増進事業 1,500,000 8/10 1,200,000

2 継 身体障害者地域ふれあい奉仕活動事業 1,000,000 8/10 800,000

3 継 身体障害者地域防災対策連携強化事業 1,250,000 8/10 1,000,000

4 継 障害者自立支援福祉機器普及促進事業 1,800,000 10/10 1,800,000

計 5,550 ,000 4 ,800 ,000

1 継 視覚障害者地域ふれあい促進事業 1,004,687 8/10 800,000

計 1,004 ,687 800 ,000

1 継 未来へはばたけみみの日大会開催事業 1,457,100 8/10 600,000

2 継 手話活動研究事業 840,000 8/10 640,000

3 継 静岡県手話通訳者等健康障害予防事業 1,450,000 10/10 1,450,000

計 3,747 ,100 2 ,690 ,000

小計 10,301 ,787 8 ,290 ,000

1 継 里親専門サポート事業 829,100 8/10 600,000

2 継 里親地区研修事業 500,000 8/10 400,000

計 1,329 ,100 1 ,000 ,000

1 継 障害者体力増進事業 1,254,045 8/10 995,000

2 継 障害者創作作品展示事業 1,403,503 8/10 865,000

計 2,657 ,548 1 ,860 ,000

1 継 肢体不自由児者ふれあい体験研修事業 1,899,726 8/10 1,200,000

2 継 親と子の自立支援宿泊訓練事業 5,842,875 8/10 3,200,000

計 7,742 ,601 4 ,400 ,000

1 継 親と子の心身健全育成推進事業 1,500,760 10/10 1,500,000

2 継 地域ふれあい事業 1,000,164 8/10 800,000

計 2,500 ,924 2 ,300 ,000

1 継 筋ジストロフィー介護者研修事業 2,127,399 8/10 1,680,000

2 継 筋ジストロフィー相談窓口事業 1,000,233 8/10 800,000

3 継 筋ジストロフィーアビリティ探索事業 400,666 8/10 320,000

計 3,528 ,298 2 ,800 ,000

1 継 知的障害者職業自立啓発事業 1,251,797 8/10 1,000,000

2 継 地域交流・自立促進事業 2,813,000 8/10 2,250,000

計 4,064 ,797 3 ,250 ,000

1 継 自閉症児者野外集団訓練 1,568,188 8/10 1,250,000

2 継 支援者育成事業 3,211,913 8/10 2,350,000

計 4,780 ,101 3 ,600 ,000

1 継 チャレンジ冒険・遊び事業 3,150,312 8/10 2,520,000

計 3,150 ,312 2 ,520 ,000

1 継 シニアスポーツ普及推進事業 1,700,652 8/10 1,050,000

2 継 クラブ解散休会等再興支援事業 1,495,189 8/10 1,050,000

計 3,195 ,841 2 ,100 ,000

1 継 地域交流ふれあいスポーツ・レクリエーション事業 2,067,854 8/10 1,440,000

2 継 「障害者週間」啓発事業 1,956,995 8/10 1,540,000

計 4,024 ,849 2 ,980 ,000

合　　計 50,523 ,819 37 ,390 ,000

一般財団法人
静岡県老人クラブ

連合会

特定非営利活動法人
静岡県作業所連合会

・わ

一般社団法人静岡県
肢体不自由児者

父母の会

公益社団法人
静岡県母子寡婦

福祉連合会

静岡県筋ジストロ
フィー協会

静岡県手をつなぐ
育成会

静岡県自閉症協会

一般社団法人静岡県
子ども会連合会

社会福祉法人
静岡県社会福祉

協議会

社会福祉法人
静岡県身体障害者

福祉会

（視覚障害者協会）

(聴覚障害者協会）

静岡県里親連合会

静岡県知的障害者
福祉協会
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平成２６年度民間社会福祉活動促進事業（民間団体育成強化事業） 

 

      
(単位：円） 

団体名 № 期間 事業名 実績 補助率 補助額 

社会福祉法人 

静岡県社会福祉 

協議会 

1 継 広報事業 6,191,394 5/10 847,000 

2 継 市町社会福祉協議会職員研修事業 915,982 6/10 428,000 

3 継 県社協団体助成 315,000 5/10 315,000 

     計 7,422,376   1,590,000 

社会福祉法人 

静岡県身体障害者

福祉会 

1 継 身体障害者福祉事業推進費 1,600,000 10/10 1,600,000 

2 継 身体障害者相談員活動事業費 1,250,000 8/10 1,000,000 

3 継 青壮年部女性部研修事業 1,000,000 6/10 600,000 

4 継 身体障害者機能回復促進事業 2,500,000 8/10 2,000,000 

 5 継 身体障害者文化作品展開催事業 400,000 6/10 180,000 

 6 継 視覚障害者地区別相談事業 187,500 8/10 150,000 

 7 継 身体障害者自動車安全教室開催事業 313,000 8/10 250,000 

 8 継 心臓障害者相談指導事業 184,000 8/10 100,000 

 9 継 静岡県身体障害者福祉大会開催事業 500,000 5/10 200,000 

     小計 7,934,500   6,080,000 

（視覚障害者協会） 1 継 町づくり情報提供事業 724,553 10/10 620,000 

2 継 視覚障害者社会参加促進事業 1,096,838 10/10 1,080,000 

 3 継 視覚障害者リーダー養成事業 286,690 6/10 150,000 

     小計 2,108,081   1,850,000 

（聴覚障害者協会） 1 継 聴覚障害者研修事業 400,000 6/10 228,000 

2 継 聴覚障害者スポーツ大会開催事業 1,321,000 8/10 828,000 

 3 継 聴覚障害者健康増進事業 580,000 8/10 400,000 

 4 継 聴覚・言語障害者生活相談事業 400,000 8/10 320,000 

     小計 2,701,000   1,776,000 

（車椅子友の会） 1 継 車椅子常用者研修会 607,983 6/10 360,000 

2 継 障害者アート技術教室 802,179 8/10 640,000 

 3 単 第３０回ＤＰＩ日本会議全国集会ＩＮ静岡  1,893,800 定額 300,000 

     小計 3,303,962   1,300,000 

     計 16,047,543   11,006,000 

静岡県民生委員 

児童委員協議会 

1 継 単位民児協会長研修事業 1,934,413 8/10 1,440,000 

2 継 主任児童委員研修事業 567,229 8/10 400,000 

3 継 相談技法に関する研修事業 824,535 8/10 500,000 

     計 3,326,177   2,340,000 

静岡県社会福祉施

設経営者協議会 

1 継 児童福祉施設球技大会開催事業 1,020,000 6/10 390,000 

2 継 施設利用者作品奨励事業 348,000 5/10 150,000 

     計 1,368,000   540,000 
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団体名 № 期間 事業名 実績 補助率 補助額 

静岡県 

保育所連合会 

1 継 静岡県保育研究大会 1,027,224 5/10 300,000 

2 継 新規採用職員研修 321,246 8/10 100,000 

 3 継 育児相談研修会 451,926 8/10 100,000 

 4 継 新規採用予定職員研修会 3,780,491 8/10 850,000 

 5 継 民間園長研修会 1,088,921 8/10 225,000 

     計 6,669,808   1,575,000 

静岡県里親連合会 1 継 里親促進事業 877,326 8/10 650,000 

 2 継 里親月間事業 523,970 10/10 460,000 

 3 継 里親賠償責任保険事業 450,000 10/10 450,000 

 4 継 里親研修事業 262,137 8/10 200,000 

 5 単 第６０回関東甲信越静里親研究協議会静岡大会事業  2,526,814 定額 300,000 

     計 4,640,247   2,060,000 

静岡県知的障害者 

福祉協会 

1 継 職員研究集会等開催事業 2,078,260 5/10 800,000 

2 継 職員研修所開設事業 1,300,593 5/10 610,000 

 3 継 口腔衛生指導等委託事業 375,000 8/10 300,000 

 4 単 第 52 回東海地区知的障害者関係施設職員研究協議会  590,000 定額 300,000 

     計 4,343,853   2,010,000 

静岡県保育士会 1 継 保育実務研修事業 762,398 8/10 270,000 

 2 継 委託研究事業 1,735,022 5/10 455,000 

 3 継 実践研修事業 422,539 8/10 210,000 

 4 継 地域保育啓発事業 500,000 5/10 200,000 

     計 3,419,959   1,135,000 

静岡県肢体不自由

児協会 

1 継 療育図書等刊行事業 587,560 5/10 250,000 

2 継 肢体不自由児療育相談事業 380,000 8/10 290,000 

 3 継 心身障害児指導者講習会 625,376 8/10 300,000 

     計 1,592,936   840,000 

一般社団法人 

静岡県 

肢体不自由児者 

父母の会連合会 

1 継 脳性マヒ児集団療育事業 3,482,422 8/10 1,210,000 

2 継 地域ケア育成指導事業 1,276,583 6/10 656,000 

3 継 肢体不自由児者集団療育事業 1,644,988 8/10 1,260,000 

4 継 ことばと心を育む集団療育事業 700,000 6/10 420,000 

     計 7,103,993   3,546,000 

公益社団法人 

静岡県母子寡婦 

福祉連合会 

1 継 若年母子家庭研修会 656,388 6/10 390,000 

2 継 母子指導者研修会 631,642 8/10 478,000 

3 継 母子家庭支援研修会 222,600 6/10 132,000 

 4 継 家庭生活支援員講習会 459,360 8/10 360,000 

 5 継 母子父子家庭啓発事業 221,421 5/10 100,000 

     計 2,191,411   1,460,000 
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団体名 № 期間 事業名 実績 補助率 補助額 

静岡県筋ジストロフ

ィー協会 

1 継 集団検診・療育相談 401,860 8/10 320,000 

2 継 親子集団療育指導 1,381,482 8/10 1,100,000 

     計 1,783,342   1,420,000 

静岡県手をつなぐ 

育成会 

1 継 知的障害者相談員等研修事業 1,626,784 8/10 1,300,000 

2 継 心身障害児者地域活動促進事業 1,200,000 6/10 720,000 

 3 継 重症心身障害児者療育指導事業 200,000 8/10 160,000 

     計 3,026,784   2,180,000 

静岡県自閉症協会 1 継 保護者・指導者研修会 376,545 8/10 300,000 

 2 継 自閉症児者療育訓練 1,501,893 8/10 1,140,000 

     計 1,878,438   1,440,000 

一般社団法人 

静岡県子ども会 

連合会 

1 継 育成研修事業 2,680,008 5/10 1,246,000 

2 継 モデル子ども会開催事業 451,395 5/10 225,000 

3 継 子ども会活動振興研究事業 540,125 5/10 270,000 

 4 継 子ども会活動作文募集及び表彰事業 682,267 10/10 682,000 

 5 継 児童館構成委員研修事業 554,008 5/10 277,000 

     計 4,907,803   2,700,000 

静岡県聴覚障害者 

親の会 

1 継 生活相談事業 400,246 8/10 320,000 

2 継 役員研修事業 400,050 8/10 320,000 

 3 継 聴覚障害理解啓発事業 500,042 8/10 400,000 

 4 継 盲ろう者社会参加理解啓発事業 300,000 8/10 240,000 

     計 1,600,338   1,280,000 

一般財団法人 

静岡県老人クラブ 

連合会 

1 継 地域福祉人材養成事業 2,323,105 6/10 1,309,000 

2 継 活動推進相談員育成指導事業 1,791,174 6/10 1,071,000 

3 継 地域クラブ活性化推進事業 3,375,984 6/10 1,942,000 

     計 7,490,263   4,322,000 

静岡県ホームヘル

パー連絡協議会 

1 継 ホームヘルパー研修事業 1,124,363 8/10 855,000 

2 継 サービス提供責任者研修事業 1,102,723 8/10 880,000 

     計 2,227,086   1,735,000 

特定非営利活動法

人静岡県作業所連

合会・わ 

1 継 職員研究集会等研修事業 1,034,258 8/10 520,000 

2 継 職員実技研修事業 677,370 8/10 320,000 

    計 1,711,628   840,000 

合  計       82,751,985   44,019,000 
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満足 やや満足 やや不満 不満 満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

新任職員研修Ⅰ(中部１） 54 52
4/23
～24

2
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

・（福）桂　カリタス２１　介護支援専門員　飯塚　哲男　氏
・（福）あしたか太陽の丘　静岡県地域生活定着支援ｾﾝﾀｰ　ひまわり
　　　　　　主幹　鶴田　安弘　氏

76% 24% 0% 0% 39 12 0 0 0

　    　〃           （中部２） 54 53
5/15
～16

2
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

・（福）桂　カリタス２１　介護支援専門員　飯塚　哲男　氏
・（福）あしたか太陽の丘　静岡県地域生活定着支援ｾﾝﾀｰ　ひまわり
　　　　　　主幹　鶴田　安弘　氏

80% 18% 0% 0% 39 9 0 0 1

　　    〃　       　（中部３） 54 73 55
6/24
～25

2
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

・（福）十字の園　御殿場十字の園　施設長　宮島　克利　氏
・（福）牧ノ原やまばと学園　法人本部　事務局長　大畑　彰弘　氏

74% 24% 0% 0% 40 13 0 0 1

　    　〃　       　（中部４） 54 74 57
10/15
～16

2
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

・（福）十字の園　御殿場十字の園　施設長　宮島　克利　氏
・（福）炉暖会　居宅介護支援事業所　炉暖の郷　主任　土屋　博昭　氏

81% 19% 0% 0% 46 11 0 0 0

　　    〃　　       （中部５） 54 58 53
11/6
～7

2
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

・（福）桂　カリタス２１　介護支援専門員　飯塚　哲男　氏
・一般社団法人　静岡県社会福祉士会　阿部　典子　氏

74% 22% 4% 0% 37 11 2 0 0

　　    〃           （東部） 54 59 50
7/10
～11

2 三島商工会議所
・（福）十字の園　御殿場十字の園　施設長　宮島　克利　氏
・（福）炉暖会　居宅介護支援事業所　炉暖の郷　主任　土屋　博昭　氏

87% 9% 0% 0% 40 4 0 0 2

　　   〃            （西部） 54 74 52
8/27
～28

2
浜松市福祉交流セン
ター

・聖隷クリストファー大学　社会福祉学部介護福祉学科
　　　　助教　落合克能　氏
・（福）復泉会　福祉居宅事業部　部長　増井　潤　氏

71% 27% 2% 0% 37 14 1 0 0

新任職員研修Ⅱ－１ 54 80 54
9/29
～30

2
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

・（福）あしたか太陽の丘　静岡県地域生活定着支援ｾﾝﾀｰ
　　　　　　　所長　鶴田　安弘　氏
・福）牧ノ原やまばと学園　法人本部　事務局長　大畑　彰弘　氏

88% 10% 0% 2% 44 5 0 1 0

　　  〃　     　Ⅱ－２ 54 51 46
１/22
～23

2
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

・（福）復泉会　福祉居宅事業部　部長　増井　潤　氏
・（福）炉暖会　居宅介護支援事業所　炉暖の郷　主任　土屋　博昭　氏

91% 7% 0% 0% 41 3 0 0 1

中堅職員研修Ⅰ（中部） 54 82 53
5/8
～9

2
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

・（福）天竜厚生会　福祉サービス事業部　課長　諸田　嘉人　氏
・（福）炉暖会　居宅介護支援事業所　炉暖の郷　主任　土屋　博昭　氏

67% 29% 0% 0% 33 14 0 0 2

　　　〃　         　（東部） 54 76 52
7/22
～23

2 三島商工会議所
・（福）牧ノ原やまばと学園　法人本部　事務局長　大畑　彰弘　氏
・（福）桂　カリタス２１　介護支援専門員　飯塚　哲男　氏

75% 25% 0% 0% 38 13 0 0 0

　　　〃　         　（西部） 54 55 51
8/20
～21

2
浜松市福祉交流セン
ター

・（福）天竜厚生会　福祉サービス事業部　課長　諸田　嘉人　氏
・（福）復泉会　福祉居宅事業部　部長　増井　潤　氏

67% 25% 0% 0% 32 12 0 0 4

4 中堅職員研修Ⅱ 54 61 51
12/16
～17

2
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

中堅職員研修Ⅰを受講した方
・演習「職場の問題解決」
・演習「創意工夫と企画提案」ほか

・（福）あしたか太陽の丘　地域生活定着支援ｾﾝﾀｰ　ひまわり
　　　　　　　主幹　鶴田　安弘　氏
・（福）桂　カリタス２１　介護支援専門員　飯塚　哲男　氏

テキスト
代等

88% 13% 0% 0% 42 6 0 0 0

5 中堅職員研修Ⅲ 54 25 24
2/4
～5

2
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

中堅職員研修Ⅰ・Ⅱを受講し
た方

・演習「チームワークの促進」
・演習「職員指導・育成の基本」

・（福）桂　カリタス２１　主任介護専門員　飯塚　哲男　氏
・（福）天竜厚生会　福祉サービス事業部　課長　諸田　嘉人　氏

テキスト
代等

92% 0% 0% 0% 22 0 0 0 2

指導的職員研修Ⅰ－１ 54 52 50
6/3
～4

2
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

・ふるい後見事務所　古井　慶冶　氏
・(福）和松会　常務理事　板倉　幸夫　氏

58% 36% 4% 0% 29 18 2 0 1

　　　〃　         　Ⅰ－２ 54 52 43
7/7
～8

2
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

・元オイスカ高等学校　教育相談室長　栗原　寛実　氏
・渡辺よしお社会福祉士事務所　社会福祉士　渡邊　芳男　氏

71% 29% 0% 0% 27 11 0 0 0

7 指導的職員研修Ⅱ 54 29 28
12/3
～4

2
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

指導的職員研修Ⅰを受講した
方

・演習「部門の問題解決・改善革新」
・演習「リーダーシップの基本」
・演習「職員指導・育成の展開」

・元オイスカ高校　教育相談室長　栗原　寛美　氏
･渡辺よしお社会福祉士事務所　渡邊　芳男　氏

テキスト
代等

68% 21% 4% 0% 19 6 1 0 2

8 施設長等運営管理職員研修Ⅰ 54 29 27
9/8
～9

2
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設等の施設長等
の管理的職員

・講義「福祉サービスの理念・動向と運営管理職
員への期待」
・演習「福祉サービスの実践Ⅳ」

・五味社会福祉士個人事務所　五味　保教　氏
・(福）和松会　常務理事　板倉　幸夫　氏

テキスト
代等

68% 27% 5% 0% 15 6 1 0 0

9 施設長等運営管理職員研修Ⅱ 54 14 11
11/10
～11

2
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

施設長等運営管理職員研修
Ⅰを受講した方

・演習「管理者の問題解決・課題形成」
・講義と演習「管理者としての自己革新」ほか

・五味社会福祉士個人事務所　五味　保教　氏
・和松会　軽費老人ホーム和松園　園長　板倉　幸夫　氏

テキスト
代等

60% 40% 0% 0% 6 4 0 0 0

10
介護・看護リーダーのための指導力
養成講座（初級編）
【新規】

70 47 47

5/28
6/17
7/29
8/26

4
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

介護保険施設・事業所に勤務
して、リーダーとして活動してい
る経験年数が概ね3年未満の
方

介護保険施設の中間管理職・リーダーに必要な
指導力の習得

・介護老人保健施設　星のしずく　看介護部長　髙口　光子　氏

34,000
(22,000)
 テキスト
代別途

95% 5% 0% 0% 37 2 0 0 0

11 相談員のための支援力アップ講座 80 91 78 9/5 1 静岡県産業経済会館
社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する相談員

生活相談員の役割と業務について正しい理解と
更なる支援力のための知識、技術の習得

・福祉と介護研究所　代表　梅沢　佳裕　氏
6,000

(4,000)
49% 50% 1% 0% 35 36 1 0 0

70 42 42 11/17 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

97% 3% 0% 0% 38 1 0 0 0

70 26 26 12/1 1 三島商工会議所 88% 13% 0% 0% 21 3 0 0 0

13
より良いチームケアのためのとっておき
の話　～鳥海＆髙口　看護・介護連携
の術 【新規】

150 70 69 12/2 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

介護保険施設及び特定施設に
勤務する看護職、介護職の2
人1組

施設内における各職種の役割を理解し、よりよい
チームケアの実現に向けた知識を習得

・NPO法人　メイアイヘルプユー理事　保健師　鳥海　房枝　氏
・介護老人保健施設　星のしずく　看介護部長　高口　光子　氏

6,000
(4,000)

88% 9% 0% 0% 61 6 0 0 2

組
織
力
を
高
め
る

組
織
力
強
化

担
当
課

12
社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

中堅職員に求められる組織人としての役割行動
や、モチベーション向上のための知識、技能の習
得

・日本女子大学　人間社会学部　社会福祉学科
     　　教授　久田　則夫　氏

社会福祉施設等の経験年数
が２年以上で係長・主任等の
役職にない方

（会員）
受講料

3

満足度（件数）

2 新任職員研修Ⅰを受講した方
・演習「コミュニケーションの基本」
・演習「組織活動の基本」
・講義と演習「自己啓発の基本」

満足度（％）

テキスト
代等

・講義「福祉サービスの理念・動向と新任職員へ
の期待」
・演習「福祉サービスの実践Ⅰ」
・演習「職場生活の基本動作」

テキスト
代等

分野 番号 研修名 定員 申込者 受講者 実施日 日数 会場

・講義「福祉サービスの理念・動向と中堅職員へ
の期待」
・演習「福祉サービスの実践Ⅱ」
・演習「組織活動の自律的遂行」

テキスト
代等

6
社会福祉施設等において主
任・係長・事務長等の役職にあ
る方

・講義「福祉サービスの理念・動向と指導的職員
への期待」
・演習「福祉サービスの実践Ⅲ」
・演習「部門組織活動の管理」

対象 内容 講　師

1

109

社会福祉施設等の新規採用
者及び経験年数２年未満の方

6,000
(4,000)

福祉職場のための組織性向上講座

研
修
課

テキスト
代等

8
9
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14
福祉職場の「困った」事例に学ぶ！
リーダーの役割と人材育成の心得
【新規】

100 130 118 11/19 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

介護人材「冬の時代」におけるスタッフ確保と定着
促進のために、介護現場のリーダーに必要な人
材育成の心得を学ぶ

・日本福祉介護総研株式会社　代表取締役会長
　　　　医療・介護運営教育コンサルタント　石郡　英一　氏

6,000
(4,000)

80% 16% 0% 0% 90 18 0 0 5

15 効果の上がるOJT実践講座 70 40 39 12/5・12 2
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

人材育成の基本とされるOJTを意識的、計画的に
進めるための考え方と手法の習得

・関西福祉科学大学　大学院社会福祉学研究科
　　　　教授　津田　耕一　氏

15,000
(10,000)

73% 16% 3% 0% 27 6 1 0 3

16
人も組織も伸びる
～スタッフ教育の課題解決の方法
【新規】

60 62 46 1/9 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

介護職場の問題点や課題を明確にし、職員個々
の特徴を捉えたスタッフの育成・指導の方法を、
実践例をもとに考える

・有限会社池ちゃん家・ドリームケア代表取締役
　　　池谷　千尋　氏

6,000
(4,000)

49% 31% 16% 2% 22 14 7 1 1

17 市町社協　新任職員研修 50 48 46
5月
11月

3 静岡市
当該年度採用職員及び未受講
の方

社協職員としての心構え、福祉サービスの実践、
組織活動に必要な知識

・県社協地域福祉課職員
・小山町社会福祉協議会　事務局長　原　秀人氏　ほか

無料 67% 26% 7% 0% 31 12 3 0 0

18 市町社協　トップセミナー 80 91 91 9月 1 静岡市 会長・役員・事務局長等 環境変化下の社協経営と管理者の役割
静岡県健康福祉部福祉長寿局　局長　大石　玲子　氏
社会福祉法人琴平町社会福祉協議会 事務局長　越智　和子　氏

無料 76% 24% 0% 0% 69 22 0 0 0

19
社会福祉施設等のための災害対策
基礎講座

60 64 57 3/16 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

社会福祉施設と介護職員に必要な、防災力・災
害対応力を高めるための基本的な知識と、具体
的な取組みを学ぶ

・静岡県立大学短期大学部社会福祉学科 准教授　立花　明彦　氏
・静岡県立大学短期大学部社会福祉学科　　講師　鈴木　俊文　氏
・静岡県立大学短期大学部社会福祉学科　　講師　濱口　   晋　氏
・社会福祉法人明翠会なのはな苑　介護統括主任　富田  幸仁　氏
・社会福祉法人嬰育会　福聚荘　　　　　　　　　　　　　渡邉　雅和　氏

6,000
(4,000)

70% 25% 4% 0% 40 14 2 0 1

20 人事考課・評価講座 60 55 46 5/23 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する管理監督者ク
ラスの方

職員の能力を更に活かす為、人材育成の観点か
ら人事考課・評価の考え方を学ぶ

・株式会社話し方教育センター　講師　橋本　武　氏
6,000

(4,000)
73% 27% 0% 0% 32 12 0 0 0

21
社会福祉法人　経営戦略セミナー
（県社会福祉法人経営者協議会）

150 50 44 9月 1 静岡市 社会福祉法人の役職員
社会福祉法人の健全な経営や施設経営の基盤
強化を図る

・JSパートナー(株）　福島　文二郎　氏 無料 44% 46% 9% 0% 38 40 8 0 1

22
社会福祉法人　経営セミナー
（県社会福祉法人経営者協議会）

150 80 71 ６月 1 静岡市 社会福祉法人の役職員
社会福祉法人の今日的課題と各種制度改革へ
の対応について

・厚生労働省社会・援護局福祉基盤課　課長　友藤　智朗　氏
・全国社会福祉法人経営者協議会　制度・政策委員会　宮田　裕司　氏
・静岡県社会福祉法人経営者協議会　副会長　武居　敏　氏

無料 46% 46% 7% 0% 19 19 3 0 0

23 社会福祉法人　監事監査研修会 600 799 753
4/14
4/15

2 静岡市 社会福祉法人の監事・役職員
行政指導監査方針及び実態のある適正な監査が
実施されるための監事の役割と業務・会計監査
のポイントについて

・杉山明喜雄（すぎやまあきお）氏（本会　経営指導員）
　　株式会社ビジネスパートナー　代表取締役
・県地域福祉課　福島参事、同　山下及び和田班長

5,000
(3,000)

46% 46% 6% 0% 72 72 9 0 2

24 社会福祉法人　運営管理研修会 150 112 104 10月 1 静岡市 社会福祉法人の役職員
社会福祉法人の経営全般にわたる運営管理につ
いて学ぶ

・公認会計士　杉山明喜雄　氏
・社会福祉法人梓友会　事務局長　松田　敏博　氏
・社会福祉法人明和会　事務課長　伊藤　勝幸　氏

5,000
(3,000)

82% 12% 6% 0% 40 6 3 0 0

25 新設社会福祉法人　運営管理説明会 20 ― ― 2月 1 静岡市
新設社会福祉法人の役職員
等

法人設立の手続き、総合的な施設運営管理の適
正化を図るために必要な知識、情報の提供

中止 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

26 社会福祉施設　人事・労務管理研修会 150 177 162 6月 1 静岡市 社会福祉施設役職員
社会福祉施設における人事、労務管理の具体的
な対策について

・賃金管理研究所　取締役　大槻　幸雄　氏
5,000

(3,000)
44% 46% 9% 0% 38 40 8 0 1

27 福祉・介護人材確保実践セミナー 120 82 64 11/21 1 静岡市 福祉・介護事業所経営者等
・戦略的な採用と定着促進事例等の説明
・事業所経営の改善の説明等

・株式会社ワン・ダイニング代表取締役社長　髙橋 淳　氏
・株式会社リクルートキャリア　門野 友彦　氏

無料 61% 27% 10% 2% 31 14 5 1 0

人
材
課

28
社会福祉法人　新会計基準移行実務研
修会
【新規】

200 213 201 9/22 1 静岡市
社会福祉法人の役職員等の
経理担当者

今後、「新社会福祉法人会計基準」に移行する法
人の役職員等実務担当者を対象に、移行実務に
係る事務処理能力の向上を図るための講座

・杉山明喜雄（すぎやまあきお）氏（本会　経営指導員）
　　株式会社ビジネスパートナー　代表取締役

5,000
(3,000)

51% 45% 4% 0% 41 36 3 0 0

29 社会福祉法人　簿記入門講座 150 134 130 6/17 1 静岡市 新人会計実務担当者
社会福祉法人会計の基礎的な簿記の理解と知識
の習得

・杉山明喜雄（すぎやまあきお）氏（本会　経営指導員）
　　株式会社ビジネスパートナー　代表取締役

5,000
(3,000)

79% 19% 1% 1% 89 22 1 1 0

30
社会福祉法人・施設事務職員
経理基礎講座

150 216 213 7/4･16 1 静岡市 会計実務担当者
新会計基準を踏まえた、社会福祉法人の経理の
基礎的な会計処理の理解と、知識の習得を図る
ための講座

・杉山明喜雄（すぎやまあきお）氏（本会　経営指導員）
　　株式会社ビジネスパートナー　代表取締役

5,000
(3,000)

60% 34% 5% 1% 71 40 6 1 1

31
社会福祉法人・施設事務職員
経理応用講座

600 443 404

8/6
8/11
8/12
8/15

1 静岡市 会計実務担当者
新会計基準による社会福祉法人会計の経理実務
に関する高い知識と正確な技術の習得を図るた
めの講座

・杉山明喜雄（すぎやまあきお）氏（本会　経営指導員）
　　株式会社ビジネスパートナー　代表取締役

5,000
(3,000)

57% 35% 4% 0% 57 35 4 0 4

32 社会福祉法人　財務管理講座 250 230 193 12/16 1 静岡市
社会福祉法人、社会福祉施設
の役職員

社会福祉法人会計における財務管理についての
理解と、正確な知識の習得及び経営改善を図る
ための実務処理を学ぶ

・杉山明喜雄（すぎやまあきお）氏（本会　経営指導員）
　　株式会社ビジネスパートナー　代表取締役

5,000
(3,000)

61% 37% 2% 0% 56 34 2 0 0

33
社会福祉法人・施設職員　税務実務講
座（消費税）

150 103 96 10/27 1 静岡市 会計実務担当者
社会福祉法人会計における消費税に係る実務処
理の理解と知識を学ぶ

・杉山明喜雄（すぎやまあきお）氏（本会　経営指導員）
　　株式会社ビジネスパートナー　代表取締役

5,000
(3,000)

61% 37% 2% 0% 56 34 2 0 0

経
営
支
援

課
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34
社会福祉法人決算実務講座
（新会計基準）

250 445 419 2月 1 静岡市 会計実務担当者
社会福祉法人会計における所得税処理の理解と
知識を学ぶ

・杉山明喜雄（すぎやまあきお）氏（本会　経営指導員）
　　株式会社ビジネスパートナー　代表取締役

5,000
(3,000)

81% 19% 0% 0% 52 12 0 0 0

35
社会福祉法人決算実務講座
（旧会計基準）

150 ― ― 1月 1 静岡市 会計実務担当者
新会計基準に係る社会福祉法人の決算実務の
理解と知識を学ぶ

中止 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

36 市町社協　新会計基準移行実務研修 60 64 60 9/12 1 静岡市 総務・会計担当者 会計実務処理等
・杉山明喜雄（すぎやまあきお）氏（本会　経営指導員）
　　株式会社ビジネスパートナー　代表取締役

無料 69% 31% 0% 0% 38 17 0 0 0

37 市町社協　総務・会計実務担当者研修 50 30 28 2/17 1 静岡市 総務・会計担当者 会計・決算実務処理等
・杉山明喜雄（すぎやまあきお）氏（本会　経営指導員）
　　株式会社ビジネスパートナー　代表取締役

無料 76% 24% 0% 0% 19 6 0 0 0

5,296 4,997 4,509 68% 28% 3% 0% 1,846 745 75 5 37

48 42
6/26
～27

2
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

18,000
(12,000)

74% 26% 0% 0% 31 11 0 0 0

48 32
7/3
～4

2
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

18,000
(12,000)

83% 17% 0% 0% 24 5 0 0 0

39 排泄ケア講座 60 60 60 1/30 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する介護職等

介護職に必要な排泄ケアの基礎的知識の習得 ・順天堂大学　保健看護学部　助教　藤尾　祐子　氏
6,000

(4,000)
71% 19% 5% 0% 41 11 3 0 3

40 感染症講座 (初級編） 100 115 113 6/10 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する介護職等

社会福祉施設や介護保険事業所において、主に
高齢者や障害のある方を支援する職員に必要
な、感染症の基礎的知識と予防方法の習得

・静岡済生会総合病院　感染対策室　看護師長
　　　　感染管理認定看護師　杉村　きよ美　氏

5,000
(3,000)

72% 27% 0% 0% 81 30 0 0 1

41 感染症講座 (中級編） 100 100 90 10/8 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

「初級編」を受講した方、また
は感染症の「標準予防策」につ
いて基礎知識がある方

社会福祉施設や介護保険事業所において、主に
高齢者や障害のある方を支援する職員に必要
な、感染症の実践的知識と予防方法の習得

・静岡済生会総合病院　感染対策室　看護師長
　　　　感染管理認定看護師　杉村　きよ美　氏

5,000
(3,000)

64% 27% 0% 0% 54 23 0 0 7

42
感染症講座 (児童編）
【新規】

50 32 32 8/5 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

保育所等、児童福祉施設に勤
務する方

児童に特有な感染症を中心として、基礎的知識と
予防方法、及び家庭や医療機関との連携等につ
いて学ぶ。

・静岡済生会総合病院　感染対策室　 看護師長
　　　　感染管理認定看護師　杉村　きよ美　氏

5,000
(3,000)

83% 17% 0% 0% 25 5 0 0 0

43 口腔のケア講座 60 64 62 10/2 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

高齢者や障害のある方への口腔のケアに必要な
知識・技術の習得

・静岡歯科衛生士専門学校　非常勤講師
　　　認定歯科衛生士（老年）　小宮山　ひろみ　氏
・米山歯科クリニック　訪問部
　　　認定歯科衛生士（老年）・介護福祉士　杉山　総子　氏

6,000
(4,000)

84% 15% 2% 0% 52 9 1 0 0

44 フットケア講座 60 50 40 10/9 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

高齢者への支援方法としてフットケア・足指ケア
の知識・技術の習得

・湯河原接骨院　院長　青栁　博　氏
6,000

(4,000)
88% 13% 0% 0% 35 5 0 0 0

45
介護職が知っておきたい高齢者の
皮膚ケア講座【新規】

60 95 63 10/22 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する介護職の方

高齢者の皮膚疾患の早期発見と褥瘡予防のため
に、皮膚の観察・ケアについて基礎的方法を学ぶ

・静岡済生会総合病院　皮膚・排泄ケア認定看護師　河合　幸　氏
6,000

(4,000)
59% 33% 2% 0% 37 21 1 0 4

46 介護職のための薬の基礎知識 100 103 98 8/1 1 静岡県産業経済会館
社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

介護職に必要な薬の基礎的知識の習得 ・薬局　ルンルンファーマシー　代表取締役　藤澤　節子　氏
5,000

(3,000)
59% 35% 2% 0% 55 33 2 0 4

急変を見逃さないための救急講座① 60 12/18 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

92% 4% 0% 0% 49 2 0 0 2

　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　② 60 12/19 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

88% 12% 0% 0% 44 6 0 0 0

48 ターミナルケア入門講座 100 111 106 9/4 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事業
所に勤務する方

ターミナルケアの実際を理解し、終末期の対応
や、家族へのケア方法を学ぶ

・NPO法人　メイアイヘルプユー理事　保健師　鳥海　房枝　氏
5,000

(3,000)
88% 11% 1% 0% 92 12 1 0 0

49
精神疾患の理解
【新規】

60 108 66 11/13 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

精神疾患、うつ、統合失調症などの知識を習得す
るとともに、症状に応じた支援方法を学ぶ

・公益財団法人復康会　沼津中央病院　医療相談課長
　静岡県精神保健福祉士協会　会長　澤野　文彦　氏

6,000
(4,000)

67% 30% 2% 0% 43 19 1 0 1

50 介護予防のためのレクリエーション 70 73 70 9/8 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

老人福祉施設または介護保険
事業所に勤務する方

介護予防のためのレクリエーションの知識と技術
の習得
＊Ｈ25年度のレクリエーション講座と同じ内容

・居場所づくり研究所　田井中　正志　氏
　　　（静岡県レクリエーション協会　前副理事長兼事務局長）

6,000
(4,000)

70% 21% 3% 0% 49 15 2 0 4

51
タッピングタッチ基礎講座
【新規】

80 73 71 5/19 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

利用者のストレスや不安を和らげる手法としての
「タッピングタッチ」の基本的知識と技術の習得

・タッピングタッチ協会　認定インストラクター　高野　順也　氏 6,000
(4,000)

75% 23% 0% 0% 53 16 0 0 2

52
介護に役立つカラーコーディネート
【新規】

80 42 38 11/20 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

色彩が心身に与える影響を知り、衣・食・住にお
ける「いろどり」を通じて高齢者の生活の質の向上
を図る

・日本ユニバーサルカラー協会理事長　南　涼子　氏
6,000

(4,000)
68% 32% 0% 0% 25 12 0 0 0

利
用
者
の
日
常
生
活
支
援

専
門
技
術
力
を
身
に
付
け
る

財
務
・
経
理

組
織
力
を
高
め
る

組織力を高める　小計

7,000
(5,000)

地
域
福
祉
課

・静岡済生会総合病院　救命救急センター　川井　和枝　氏　　他

経
営
支
援
課

研
修
課

108

介護技術基礎講座38 81

老人福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する介護職等（原
則、業務経験年数が3年未満
の方）

・講義「体の仕組みと働きの理解」
・実技「基礎介護技術のポイント」

＊①と②は同じ内容

・介護福祉士会　副会長　飯田泰子　氏
・牧之原市社会福祉協議会　竹内みち子　氏
・小長谷伊津子　氏
・なぎの家　酒井　多加子　氏

47 148
社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

利用者の容体の変化を見逃さずに対応するため
に必要な知識・技術の習得

9
1
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53
社会福祉ミニセミナ－（A)
認知症高齢者の基本的理解

100 49 46 2/25 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

最近の社会福祉の動向等、社会福祉従事者とし
て必要な基礎的知識の習得

・有限会社ハーベストライフ　代表取締役　宮本　光也　氏
3,000

(2,000)
76% 24% 0% 0% 34 11 0 0 0

53
社会福祉ミニセミナ－（B)
高齢者の医学基礎知識

100 70 65 2/25 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

最近の社会福祉の動向等、社会福祉従事者とし
て必要な基礎的知識の習得

・静岡済生会総合病院　顧問医師　菅田　芳文　氏
3,000

(2,000)
74% 26% 0% 0% 45 16 0 0 0

続・認知症高齢者支援講座（東部） 90 54 5/20 1 三島商工会議所 90% 8% 0% 0% 46 4 0 0 1

　　　〃　　　　　　　　　　　　　(中部） 120 99 6/5 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

88% 10% 1% 0% 87 10 1 0 1

55 認知症介護予防講座 100 69 67 6/6 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

・認知症に関する基礎講座
・脳活性化訓練（スリーA方式を中心に）

・高齢者リフレッシュセンター「スリーＡ」　所長　増田　末知子　氏
5,000

(3,000)
73% 22% 0% 0% 44 13 0 0 3

56
認知症の人のためのレクリエーション
【新規】

70 137 72 6/9 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

認知症の方のためのレクリエーションの知識と技
術の習得

・（福）興寿会　教育実践センター
　認知症介護レクリエーション実践研修センター 所長代理 尾渡 順子 氏

6,000
(4,000)

90% 10% 0% 0% 64 7 0 0 0

認知症介護実践研修　　　　　(浜松） 80 80
6/5,6/11,

6/18,6/27,

7/4,8/22
6

浜松市福祉交流セン
ター

73% 20% 0% 0% 58 16 0 0 5

　　　　〃　　　         　　　　　  （三島） 80 80
6/12,6/24,

6/30,7/3

7/7,8/28
6 三島商工会議所 79% 21% 0% 0% 59 16 0 0 0

　　　　〃　　        　　　　　   　（静岡） 80 79
7/2,7/9,

7/16,8/4

8/7,9/19
6

静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

62% 25% 0% 0% 48 19 0 0 10

　　　　〃　　       　　　　　    　（富士） 80 80
7/14,7/23,

7/28,7/31,

8/20,9/24
6 ふじさんメッセ 86% 14% 0% 0% 63 10 0 0 0

　　　　〃　　           　　　　　　（掛川） 80 79
7/15,7/29,

8/1,8/6,

8/12,9/30
6

掛川市生涯学習セン
ター

77% 18% 0% 0% 61 14 0 0 4

　　　　〃　         　　　　　　  　（追加） 80 214 76
1/8,1/14,

1/21,2/6,

2/12,3/12
6

静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

66% 25% 0% 0% 50 19 0 0 7

認知症介護実践リーダー研修（中部） 30 33 30

10/9,10/14,

10/28,11/4,

11/14,11/27,

12/3,12/10,

1/26

9
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

68% 18% 4% 0% 19 5 1 0 3

　　　〃　　                    　　（西部） 30 13 13

10/10,10/17,

10/27,11/5,

11/21,12/4,

12/8,12/12,

1/30

9
浜松市福祉交流セン
ター

71% 21% 0% 0% 10 3 0 0 1

認知症対応型サービス事業
管理者研修        　　　　　    （東部）

70 ― 61
1/19,
1/20

2 三島商工会議所 65% 35% 0% 0% 36 19 0 0 0

　　　〃　　        　　　　　  　　（中部） 70 ― 73
12/9,
12/15

2
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

61% 32% 3% 0% 44 23 2 0 3

　　　〃　　        　　　　　　  　（西部） 70 ― 69
12/22,
12/25

2
浜松市福祉交流セン
ター

69% 26% 3% 0% 47 18 2 0 1

小規模多機能型サービス等
計画作成担当者研修　　　　　（中部）

35 ― 42
2/9,
2/10

2
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

83% 14% 0% 0% 35 6 0 0 1

　　〃　　　          　　　　　　　（西部） 35 ― 40
2/18,
2/19

2
浜松市福祉交流セン
ター

76% 24% 0% 0% 29 9 0 0 0

61
認知症対応型サービス事業
開設者研修

50 ― 21 10/20 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

小規模多機能型居宅介護事
業所・認知症高齢者共同生活
介護事業所の代表者

（行政からの受託研修、募集・申込先は行政）

・静岡市行政担当者
・静岡県認知症介護指導者の会
・社会福祉法人春風会伊豆中央ケアセンター　施設長　堀内　和憲　氏
・五味社会福祉士個人事務所　五味　保教　氏

3,000 21% 58% 16% 0% 4 11 3 0 1

62 介護記録の書き方講座 100 103 86 7/1 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

入所の老人福祉施設・介護保
険事業所等に勤務する方

介護職に必要な介護記録の書き方の基礎的知
識の習得

・（株）ねこの手　代表取締役　伊藤　亜記　氏
6,000

(4,000)
73% 20% 1% 1% 58 16 1 1 3

63 リスクマネジメント講座（基礎編） 100 99 94 6/30 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

施設・事業所の危機管理・安全管理に必要な基
礎的知識・技術の習得

・安全な介護実践研究センター　代表　山田　滋　氏
　　　（あいおいニッセイ同和損保専任アドバイザー）

6,000
(4,000)

67% 29% 1% 1% 57 25 1 1 1

64 リスクマネジメント講座（応用編） 100 64 62 11/18 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

施設・事業所の危機管理・安全管理に必要な実
践的知識・技術の習得

・安全な介護実践研究センター　代表　山田　滋　氏
　　　（あいおいニッセイ同和損保専任アドバイザー）

6,000
(4,000)

75% 21% 2% 0% 43 12 1 0 1

65 高齢者の転倒予防講座 70 72 72 2/17 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

高齢者の転倒予防について、必要な知識・技能
の習得

・静岡リハビリテーション病院
事務長兼リハビリテーション科科長　熊谷　範夫　氏

6,000
(4,000)

85% 13% 1% 0% 61 9 1 0 1

利
用
者
の
日
常
生

活
支
援

認
知
症
ケ
ア

専
門
技
術
力
を
身
に
つ
け
る

リ
ス
ク
防
止

（行政からの受託研修、募集・申込先は行政）

・小規模多機能型居宅介護事業所　まほろば
　　　　施設長　秋山　幸枝　氏
・全国小規模多機能型居宅介護事業者連絡会
　　　　事務局長　山越　孝浩　氏

3,00060
小規模多機能型居宅介護事
業所の計画作成担当者であっ
て認知症介護実践研修修了者

3,000

5,000
(3,000)

58
高齢者介護実務経験5年以上
で、認知症介護実践研修修了
者

「認知症介護のあり方」「認知症介護のための組
織論」「認知症介護の実践技法」「人材育成のた
めの技法」（全9日＋実習）

54
老人福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

・認知症高齢者の基本的介護の見方、考え方
・認知症高齢者への対応

451

57

・静岡市、浜松市、三島市行政担当者
・静岡県認知症介護指導者の会　ほか

80,000

介護保険施設、事業所等の経
験年数が２年以上の方

認知症高齢者介護の基本的理念、基本的知識及
び技術の習得（全6日＋実習）

・医師、静岡県認知症介護指導者の会　ほか 43,000

認知症対応型通所介護事業
所・小規模多機能型居宅介護
事業所・認知症高齢者共同生
活介護事業所の管理者

（行政からの受託研修、募集・申込先は行政）

研
修
課

・介護老人保健施設　星のしずく　看介護部長　髙口　光子　氏153

・静岡県認知症介護指導者の会　ほか

59
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66
施設における高齢者虐待予防のための
ワークショップ

60 46 42 11/14 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

老人福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

高齢者への虐待や不適切なケアを防ぐための考
え方や手法の習得

・ＡＡＡ研究会
立正大学　社会福祉学部　社会福祉学科　専任講師　土屋　典子　氏

6,000
(4,000)

78% 22% 0% 0% 32 9 0 0 0

研
修
課

67
福祉サービス苦情解決研修会
（東部・中部・西部×各１回）

240 195 181
８月～
１０月

3 東・中・西部地区
第三者委員会・苦情解決責任
者・苦情受付担当者

苦情解決の意義についての講義とグループワー
ク

・日本女子大学　人間社会学部社会福祉学科
　　教授　久田　則夫　氏

3,000 83% 12% 1% 0% 146 21 1 0 7
地
域

福
祉
課

68
栄養士・調理員研修

70 40 40 2/19 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設、介護保険事業
所に勤務する栄養士、調理員

栄養士、調理員に必要な知識・理論の習得 ・特別養護老人ホーム　栄養係長　管理栄養士　増田　邦子　氏
6,000

(4,000)
65% 35% 0% 0% 26 14 0 0 0

69 看護師研修 100 72 66 10/28 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設等に勤務する看
護師

社会福祉施設に勤務する看護師に必要な知識・
技術の習得

・ラ・サンテふよう　看介護部長　藤尾　祐子　氏
5,000

(3,000)
73% 24% 3% 0% 45 15 2 0 0

70
ホームヘルパー全体研修
（県ホームヘルパー連絡協議会）

200 60 52 6月 1 静岡市 ヘルパー協会員 在宅医療におけるホームヘルパーの役割 ・医療法人社団　坂の上ファミリークリニック　小野　宏志　氏 無料 27% 50% 13% 0% 13 24 6 0 5

ホームヘルパー一般研修①
（県ホームヘルパー連絡協議会）

60 26 23 1 ヘルパー協会員
ヘルパー研修Ⅰ
（職業倫理・事例検討）

・静岡県歯科衛生士会　認定歯科衛生士　小宮山　ひろみ　氏 2,000 91% 4% 0% 0% 21 1 0 0 1

　　　　　〃　　               ② 60 28 23 1 ヘルパー協会員
調理研修
（老化と食べる能力）

・昭和大学保健医療学部　大谷　佳子　氏 2,000 87% 13% 0% 0% 20 3 0 0 0

　　　　　〃　　               ③ 60 22 17 1 ヘルパー協会員 ヘルパー研修Ⅱ
・浜松調理菓子専門学校　神谷　紀代美　氏

2,000 100% 0% 0% 0% 17 0 0 0 0

　　　　　〃　　               ④ 60 81 74 1 ヘルパー協会員
ヘルパー研修Ⅲ
（実技研修）

聖隷福祉事業団人材開発部　部長　鎌田　裕子　氏 2,000 62% 23% 0% 0% 46 17 0 0 11

72
ホームヘルパー管理者研修
（県ホームヘルパー連絡協議会）

60 39 33 1月 1 静岡市
ヘルパー協会員(訪問介護事
業所管理者及びサービス提供
責任者）

調整中
・沼津中央病院　医療相談課長
・精神保健福祉士会会長　澤野文彦　氏

2,000 64% 21% 0% 0% 21 7 0 0 5

サービス提供責任者研修①
（県ホームヘルパー連絡協議会）

60 103 95 1 静岡市
サービス提供責任者研修
（基礎編）

・大妻女子大学　名誉教授　是枝　祥子　氏 2,000 27% 40% 6% 0% 26 38 6 0 25

　　　　　〃　               　② 60 35 28 1 静岡市
サービス提供責任者研修
（応用編Ⅰ）

・保健師・看護師・ﾌｯﾄｹｱﾜｰｶｰ　川崎　美織氏 2,000 82% 11% 0% 0% 23 3 0 0 2

　　　　　〃　                 ③ 60 29 24 1 静岡市
調理研修
（摂取能力に応じた献立）

・浜松調理菓子専門学校　神谷　紀代美　氏 2,000 96% 4% 0% 0% 23 1 0 0 0

　　　　　〃　               　④ 60 43 37 1 静岡市
サービス提供責任者研修
（応用編Ⅱ）

・聖隷クリストファ―大学　野田　由佳里　氏 2,000 68% 19% 0% 0% 25 7 0 0 5

肢体不自由児療育指導者講習
①－１
（県肢体不自由児協会）

30 61 59 6月 1 静岡市
肢体不自由児の療育に携わる
特別支援学校・社会福祉施設
職員等

肢体不自由児の総論（入門講座）
・静岡医療福祉センター　森山明夫氏、前田興子氏、望月祐介氏
・静岡総合教育センター　岩見良憲氏

3,500 54% 25% 4% 0% 30 14 2 0 10

　　       〃
①－２

30 68 45 6月 1 静岡医療福祉センター
肢体不自由児の療育に携わる
特別支援学校・社会福祉施設
職員等

訓練の基本（実技を含む） ・静岡医療福祉センター　森山明夫氏、山内一之氏、橋本尚幸氏 3,500 67% 10% 0% 0% 26 4 0 0 9

肢体不自由児療育指導者講習
②－１
（県肢体不自由児協会）

30 65 59 7月 1 静岡市 脳性麻痺の概論

・静岡医療福祉センター　望月達夫氏
・つばさ静岡　山倉慎二氏
・静岡大学　香野毅氏
・井出容敬氏

3,500 55% 20% 2% 0% 30 11 1 0 13

　　       〃
②－２

30 49 37 7月 1 静岡医療福祉センター 脳性麻痺の訓練入門（実技を含む） ・静岡医療福祉センター　山内一之氏 3,500 91% 9% 0% 0% 30 3 0 0 0

肢体不自由児療育指導者講習
③－１
（県肢体不自由児協会）

30 61 50 8月 1 静岡市 脳性麻痺の概論
・静岡てんかん・神経センター　重松秀夫氏
・こども病院　加藤光剛氏、鴨下賢一氏、北野市子氏

3,500 67% 14% 0% 0% 29 6 0 0 8

　　       〃
③－２

30 51 41 8月 1 静岡医療福祉センター 脳性麻痺の訓練入門（実技を含む） ・静岡医療福祉センター　山内一之氏 3,500 91% 3% 0% 0% 30 1 0 0 2

社協＜CW＞職員研修
【介護保険事業編】

40 32 32 １/３１ 1 静岡市
社協介護保険事業関係職員
（主に主任職員）

社協らしい介護保険事業とは何か、講義と実践報
告を通して習得する

・大津市社会福祉協議会　地域福祉課長　山口　浩次　氏
・掛川市ふくしあ　地域ケア会議ロールプレイ(掛川市社会福祉協議会)

無料 59% 41% 0% 0% 19 13 0 0 0

社協＜CW＞職員研修
【地域福祉活動計画編】

40 39 39 ８/５ 1 静岡市 社協、行政計画担当職員 福祉計画づくりの意義と基礎知識の習得を図る ・駒澤大学　文学部　社会学科　川上　富雄　氏 無料 33% 61% 6% 0% 11 20 2 0 0

78
地域福祉コーディネーター＜CSW＞
養成研修

30 35 35
9月
2月

4 静岡市
地域福祉関係職員、地域包括
支援センター関係職員

具体的な事例を通して、コミュニティソーシャル
ワーク技法を講義と演習形式により習得する

・日本社会事業大学　講師　菱沼　幹男　氏
・日本地域福祉研究所　研究員　青山　登志夫　氏
・法政大学　助教　大島　隆代　氏

15,000 82% 15% 3% 0% 27 5 1 0 0
権
利

擁
護
課

79
ボランティアコーディネーター研修
（基礎編）

100 43 40
6月

10月
2 西部地区

地域においてボランティアコー
ディネートに関わる方等

ボランティアコーディネーターとして必要な知識と
技術の習得を図る（ボランティアコーディネーション
力検定３級試験の実施）

・日本ボランティアコーディネーター協会　理事　唐木理恵子 6,160 70% 28% 0% 0% 28 11 0 0 1

地
域
福
祉

課

8月
～2月

8月
～2月

77

静岡市

リ
ス
ク
防
止

専
門
技
術
力
を
身
に
つ
け
る

職
業
別

研
修
課

経
営
支
援
課

76

ヘルパー協会員
（サービス提供責任者）

肢体不自由児の療育に携わる
特別支援学校・社会福祉施設
職員等

肢体不自由児の療育に携わる
特別支援学校・社会福祉施設
職員等

地
域
福
祉
課

71

73

74

75
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80
ボランティアコーディネーター研修
（応用編）

50 51 51 10月 1 静岡市
市町社協ボランティアコーディ
ネーター各施設職員等

基礎編を受講した人を対象にボランティアコーディ
ネート技術のスキルアップを図る

・日本ボランティアコーディネーター協会　理事　疋田恵子、小野智明、副代
表理事　小原宗一

無料 75% 24% 2% 0% 38 12 1 0 0

81 市町社協　監事研修 50 45 44 4/１８ 1 シズウエル 市町社協監事 監事の業務・責務、監事監査について
・駒澤大学　文学部　社会学科　川上　富雄　氏
・杉山明喜雄（すぎやまあきお）氏（本会　経営指導員）
　　株式会社ビジネスパートナー　代表取締役

無料 70% 20% 0% 0% 31 9 0 0 4

82 市町社協　新任事務局長研修 10 10 10 4/30 1 静岡市 市町社協新任事務局長
社協組織の特性、基本理念、法的な位置付け
（設立経過）等

事務局 無料 100% 0% 0% 0% 10 0 0 0 0

83 社協災害ボランティア本部運営研修 50 39 39 7月 1 静岡市
市町社協ボランティアコーディ
ネーター各施設職員等

災害ボランティア本部運営に関する講義と演習
・西伊豆町社会福祉協議会 事務局次長 山本 浩司 氏
・宮城県石巻市社会福祉協議会　北川　進 氏
・宮城県女川町社会福祉協議会 主事 須田 めぐみ 氏

無料 77% 23% 0% 0% 24 7 0 0 0

84
日常生活自立支援事業
専門員研修会

50 24 24 9月2日 1 静岡市 市町社協専門員
事例の読み方について
日常生活自立支援事業ケースカンファレンス

・神奈川県立保健福祉大学顧問　山崎美貴子氏
・立川市社会福祉協議会地域あんしんセンターたちかわ係長　比留間敏郎
氏

無料 79% 17% 0% 0% 19 4 0 0 1

85
日常生活自立支援事業
新任生活支援員研修会

60 45 45
5/16
2/6

1 静岡市 市町社協新任生活支援員 日常生活自立支援事業の業務について 県社協　生活支援部 無料 57% 43% 0% 0% 25 19 0 0 0

86
日常生活自立支援事業
現任生活支援員研修会

250 133 133
11/29
2/18

1
県内
2か所

市町社協現任生活支援員
日常生活自立支援事業における相談援助技法に
ついて

・日常生活自立支援センター所長　田辺　光男
・愛知淑徳大学　教授　瀧　誠　氏

無料 86% 14% 0% 0% 107 17 0 0 0

87 成年後見制度推進シンポジウム 200 ￣ ￣ 2月 1 静岡市
社協・行政・地域包括支援セン
ター職員等

成年後見制度の事例を通して、専門職・関係機関
との連携等について協議する

中止 無料 ￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣

88 生活福祉資金新任担当者研修会 50 30 29 4月 1 シズウエル 社協職員 制度説明・事務取扱い 無料 48% 37% 7% 0% 13 10 2 0 2

50 60 58

50 52 53

90
生活困窮者自立支援制度に向けた
研修会【新規】

120 ￣ ￣
4月～
9月

(3回)
3 静岡市 社協職員

生活困窮者自立支援に向けた相談・援助技術の
習得、向上を目的とした研修

中止 無料 ￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣ ￣

91 災害時要援護者支援シンポジウム 200 200 200 12/9 1 グランシップ
社協、行政、住民参加型福祉
サービス団体等

東日本大震災で被災した障害者の実体験をもと
に、地域における災害時要援護者の避難支援体
制づくりに関する講演とパネルデｨスカッション

・NPO法人さぽーとセンターぴあ　（福島県南相馬市）　代表理事　青田　由
幸　氏
　ほか　3人

無料 49% 42% 6% 1% 61 52 7 1 3

92 広報担当者研修会（基礎編） 80 58 57 5/30 1 静岡市
社会福祉事業所等の広報紙
担当者

広報紙の作成に必要な基本的な知識、技術の習
得

静岡大学教育学部特任教授／人文社会科学部客員教授　平野雅彦氏
6,000

(4,000)
61% 33% 0% 0% 33 18 0 0 3

93 広報担当者研修会（応用編） 50 34 32 7/30 1 静岡市
社会福祉事業所等の広報紙
担当者

広報紙の内容を充実化するための専門技術の習
得

平野　雅彦氏（国立大学法人静岡大学人文社会科学部　客員教授）
望月　昭彦氏（有限会社フォーサイト代表取締役、常葉大学造形学部　非常
勤講師）

6,000
(4,000)

75% 25% 0% 0% 24 8 0 0 0

5,936 4,886 4,578 71% 23% 1% 0% 3,052 969 59 3 198

94 コンプライアンス講座 60 59 56 5/14 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

福祉サービス事業従事者が最低備えておくべき、
コンプライアンスの基礎的知識・技能の習得

・ふるい後見事務所　社会福祉士　古井慶治　氏
6,000

(4,000)
63% 26% 2% 0% 34 14 1 0 5

95 権利擁護･成年後見セミナー（基礎編） 80 78 71 8/25 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事業
所などに勤務する方

認知症高齢者や知的障がい者等を支援する介護
職として必要な権利擁護・成年後見の基礎的知
識の習得

・ふるい後見事務所　社会福祉士　古井　慶治　氏
5,000

(3,000)
67% 26% 3% 0% 44 17 2 0 3

96 権利擁護･成年後見セミナー（応用編） 60 55 42 9/24 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

認知症高齢者や知的障がい者等を支援する介護
職として必要な権利擁護・成年後見の実践的知
識の習得

・ふるい後見事務所　社会福祉士　古井　慶治　氏
5,000

(3,000)
77% 13% 3% 3% 30 5 1 1 2

97 傾聴講座 60 59 57 6/2 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

福祉職の対人援助に必要な傾聴・面接のスキル
の習得

・西長洲荘　介護支援専門員
　　　元北海道教育大学非常勤講師　粟野　真造　氏

(4,000)
6,000

71% 29% 0% 0% 39 16 0 0 0

70 68 85% 12% 0% 0% 58 8 0 0 2

70 57 82% 13% 0% 0% 46 7 0 0 3

6,000
(4,000)

専門技術力を身につける　小計

倫
理

・昭和大学　保健医療学部　大谷　佳子　氏125
社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

社会福祉事業従事者を対象とした基礎的なコミュ
ニケーション技法の習得

7/10
7/17

静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

98

専
門
技
術
力
を
身
に
つ
け
る

対
人
関
係

人
間
力
を
高
め
る

89
6/27
3/11

2 静岡市民文化会館 社協職員 低所得世帯等の自立支援について 無料

職
業
別

19 4 0 6

研
修
課

地
域
福
祉
課

52% 32% 7% 0% 31

コミュニケーション技法講座（基礎編） 2

権
利
擁
護
課

生活福祉資金担当者研修会

生
活
支
援
課

地
域
福
祉
課
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99 　　　　　〃　　　　　　　　    　（応用編） 60 32 31 11/26 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方で過去に基
礎編を受講した方

社会福祉事業従事者を対象としたコミュニケーショ
ン技法の習得

・昭和大学　保健医療学部　大谷　佳子　氏
6,000

(4,000)
83% 17% 0% 0% 25 5 0 0 0

接遇・マナー講座（中部） 60 66 63 5/13 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

6,000
(4,000)

68% 27% 5% 0% 42 17 3 0 0

　　　　〃　     　　（西部） 60 62 59 5/23 1
浜松市福祉交流セン
ター

6,000
(4,000)

76% 19% 2% 0% 44 11 1 0 2

　　　　〃　　     　（東部） 60 53 51 5/29 1 三島商工会議所
6,000

(4,000)
81% 15% 2% 0% 38 7 1 0 1

101 接遇・マナー講座（指導者養成編） 60 89 62 7/16 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

福祉、介護サービスの基礎である接遇・マナーの
向上に組織的に取り組むための考え方と手法の
習得

・株式会社はあもにい　代表取締役　大野　晴己　氏
6,000

(4,000)
63% 30% 6% 0% 34 16 3 0 1

102
対人援助職のための「福祉実践力」
基礎講座

60 47 44 2/16 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

社会福祉・対人援助に係る基本的な理念・知識を
学び、今後のケアの質の向上に資する。

・静岡県立大学短期大学部　社会福祉学科
　　　　講師　鈴木　俊文　氏

6,000
(4,000)

67% 29% 0% 0% 28 12 0 0 2

103 会議力向上講座 60 87 59 6/23 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉事業又は介護保険
事業に従事する、主に中堅クラ
ス以上の方

会議をより効果的かつ実りあるものにするための
手法を、ファシリテーションの考え方を中心に学ぶ

・㈱話し方教育センター
　　　　教育本部　教育グループマネージャー　池田　統　氏

6,000
(4,000)

74% 21% 0% 0% 43 12 0 0 3

104
福祉職のための文章力向上講座
【新規】

60 84 66 6/18 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

業務記録の他、利用者の家族向けの文書など、
福祉職に求められる文章力を身に付ける

・居宅介護支援事業所ジョアン　所長　粟倉　敏貴　氏
6,000

(4,000)
48% 41% 6% 0% 31 26 4 0 3

105
保育所と保護者のより良い関係づくり講
座【新規】

50 18 17 11/12 1 ふしみや貸会議室
保育所等児童福祉施設に勤務
する方

保育所と保護者がより良い関係を築くため、適切
な対応について学び、その打開策を探る

・大阪大学大学院人間科学研究所　教授　小野田　正利　氏
6,000

(4,000)
82% 18% 0% 0% 14 3 0 0 0

106 福祉職場のストレスマネジメント講座 60 69 58 10/27 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

介護職・福祉職が抱えがちなストレスについて認
識し、ストレスを上手にコントロールする方法を学
び、心身共に安定した状態になることで、サービ
スの質の向上を図る

・産業カウンセラー　キャリアカウンセラー 心理相談員 横山　美弥子 氏
6,000

(4,000)
88% 12% 0% 0% 51 7 0 0 0

107
福祉職のための腰痛予防・リフレッシュ
講座

60 53 44 7/24 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

福祉職のストレスケアのための知識・技術の習得 ・スポーツアロマテラピスト　ASPERGE STUDIO主宰　中野　元惠　氏
6,000

(4,000)
80% 20% 0% 0% 35 9 0 0 0

1,050 1,036 905 73% 22% 2% 0% 636 192 16 1 27

108 小地域福祉活動育成支援研修会 50 26 26
6月～
7月

1 静岡市 地域福祉関係職員
小地域福祉活動者養成のための方法について学
ぶ

・増田　樹郎　氏（愛知教育大学　教授）
・豊泉　和希　氏（焼津市社会福祉協議会　主任）

無料 59% 34% 7% 0% 17 10 2 0 0

109 生活支援サービス推進シンポジウム 280 180 180 11/6 1
静岡市清水文化会館
清水マリナート

行政・社協・社会福祉法人・地
域包括支援センター・ＮＰＯ・民
生委員・児童委員・行政職員
等

地域社会が抱える様々な福祉課題を明らかにし、
地域における住民主体の助け合い活動のあり方
を考える

・上野谷　加代子　氏　（同志社大学大学院　社会学研究科　教授）
・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ　原　秀人　氏　（小山町社会福祉協議会　常務理事）
・実践報告団体　3団体

無料 60% 37% 0% 0% 58 36 0 0 3

110
法定地区民児協会長研修会
（県民生委員児童委員協議会）

170 144 144 9月 2 東部地区
県民児協会員（法定地区民児
協会員）

法定地区会長に求められる役割
・静岡県健康保険福祉センター　班長　山野　冨美　氏
・静岡県西部健康福祉センター　西部児童相談所長　大倉　明弘　氏
・金子クリニック院長　日本早期認知症学会　顧問　金子　満雄　氏、等

無料 56% 20% 3% 0% 78 28 4 0 30

111
主任児童委員研修会
（県民生委員児童委員協議会）

160 80 80 1月 1 静岡市
県民児協会員（主任児童委
員）

主任児童委員の役割について協議し、地域にお
ける児童委員活動の推進を図る

・児童養護施設　まきばの家　自立援助ホーム　こどもの家
　　　　施設長　松田　正幸　氏

無料 53% 31% 4% 0% 41 24 3 0 10

112
災害時要援護者支援シンポジウム
（県民生委員児童委員協議会）

160 41 41 12/9 1 グランシップ 県民児協会員
要援護者支援活動の推進に向けた関係機関・団
体との連携強化について協議する

・NPO法人さぽーとセンターぴあ代表理事　青田　由幸　氏
（福島県南相馬市）
　ほか　3人

無料 49% 41% 5% 2% 20 17 2 1 1

113
相談技法研修会
（県民生委員児童委員協議会）

140 125 125 7月 3 静岡市 県民児協会員
相談面接の基本となる傾聴の基本的なスキルの
習得を図る

・武庫川女子大学　文学部　准教授　倉石　哲也　氏 無料 81% 14% 0% 0% 87 15 0 0 5

114 福祉職場体験 － 283 275
4月

～3月
県内

福祉職に関心のある方、福祉
職場に就労を希望する方

福祉の施設体験 県内福祉施設 無料 58% 38% 1% 2% 196 130 4 6 4

115 福祉の就職支援セミナー 100 98 91 12/19 1
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）

福祉職場に就労を希望する
方、福祉職に関心のある方

・第１部　「福祉の就職活動の心得」
・第２部　「福祉現場からのメッセージ」
・第３部  「福祉のミニ就職相談会」

・第１部　コーチングアカデミー静岡校　校長　酒井　美保　氏
・第２部　第３部相談会出展事業所職員
・第３部　事業所との個別相談会、酒井　美保氏による相談会

無料 48% 33% 6% 0% 31 21 4 0 8

地
域
福
祉
課

人
材
課

・コミュニケーションハウス　代表　坂倉　裕子　氏

研
修
課

人間力を高める　小計

地
域
福
祉
を
支
え
る
力
を
身
に
つ
け
る

100
社会福祉施設・介護保険事業
所等に勤務する方

社会福祉事業従事者に求められる接遇マナーの
習得

リ
フ
レ

ッ
シ

ュ

対
人
関
係

人
間
力
を
高
め
る
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116 “居場所づくり”実践者養成研修 30 50 47

9/25
1/19
10月〜12
月実習

3 静岡市
居場所を開設したいとお考え
の方、開設に協力できる方

講義及び現場実習を通して“居場所”の開設・運
営に必要な知識等の習得

・静岡県立大学大学院経営情報イノベーション研究科
准教授　藤本 健太郎 氏
・静岡県立大学大学院経営情報イノベーション研究科
講師　　 東野　定律　氏
・実習先団体の実践者　4団体
・高島市社会福祉協議会(滋賀県）　地域福祉課係長　杉本　学士　氏
・浜分区福祉推進委員会「ヤナちゃんカフェ」　古川　富子　氏
・実践者発表　3団体

無料 51% 38% 3% 0% 19 14 1 0 3

地
域
福
祉
課

潜在保育士職場復帰支援研修
【新規・静岡県委託分】

150 17 15

1/15,1/20,
1/19,２月
実務研修
(2、3日間）

3

三島商工会議所、島田
市民総合施設プラザお
おるり、浜松市福祉交
流センター

保育士資格を有し、現在は保
育所等の児童施設に就業して
いない方

保育所の現状等、就業に必要な基礎知識を習得
する。

・静岡県保育所連合会会長（富士保育園園長）　　後藤　 弘明　氏
・前静岡県保育所連合会会長（竜南保育園園長）　太田嶋信之　氏
・静岡県保育士会会長（都田保育園園長）　　　　　下原　直美　氏
・コミュニケーションハウス　代表　坂倉　裕子　氏
・保育所実習

無料 87% 13% 0% 0% 13 2 0 0 0

潜在保育士職場復帰支援研修
【新規・静岡市委託分】

100 17 14
1/21,1/29
,２月実務研
修(3日間）

2
静岡県総合社会福祉
会館（シズウエル）、清
水テルサ

保育士資格を有し、現在は保
育所等の児童施設に就業して
いない方

保育所の現状等、就業に必要な基礎知識を習得
する。

・前静岡県保育所連合会会長（竜南保育園園長）　太田嶋信之　氏
・コミュニケーションハウス　代表　坂倉　裕子　氏
・保育所実習

無料 85% 15% 0% 0% 11 2 0 0 0

1,340 1,061 1,038 59% 31% 2% 1% 571 299 20 7 64

13,622 11,980 11,030 69% 25% 2% 0% 6,105 2,205 170 16 326

研
修
課

117

地域福祉を支える力を身につける　小計

地
域
福
祉
を
支
え
る
力
を
身
に
つ
け
る

合計
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社会福祉法人静岡県社会福祉協議会 

〒420-8670 

静岡市葵区駿府町 1-70 

TEL 054-254-5248  FAX 054-251-7508 

平成２７年５月 


